
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　このごろ、急きゅうに日ひが短みじかくなったよね。

　吉よし沢ざわ麻ま由ゆ香かは空そらを見み上あげてそう思おもった。

　ちょっと前まえまでは、六時じになってもまだ明あかるかったのに。もうすっかり秋あきなんだ。

　英えい会かい話わ教きょう室しつの帰かえり道みち、麻ま由ゆ香かはレッスンバッグを抱だきしめながら足あしを速はやめる。

「さっさと通とおり過すぎちゃおっと！　すぐ表おもて通どおりだし、岩いわ田たさんのいる交こう番ばんもあるもん」

　自じ分ぶんを励はげますために、麻ま由ゆ香かは口くちに出だしてそう言いった。

　きょう学がっ校こうであんな話はなしを聞きかなければ、ぜんぜん怖こわくなかったのにな……。




「ねえ、天てん祖そ神じん社じゃの裏うらにある幽ゆう霊れい屋や敷しき、知しってる？」

　昼ひる休やすみの五年ねん一組くみの教きょう室しつで、クラスメイトがまゆをひそめて話はなし始はじめたのだ。

「ほら、ちょっとおしゃれな古ふるい建たて物もの。壁かべにツタがびっしりからまっていて、とんがり屋や根ねにニワトリの飾かざりがついてる……」

「知しってる、知しってる！　風かぜが吹ふくと、あの風かざ見み鶏どりがキーキー泣なくらしいよ」

「ときどき幽ゆう霊れいのうめき声ごえも聞きこえるって、お兄にいちゃんが言いってた」

　みんなの間あいだでは、有ゆう名めいな話はなしだったらしい。麻ま由ゆ香かは、英えい会かい話わ教きょう室しつのたびにその前まえを通とおるけれど、そんなうわさがあるなんて、ちっとも知しらなかった。

「あそこね……」

　話はなし始はじめた子こが声こえをひそめた。

「ずーっと空あき家やなんだけど、最さい近きん夜よるになると、ぼーっと窓まどが光ひかるんだって！」

　みんな、自じ分ぶんの口くちをおさえて声こえにならない叫さけび声ごえを上あげた。

「昔むかし、あの家いえで殺ころされた人ひとがいて、もうすぐ命めい日にちらしいよ。だから、幽ゆう霊れいが火ひの玉たまを燃もやしてるんじゃないかってうわさ……」

　みんなはもう一いっ回かい、声こえのない悲ひ鳴めいを上あげる。麻ま由ゆ香かは目めをぱちくりさせてたずねた。

「命めい日にちってなに？」

　友ともだち全ぜん員いんが、あきれたような目めで麻ま由ゆ香かを見みた。

「麻ま由ゆ香かったら知しらないの？　人ひとが死しんだ日ひのこと。つまり、あの家いえで殺さつ人じんが起おきた日ひだよ！」




　もうすぐ、その幽ゆう霊れい屋や敷しきだ。

　麻ま由ゆ香かはバッグを持もつ手てに力ちからを入いれて、下したを向むいて通とおりすぎようとした。

　ところが、見みえない力ちからが働はたらいたかのように麻ま由ゆ香かは立たち止どまり、目めを上あげてしまったのだ。

　さびついた鉄てつの門もんの向むこうに、大おおきな木き々ぎに囲かこまれ、ツタにおおわれた古ふるい洋よう館かんがそびえている。少すこし風かぜが吹ふいてきて、まるで生いきているかのように、ざわっとツタがゆれた。

　屋や根ねから突つき出でた塔とうのシルエットが藍あい色いろの空そらに浮うかび、風かざ見み鶏どりのくちばしが細ほそい三み日か月づきをついばんでいるようだ。

　ひっ！

　麻ま由ゆ香かは息いきをのんだ。

　二階かいに並ならんだ窓まどの一つに、白しろい光ひかりがぼーっと灯ともっている！

　金かな縛しばりにあったかのように、麻ま由ゆ香かの目めはその光ひかりにくぎ付づけになった。

　ふわりふわりと左さ右ゆうに漂ただよっていた小ちいさな光ひかりは、窓まどの真まん中なかで動うごかなくなると、今こん度どはどんどん大おおきくなっていった。

　うわ、こっちを見みてる……？
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　麻ま由ゆ香かの背せ中なかに、ぞくぞくっと寒さむ気けが走はしった瞬しゅん間かん、光ひかりの中なかで黒くろい影かげがうごめいた！


「ぎゃーーーーーっ!!」



　麻ま由ゆ香かは特とく大だいの悲ひ鳴めいを上あげると、転ころげるように表おもて通どおりに向むかって走はしり出だした。
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　陽詩ひなたは学がっ校こうから帰かえってくると、玄げん関かんで勢いきおいよく靴くつをぬぎすてた。

「クリス、ただいま！」

　リビングから、ワンと元げん気きよく答こたえる声こえがする。

　ドアを開あけたとたんに、クリスが飛とびついてきた。

「お待またせー、クリス。散さん歩ぽに行いこうね」

　陽詩ひなたはランドセルを放ほうり出だすようにソファーの上うえに下おろすと、クリスを抱だきとめて、何なん度ども背せ中なかをなでる。クリスもうれしそうに、陽詩ひなたに鼻はなをすり寄よせた。

　明あかるい茶ちゃ色いろの毛け並なみ、くるりとしっぽの巻まいた柴しば犬いぬのクリスは、陽詩ひなたの相あい棒ぼうだ。この家いえに来きたのは、たった四か月げつ前まえ。でも、もう大たい切せつな家か族ぞくの一いち員いんになっていた。

「よーし、散さん歩ぽだ。今いま、リードとお散さん歩ぽバッグを持もってくるからね。……待まて！」

　そう言いうと、クリスはちゃんと床ゆかにすわって、陽詩ひなたを見み上あげる。

　えらいぞ、クリス！　ぼくたち心こころが通つうじ合あってるよね！

　ワクワクした気き持もちできょうも散さん歩ぽに出でかける、陽詩ひなたとクリスだった。ところが……。




「ねー陽詩ひなた、話はなし聞きいてる？」

　玄げん関かんを出でてカギを閉しめ、外そと階かい段だんを下おりているところに麻ま由ゆ香かがやってきたのだ。

　麻ま由ゆ香かは、陽詩ひなたの幼おさななじみで同どう級きゅう生せい。

　ちょっと人ひと見み知しりで、人ひとと話はなすのが苦にが手てな陽詩ひなたが、気きをつかわないですむ数かず少すくない友ともだちだ。

　でも、ときどき強ごう引いんすぎることがある。きょうも、うんざりしているところだった。

　階かい段だんを下おりきって、左ひだりにある「マロン動どう物ぶつ病びょう院いん」のガラスドアに手てをかける。

「ひーなーたー」

　麻ま由ゆ香かがすねたような声こえをだした。陽詩ひなたはくるりとふり返かえる。

「き、聞きいてるよ、学がっ校こうにいるときからずーっと！」

　陽詩ひなたは人ひと差さし指ゆびを上あげた。

「ゆうべ、天てん祖そ神じん社じゃの裏うらの幽ゆう霊れい屋や敷しきの前まえを通とおりかかったら、窓まどに怪あやしい光ひかりが灯ともっていた。それで、またそこに行いって、ほんとに幽ゆう霊れいだったのか確かく認にんしたい。でも、怖こわいからいっしょに行いってほしい。……こうでしょ？」

　うん、そうそうと、麻ま由ゆ香かはうれしそうにうなずく。陽詩ひなたはきっぱりと言いった。

「行いかない！」

「陽詩ひなたぁ……。どうせ、クリスの散さん歩ぽに行いくんじゃない。ちょっとだけ、お願ねがいー」

　クリスは、目めの上うえの白しろい丸まるまゆを寄よせて、困こまったようにふたりを見みている。ねえ、ケンカしないでくださいよ……。そう言いっているようだ。

　陽詩ひなたはプイと顔かおをそむけ、ガラスドアを開あけた。

　そこは、陽詩ひなたの両りょう親しんの動どう物ぶつ病びょう院いんだ。

　入いり口ぐちは、受じゅ診しんに来きた動どう物ぶつが外そとに飛とび出ださないよう、二に重じゅうドアになっている。陽詩ひなたたちが入はいると、中なかの自じ動どうドアもすっと開ひらいた。

「お父とうさん！」

　陽詩ひなたは、正しょう面めん奥おくの受うけ付つけカウンターに立たっている裕ゆう介すけに声こえをかけた。待まち合あい室しつは、秋あきの午ご後ごのやわらかな光ひかりとのんびりした空くう気きにあふれ、幽ゆう霊れい屋や敷しきなんかとは完かん全ぜんに別べっ世せ界かいだった。

「クリスのうんち袋ぶくろがなくなっちゃったんだ。出だしてくれる？」

「ああ、いいよ。これから散さん歩ぽか？」

　裕ゆう介すけはマロン動どう物ぶつ病びょう院いんの動どう物ぶつ看かん護ご師し兼けん、トリマーだ。トリマーというのは、動どう物ぶつの健けん康こう管かん理りやヘアカットなどの美び容ようを担たん当とうする職しょく業ぎょうのこと。学がく生せい時じ代だいはラグビー選せん手しゅだった裕ゆう介すけは、がっちりした大おお男おとこだが、とても穏おだやかで優やさしい。

　麻ま由ゆ香かがカウンターに両りょう手てをついて、うれしそうに言いった。

「裕ゆう介すけ先せん生せい、散さん歩ぽのついでに、幽ゆう霊れい屋や敷しきを見みに行いくんだよ！　わたし、きのうそこで怪あやしい光ひかりを見みて……」

「ぼ、ぼくは行いかないよ。お父とうさん、袋ふくろ……」

「でも陽詩ひなた、あれが本ほん当とうに幽ゆう霊れいの火ひの玉たまだったのかを確たしかめないと、夜よるも寝ねられないよぅ。ねえ、いっしょに行いくよねー？」

　陽詩ひなたにビニール袋ぶくろを渡わたしながら、裕ゆう介すけは声こえを上あげて笑わらった。

「ハハハ……。麻ま由ゆ香かちゃんたら、怖こわがってるのか、おもしろがってるのか、わからないね」

「そりゃ、怖こわいに決きまってるよ。本ほん物ものの幽ゆう霊れいかもしれないんだから」

　麻ま由ゆ香かが口くちをとがらせる。陽詩ひなたはため息いきをついた。

「絶ぜっ対たい、おもしろがってる……」

「ぼくもそう思おもいます」

　突とつ然ぜん、後うしろから声こえがしたので、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かはびっくりしてふりかえった。ふたりと同どう級きゅう生せいの、竹たけ内うち類るいだ。大おおきな茶ちゃトラのネコをひざの上うえにのせ、ソファーにすわっている。くいっとメガネを上あげると、陽詩ひなたを見みて続つづけた。

「そして、陽詩ひなたくんは怖こわがっていますよね？」

　陽詩ひなたは、二、三度どまばたきをすると、下したを向むいた。

「そ、そういうの、苦にが手てだから……」

　どうしてみんな、怖こわい話はなしをしたがるんだろう。ぼくには理り解かいできないよ。

　わかってくれるのはお前まえだけだよな、クリス……。

　陽詩ひなたがちらりと視し線せんを送おくると、クリスは同どう情じょうするようにクーンと鳴ないて、ふさふさのしっぽを一回かいふった。

　類るいは、にっと笑わらう。

「ぼくは好すきですよ。小ちいさいころ、寝ねる前まえにおばあちゃんが怪かい談だん話ばなしをしてくれたんです」

　類るいのおばあちゃん子こぶりは有ゆう名めいで、クラスメイトからはときどき、年とし寄よりくさいとからかわれる。が、当とうの本ほん人にんは気きにかける様よう子すもない。

　類るいは、茶ちゃトラの顔かおをのぞきこんで背せ中なかをひとなでした。

「そのうち、茶ちゃ々ちゃ丸まるのしっぽがふたつに割われて、ネコマタにならないかなと思おもってるんです」

　その茶ちゃ々ちゃ丸まるのしっぽがはさりとゆれたので、陽詩ひなたはびくっとした。クリスも、茶ちゃ々ちゃ丸まるのしっぽをじっと見みつめている。

　麻ま由ゆ香かが、類るいに向むかって人ひと差さし指ゆびをふってみせた。

「竹たけ内うち類るいが好すきなのは、妖よう怪かいじゃん。わたしが話はなしてるのは、幽ゆう霊れいのことだよ」

「妖よう怪かいも幽ゆう霊れいも、不ふ可か思し議ぎな存そん在ざいだという点てんにはかわりありません。ちなみにぼくは……」

　類るいはショルダーバッグをごそごそさぐり、プラスチックのカプセルをふたつ取とり出だした。

「妖よう怪かいフィギュアを集あつめています。これ、陽詩ひなたくんにあげますね」

　差さし出だされたものを、陽詩ひなたはおそるおそる受うけ取とった。何なに、これ……？

「ガシャコロで買かうフィギュアなので、けっこうかぶっちゃって。これは三個こずつあるので、気きにしないでくださいね。お守まもりになりますよ」

　陽詩ひなたがカプセルを開あけると、中なかから小ちいさなフィギュアが出でてきた。片かた方ほうは、神じん社じゃにある狛こま犬いぬみたい。もうひとつは鳥とりかな？　両りょう方ほうとも、へんてこな形かたちをしている。

「そっちは、ハクタク、こっちはアマビエ、両りょう方ほうとも厄やく除よけの力ちからがある妖よう怪かいです。幽ゆう霊れい屋や敷しきに行いくときには、持もっていくといいですよ」

「あ、ありがと……、かわいいね……」

　陽詩ひなたは取とりあえずお礼れいを言いって、フィギュアをカプセルにもどし、ポケットにねじこんだ。

　喜よろこんでもらえてうれしいですと、類るいはにんまりした。




　診しん察さつ室しつのドアがスライドして、中なかからコーギー犬けんを連つれた中ちゅう年ねんの女じょ性せいが出でてきた。

「先せん生せい、ありがとうございました」

「はーい、ココちゃん、お大だい事じにね」

　女おんなの人ひとの後うしろから顔かおを出だしたのは、マロン動どう物ぶつ病びょう院いんの獣じゅう医いで、陽詩ひなたの母はは親おやの涼すず音ね。

　小こ柄がらで丸まる顔がおなところが親したしみやすく、懐ふところが深ふかくさっぱりしたところが信しん頼らいされる理り由ゆうのようで、けっこう飼かい主ぬしさんや動どう物ぶつたちに人にん気きがある。

　ただ、思おもったことはつい何なんでも口くちにしてしまうところが、玉たまにキズ。

「次つぎは……、あら類るいくんね。きょうは茶ちゃ々ちゃ丸まるくん、どうした？」

「涼すず音ね先せん生せい、いつもお世せ話わになっています。ここ二、三日にち、目めやにが出でるんです。ばい菌きんでも入はいったのでしょうか？」

「ＯオーＫケー、診みてみようね。入はいって……」

　診しん察さつ室しつのドアが閉しまると同どう時じに、玄げん関かんの自じ動どうドアの開ひらく音おとがした。

　陽詩ひなたはふり向むいて、思おもわず大おおきな声こえを出だした。

「おじいちゃん！」

　陽詩ひなたの祖そ父ふ、俊しゅん哉やだ。陽詩ひなたの大だい好すきな、尊そん敬けいするおじいちゃん。髪かみこそ白しろいが、いつもはつらつとしていて若わか々わかしい。

「やあ、陽詩ひなた、久ひさしぶり。麻ま由ゆ香かちゃん、相あい変かわらず元げん気きそうだね」

「はい！」

　陽詩ひなたと幼おさななじみの麻ま由ゆ香かは、俊しゅん哉やとも顔かおなじみだ。

　受うけ付つけで、コーギー犬けんのお会かい計けいをしていた裕ゆう介すけも、うれしそうに手てをふった。

「あ、いらっしゃい、お義と父うさん。今いま、涼すずちゃんは診しん察さつ中ちゅうですけど……」

「いいんだ、裕ゆう介すけくん。ちょっと陽詩ひなたとクリスの顔かおを見みに来きただけだから」

　そう言いうと、俊しゅん哉やはソファーにすわり、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かにおいでと手て招まねきした。

　陽詩ひなたはとなりにすわると、俊しゅん哉やの顔かおを見み上あげた。

「ほんと、久ひさしぶりだね！　忙いそがしかったの？」

「いろいろとね……。クリスも元げん気きか？」

　クリスはもちろんと言いいたげに、一ひと声こえワンと鳴なく。俊しゅん哉やが腰こしをかがめて頭あたまをなでると、うれしそうに目めを細ほそめた。

「最さい近きんは、どんな事じ件けんがあった？」

　麻ま由ゆ香かが目めを輝かがやかせて聞きいた。そうだな、と俊しゅん哉やはあごに手てを当あてて天てん井じょうを見みる。

「このあいだ、空あき巣すの現げん場ばに行いったんだ。住じゅう人にんが海かい外がい旅りょ行こうに行いっている間あいだに、泥どろ棒ぼうに入はいられたらしい。最さい近きんは、そういう事じ件けんが多おおいんだそうだ。警けい察さつも警けい戒かいしていると言いってたよ」

　俊しゅん哉やは、会かい社しゃを定てい年ねんで辞やめた後のち、警けい察さつ犬けんの民みん間かんトレーナーをしている。現げん在ざい、三頭とうのシェパードを飼し育いくし、警けい察さつの捜そう査さに協きょう力りょくしているのだ。

「それで？　犯はん人にんは捕つかまった？」

「いや、残ざん念ねんながら、犯はん行こうから時じ間かんが経たちすぎていてね、犯はん人にんの匂においは残のこっていなかったんだ。ただ、捜そう査さの最さい中ちゅうに住じゅう人にんさんが、さっきまでポケットにあったスマホがないって騒さわぎ出だしてね。それをうちの犬いぬが捜さがし出だしてあげたんだ。帰かえってきたら家いえが荒あらされていて、あわてて近ちかくの交こう番ばんへと走はしったときに、途と中ちゅうでスマホを落おとしたらしい。……ま、ちょっとは役やくに立たったかな？」

　麻ま由ゆ香かは声こえを立たてて笑わらった。

「泥どろ棒ぼうを逮たい捕ほできなくて残ざん念ねんだったけどねー。スマホが戻もどってきただけでもよかったじゃん」

　クリスも頭あたまをもたげて、賛さん成せい！　と言いいたげにウォウと鳴ないた。

　実じつはクリスも、もとは優ゆう秀しゅうな警けい察さつ犬けん。

　俊しゅん哉やの友ゆう人じんの、小こ林ばやしという若わかいトレーナーに育そだてられた。

　ところが捜そう査さデビューした事じ件けんで、アクシデントが起おこった。小こ林ばやしが、担たん当とうした事じ件けんの犯はん人にんに襲おそわれ、そのまま行ゆく方え不ふ明めいになってしまったのだ。クリスにはハチに刺さされるという不ふ運うんも重かさなり、それ以い来らい虫むしが大だいの苦にが手てになった。今いまでもクリスは、ハチはおろか、チョウチョやアリに出で会あっても、パニックにおちいる。

　小こ林ばやしを失うしなった上うえに、虫むし恐きょう怖ふ症しょうになってしまったクリスは、警けい察さつ犬けんを引いん退たいするしかなく、俊しゅん哉やの手てで陽詩ひなたのもとへ連つれてこられたのだった。

「しばらく会あえなかったから、ちょっと心しん配ぱいになってね。変かわったことはないかな？」

　俊しゅん哉やの言こと葉ばに、陽詩ひなたはうなずいた。

「大だい丈じょう夫ぶだよ。この前まえの事じ件けんからは、特とくに何なにもない……」

　数すうか月げつ前まえ、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かとクリスは、宝ほう石せき泥どろ棒ぼうと対たい決けつすることになってしまった。そのときは犯はん人にん逮たい捕ほの手て助だすけをしたのだが、周しゅう囲いにはけっこう心しん配ぱいをかけてしまったのだった。

「そうだよね。わたしたち、おとなしくしてるもんね」

　麻ま由ゆ香かがひとみをくるくる動うごかしながら言いった。俊しゅん哉やは笑わらった。

「麻ま由ゆ香かちゃんがおとなしくしているとは思おもえないけどな……」

「えへへ！　ま、ときどき一いっ緒しょに訓くん練れんはしてるけどね」

「ま、麻ま由ゆ香かったら……」

　陽詩ひなたはあわてて、麻ま由ゆ香かをひじでつついた。俊しゅん哉やは、しょうがないなぁと、また苦にが笑わらい。だが、すぐ顔かおを引ひきしめ、陽詩ひなたの耳みみ元もとにそっとささやいた。

「いいかい、陽詩ひなた。クリスがねらわれるかもしれないってこと、忘わすれないでいてくれよ」

　小こ林ばやしが行ゆく方え不ふ明めいになったとき、現げん場ばにいて、すべてを見みていたのはクリスだけだった。もしかしたら、クリスは事じ件けんの証しょう拠こをにぎっていて、犯はん人にんたちに行ゆく方えを追おわれているかもしれない。

　だからクリスは、なるべく目め立だたずに、ふつうの柴しば犬いぬとして、ふつうの家か庭ていで暮くらすのが一いち番ばん幸しあわせなんだ……。陽詩ひなたは俊しゅん哉やに、前まえからそう言いい聞きかされていた。

　陽詩ひなたは何なん度どもうなずき、そして、おそるおそるたずねた。

「おじいちゃん……、小こ林ばやしさんのこと、何なにかわかった？」

　俊しゅん哉やは顔かおをくもらせた。

「いや、まだ何なにも……。なかなか手てがかりが見みつからないらしい」

　陽詩ひなたは、俊しゅん哉やの言こと葉ばにちょっとホッとしてしまい、そんな自じ分ぶんが許ゆるせない気き分ぶんになる。

　もちろん、小こ林ばやしさんが無ぶ事じに帰かえってくるのがいいに決きまってる。けど、そうしたら、やっぱりクリスは小こ林ばやしさんのもとに戻もどることになるよね？　それはつらいな……。ぼくはクリスが大だい好すきだし、クリスがいない生せい活かつなんて、もう考かんがえられないもん。

　こんなことを考かんがえるなんて、ぼくはわがままで悪わるい人にん間げんなのかな……。

　罪つみ滅ほろぼしをするかのように、陽詩ひなたは足あしもとのクリスの頭あたまをそっとなでる。クリスは顔かおを上あげ、うれしそうにワンと鳴ないた。

　陽詩ひなたの心こころの内うちを察さっしてか、俊しゅん哉やは優やさしく肩かたをたたいた。
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「クリスを頼たのむよ。何なんといっても、今いまは陽詩ひなたが一いち番ばんの相あい棒ぼうなんだから……」

　俊しゅん哉やに信しん頼らいされていると思おもうと、陽詩ひなたはほこらしい気き持もちになる。陽詩ひなたの顔かおが明あかるくなったのを見みて、俊しゅん哉やは立たち上あがった。

「え、もう帰かえっちゃうの、おじいちゃん？」

　麻ま由ゆ香かが驚おどろいて腰こしを浮うかせる。

「ごめんね、麻ま由ゆ香かちゃん。たまたま近ちかくまで来きたものだから寄よったんだよ。ゆっくりしたいけど、うちでも犬いぬたちが待まっているからね」

「そうだよね。シェパードたちによろしくね」

　陽詩ひなたも立たち上あがりかけると、向むかいの椅い子すから声こえがかかった。

「こんにちは、陽詩ひなたくんのおじいさん。竹たけ内うち類るいです。涼すず音ね先せん生せいにはお世せ話わになっています」

　抱かかえている茶ちゃ々ちゃ丸まるの頭あたまも下さげさせようとする類るいに、俊しゅん哉やもていねいにあいさつを返かえした。

「ああ、前まえにもここで会あったね。こちらこそ、いつも陽詩ひなたとクリスがお世せ話わになっています」

「竹たけ内うち類るい、いつのまに診しん察さつ終おわったの？　気きがつかなかった！　茶ちゃ々ちゃ丸まるの目め、どうだった？」

　麻ま由ゆ香かが聞きくと、類るいはにこっと笑わらった。

「ゴミが入はいっただけみたいです。先せん生せいに目め薬ぐすりをさしてもらいました」

「そうか、よかったね！」

「じゃあ、わたしは帰かえるよ。またね……」

「おじいちゃん、また来きてね」

　陽詩ひなたはぎゅっと俊しゅん哉やの片かた腕うでに抱だきついた。

「もちろん。クリスも元げん気きで！」

　俊しゅん哉やはクリスをもう一いち度どなでると、みんなに手てをふりながら動どう物ぶつ病びょう院いんを出でて行いった。




「陽詩ひなたくんのおじいさんは、いつもかっこいいですね。さすが、警けい察さつ犬けんのトレーナーです」

　類るいが、感かん心しんしたように言いう。受うけ付つけの裕ゆう介すけが腕うで組ぐみをしながらうなずいた。

「そうだよなぁ。ぜんぜん年ねん齢れいを感かんじさせないもんな。使し命めい感かんをもって、大だい事じな仕し事ごとをしているからかな？　見み習ならわなくちゃ……」

　俊しゅん哉やと入いれちがいに、ひとりの少しょう女じょが入はいってきた。

　黒くろいフリルのついたヘッドアクセサリー、黒くろいドレス、黒くろい厚あつ底ぞこ靴ぐつと、黒くろずくめの服ふく装そうだ。レースをふんだんに使つかったドレスは、ウエストが太ふといリボンできゅっとしぼられ、スカートはふんわりとふくらんでいる。内うち巻まきのボブスタイルの髪かみだけは、明あかるい茶ちゃ色いろに染そめられていた。

　高こう校こう生せい？　まるで魔ま界かいのお姫ひめ様さまのようだ。

「か、かわいい……♡」

　裏うら返がえった小こ声ごえを上あげたのは類るいだった。目めを大おおきく見み開ひらき、ほっぺたを赤あかくしている。

　その少しょう女じょは、ドレスのすそをゆらしながら、優ゆう雅がな足あし取どりで受うけ付つけに向むかった。

「こんにちは。初はじめてなんですけど、診みてもらえますか？」

　受うけ付つけの裕ゆう介すけも、ぽかんと少しょう女じょの顔かおを見みつめる。きめの細こまかい白しろい肌はだに桃もも色いろのほお、小ちいさな赤あかいくちびる……。大おおきな目めをふちどる長ながいまつげが、まばたきした瞬しゅん間かんぱさっと音おとを立たてた。

「あの、先せん生せい？」

　裕ゆう介すけはハッとして、あわててカウンターの下したから問もん診しん票ひょうを出だした。

「あ……、ごめん。初しょ診しんのときは、これに必ひつ要よう事じ項こうを書かいてもらうことになってるんだよね。えーと、動どう物ぶつは……？」

「ハムちゃんです」

　少しょう女じょは小ちいさなキャリーケースをカウンターの上うえにのせた。

「ハムスターね。きょうはどうしたのかな？」

「けさから元げん気きがないみたいなんです。先せん生せいが診みてくださるんですか？」

　まつげの下したから黒くろ目めがちの目めで見みつめられ、裕ゆう介すけは戸と惑まどいがちに返へん事じをする。

「え、えーと、ぼくはこの病びょう院いんのトリマーで、健けん康こう管かん理りや美び容ようの担たん当とう。動どう物ぶつを診みるのは……」

　ゴホン！　診しん察さつ室しつから首くびを出だした涼すず音ねが、せきばらいをしてあとを引ひき取とった。

「わたしです。取とりあえず書しょ類るいに記き入にゅうして、そこでお待まちください」

　涼すず音ねはそう言いうとドアを閉しめた。

　あーあ、お母かあさんたら、もしかして焼やきもち？　陽詩ひなたは首くびをすくめる。

　問もん診しん票ひょうに目めを走はしらせていた少しょう女じょが、ペンを持もつ手てをほおにあて首くびをかしげる。

「えーと、ペットの生せい年ねん月がっ日ぴって……？」

　裕ゆう介すけは、書しょ類るいをのぞきこんでうなずいた。

「あー、それはわからないよねー。ペットショップで買かったのかな。いつごろ……？」

　ふたりの会かい話わを聞ききながら、麻ま由ゆ香かはこっそり受うけ付つけを指ゆびさして小こ声ごえで言いう。

「竹たけ内うち類るいったら、ああいう人ひとが好このみなんだね。裕ゆう介すけ先せん生せいも一いっ瞬しゅん見みとれてなかった？　幽ゆう霊れいの話はなししてたら、魔ま女じょがあらわれたって感かんじだよね。びっくり！」

「しっ、麻ま由ゆ香か。聞きこえちゃうよ……」

　裕ゆう介すけは、ハムちゃんの情じょう報ほうをパソコンに入にゅう力りょくしながら、少しょう女じょに言いった。

「じゃ、診しん察さつ室しつにお入はいりください」

　少しょう女じょはうなずくと、キャリーケースを持もち、ドアをていねいにノックして入はいっていった。

「かわいいです……」

　類るいがまたぽつんと言いった。

「そうだね、確たしかにかわいい子こだ。何なんだか陶とう器きのお人にん形ぎょうみたいだね」

　裕ゆう介すけも、キーボードを打うちながら、類るいの言こと葉ばに賛さん成せいする。

「ああいうのって、ゴスロリって言いうんだよねー」

　麻ま由ゆ香かがひとりで、うんうんとうなずいている。陽詩ひなたが不ふ思し議ぎそうな顔かおをした。

「ゴスロリ？」

　クリスも陽詩ひなたのまねをして、クフンと首くびをかしげてみせる。

「ああいう黒くろい豪ごう華かなドレスとか、アクセサリーとか着つけたファッションを、ゴシックアンドロリータって言いうんだって。略りゃくしてゴスロリ」

　ふーん、そうなの？　男だん子し三人にんと一匹ぴきが、感かん心しんして麻ま由ゆ香かを見みる。

　と、診しん察さつ室しつのドアが開あき、黒くろずくめの少しょう女じょが出でてきた。

　診しん察さつ、早はやっ！　みんな、心こころの中なかでそう叫さけんだ。

　少しょう女じょがそのまま受うけ付つけに向むかったので、裕ゆう介すけはあわててパソコンの中なかの電でん子しカルテに目めを走はしらせる。たった今いま、診しん察さつ室しつの中なかで涼すず音ねが打うちこんだカルテだ。

「えーと、ハムちゃんさん……と。ああ、大だい丈じょう夫ぶみたいだね。薬くすりも出でてない。よかった。いま診しん察さつ料りょうだけ計けい算さんするから……」

　カウンターの上うえにのせたキャリーケースを両りょう手てでなでながら、少しょう女じょは目めをしばたたく。

「わたし、動どう物ぶつを飼かうの初はじめてなんです。だから、ちょっとでも元げん気きがないと、心しん配ぱいになっちゃって……。ちゃんとお世せ話わができてなかったら、どうしよう」

　裕ゆう介すけは後うしろの棚たなからパンフレットを取とり出だして、カウンターの上うえに一枚まいのせた。

「心しん配ぱいだったら、これを見みるといいよ。ハムスターの飼かい方かたがイラストで説せつ明めいしてあって、すごくわかりやすい。もともと飼かいやすい動どう物ぶつだから、そんなに神しん経けい質しつにならなくても大だい丈じょう夫ぶなんだけどね」

「いただいてもいいんですか？　ありがとうございます、先せん生せい」

「いやいや……。また心しん配ぱいなことがあったら、いつでもおいで」

　少しょう女じょはていねいに頭あたまを下さげると、パンフレットを黒くろいフリルのついたハンドバッグに入いれ、診しん察さつ料りょうを払はらって待まち合あい室しつを出でて行いった。

　類るいは茶ちゃ々ちゃ丸まるをだいて立たち上あがり、窓まどの外そとを歩あるいていく彼かの女じょの姿すがたを目めで追おいながら、

「うーん、かわいいですね……」

とつぶやいた。まだほおが赤あかい。裕ゆう介すけも、パソコンに記き録ろくを打うちこみながらうなずいた。

「そうだな、かわいいね。ゴスロリ、似に合あってるよね」

「……裕ゆう介すけ……」

　冷つめたい声こえがした。診しん察さつ室しつのドアに背せをもたせかけた涼すず音ねが、鋭するどい視し線せんを送おくっていた。

「ずいぶん親しん切せつなんだねー」

「ん？」

　裕ゆう介すけがパソコンから目めを上あげて、不ふ思し議ぎそうに涼すず音ねを見みる。

「そりゃそうさ。『動どう物ぶつにも飼かい主ぬしさんにも優やさしく』が、マロン動どう物ぶつ病びょう院いんのモットーで……」

「ココちゃんの飼かい主ぬしさんとは、態たい度どが違ちがったような？」

「何なに言いってるんだ。どの飼かい主ぬしさんにも、親しん切せつにしてるよ。特とくに今いまの子こは、ペットを飼かうのが初はじめてで、いろいろ不ふ安あんだったみたいだから……」

「なーんか、鼻はなの下した伸のばしてなかった？　しかもあのハムスター、すっごく元げん気きだった。何なんでうちに連つれてきたんだろ？」

「鼻はなの下したなんか伸のばしてない。事じ実じつかわいかったから、かわいいねって言いっただけだ。あの子こは経けい験けんがなくて、心しん配ぱいでしょうがないから獣じゅう医いに相そう談だんしに来きたんだろ？　わかってやれよ」

「トリマーさんがよくわかっていらっしゃるから、それでいいんじゃない？」

「涼すずちゃん、ちょっと冷れい静せいに……」

「わたしはいつも、冷れい静せいです！」

　陽詩ひなたはおでこに汗あせを光ひからせて、ふたりのやり取とりを聞きいていた。やばい。このままじゃ、お母かあさんのご機き嫌げんが、もっと悪わるくなる。で、でも、どうしたら……。

　陽詩ひなたは思おもわず立たち上あがって叫さけんだ。

「さ、さ、散さん歩ぽ！　ぼくたち、散さん歩ぽに行いってくる！」

　すかさずクリスも立たち上あがり、大おお声ごえでワン！　と吠ほえる。

　一いっ瞬しゅん、待まち合あい室しつが静しずまりかえった。

　類るいが、口くちを開ひらいた。

「で、幽ゆう霊れい屋や敷しきには行いくんですか？」

　陽詩ひなたは一いっ瞬しゅんぽかんとした。

　え？　何なに？　あ、そうか、そんな話はなししてたっけ……。

　麻ま由ゆ香かはすっくと立たちあがってこぶしを握にぎる。

「行いくよ！　行いくに決きまってるじゃん。よかった。竹たけ内うち類るい、思おもい出ださせてくれてありがとね。いろいろあったから、忘わすれるところだった」

　麻ま由ゆ香かは鼻はな息いき荒あらく、さあさあと陽詩ひなたの腕うでを引ひっぱる。陽詩ひなたは類るいをうらめしく思おもった。あー、忘わすれていてくれればよかったのに……。

　行いかない。絶ぜっ対たい行いきたくないよーっ！

　すると突とつ然ぜん、裕ゆう介すけがあっと叫さけんだ。

　そそくさと受うけ付つけを出でて、カウンターの前まえでかがみこむ。

「あの子この落おとし物ものだ……」

　拾ひろい上あげたのは、ふちにレースがついた黒くろいハンカチだった。支し払はらいのとき、バッグから落おちたのだろう。

「まだ間まに合あうかな？　見みてくる！」

　麻ま由ゆ香かは病びょう院いんの外そとへ走はしり出でて、あたりを見み回まわし、戻もどってくると首くびをふった。

「だめ。もう姿すがたが見みえないよ」

　裕ゆう介すけは、問もん診しん票ひょうを見みながらスマホを操そう作さしている。

「電でん話わは……、出でないな。住じゅう所しょは、と……。隣となり町まちなんだが、おかしいな、杉すぎ川がわ町ちょうは五丁ちょう目めまでしかないはずなんだけど、六丁ちょう目めになってる……」

「まちがえたんですね」

　類るいが、メガネをかけなおしながら言いった。陽詩ひなたは心こころの中なかで首くびをかしげた。自じ分ぶんちの住じゅう所しょ、まちがえるかな……。

　裕ゆう介すけは問もん診しん票ひょうをもう一いち度ど見み直なおしながら、目めを丸まるくした。

「飼かい主ぬしの年ねん齢れい、十五歳さいか！　おとなっぽく見みえたけど、高こう校こう一年ねん生せいかな？」

　涼すず音ねは横よこ目めで裕ゆう介すけを見みながら、ふんと鼻はなを鳴ならした。

「受うけ付つけで預あずかっておけばいいじゃない。親しん切せつなトリマーさんが、またおいでって言いってたから、きっとまたすぐ来くるよ」

　裕ゆう介すけが言いい返かえそうと口くちを開ひらきかけると、今こん度どは麻ま由ゆ香かが叫さけんだ。

「あっ、そうだ！　いいこと思おもいついた」

「な、何なんだよ」

　麻ま由ゆ香かの思おもいつきは、たいていろくなもんじゃない。陽詩ひなたは、ちょっと警けい戒かいする。麻ま由ゆ香かは得とく意いそうに腰こしに両りょう手てを当あて、にやっと笑わらった。

「クリスに捜さがしてもらおうよ」

　急きゅうに名な前まえを呼よばれたクリスは、「ウォウ？」と小ちいさく吠ほえた。

　目め立だつことはするなと俊しゅん哉やに言いわれている陽詩ひなたは、いつもだったら反はん対たいするところ。でも、今いまはその考かんがえに飛とびついてしまった。幽ゆう霊れい屋や敷しきに行いかなくてすむなら、何なんだってする。

「い、いいじゃん、そうしよう！　クリスならハンカチを持もち主ぬしに返かえせるよ。ね、お父とうさん、あの人ひとの名な前まえ、何なんていうの？」

　裕ゆう介すけは、またカウンターの上うえの問もん診しん票ひょうで確たしかめた。

「えーと、茜あかねさん、黒くろ崎さき茜あかねさんだ」

　陽詩ひなたはうなずいて裕ゆう介すけからハンカチを受うけ取とると、クリスの鼻はな先さきに差さし出だした。
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「クリス、捜そう査さだ。このハンカチの持もち主ぬしの茜あかねさんを捜さがすんだよ。嗅かげ」

　みんなが息いきをつめて見み守まもる中なかで、クリスはフンフンとハンカチの匂においを嗅かいだ。しばらく嗅かぐと、ＯオーＫケーというように陽詩ひなたを見み上あげる。

「よーし、捜さがせ」

　陽詩ひなたの合あい図ずで、クリスは床ゆかに鼻はなを寄よせ、玄げん関かんの自じ動どうドアに向むかって歩あるき出だす。

「大たいしたもんだわ……」

　感かん心しんする涼すず音ねの声こえを背せに、陽詩ひなたはクリスのリードをぎゅっと握にぎって玄げん関かんへ向むかう。

「そうでしょ？　クリスはすごいんだよ。じゃ、行いってきます！」

　麻ま由ゆ香かは得とく意いげにみんなの顔かおを見み回まわすと、陽詩ひなたたちの後あとを追おった。




「あの、すみません。茶ちゃ々ちゃ丸まるのお会かい計けいはまだですか？」

　類るいが、裕ゆう介すけに言いった。
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　マロン動どう物ぶつ病びょう院いんは、青あお葉ば駅えき前まえ商しょう店てん街がいのはずれにある。それほど賑にぎやかな商しょう店てん街がいではないが、地じ元もとの住じゅう民みんの生せい活かつを支ささえてくれる、なくてはならないお店みせが建たち並ならんでいた。スーパー、ドラッグストア、パン屋やさん、レストラン、雑ざっ貨か屋やさん、花はな屋やさん……。

　ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラという、小ちいさな宝ほう石せき店てんもある。数すうか月げつ前まえに宝ほう石せき泥どろ棒ぼうの被ひ害がいにあって閉しめていたが、今いまはまた素す敵てきなアクセサリーをディスプレイするようになっていた。

　病びょう院いんを出でて、左ひだりへ行いくと青あお葉ば駅えき。右みぎへ少すこし行いけば、大おおきな通とおりに出でる。丁てい字じ路ろになっていて、そこの信しん号ごうを渡わたると交こう番ばんだ。クリスは迷まよわず、右みぎへ向むかって歩あるき出だした。

　きちんと信しん号ごうを守まもって歩ほ道どうで待まつクリス。青あおになると、また鼻はなを地じ面めんに近ちかづけて横おう断だん歩ほ道どうを渡わたり始はじめる。

「岩いわ田たさん、いるかな？」

　麻ま由ゆ香かはそう言いうと先さきに立たって走はしり出だし、交こう番ばんをのぞいた。

「岩いわ田たさーん、こんにちはー」

「あれ、麻ま由ゆ香かちゃん。クリスの散さん歩ぽ？」

　若わかいお巡まわりさんが、顔かおを出だした。岩いわ田た巡じゅん査さは大だいの犬いぬ好ずきで、警けい察さつ犬けんの訓くん練れん士しになろうと、警けい察さつ官かんを目め指ざしたそうだ。今いまは交こう番ばん勤きん務むだが、いつかは必かならず……と思おもっているらしい。

「ううん、散さん歩ぽじゃなくて、お仕し事ごと」

「お仕し事ごと？」

　岩いわ田たさんは目めをみはって、制せい帽ぼうの上うえを手てで押おさえた。

「マロン動どう物ぶつ病びょう院いんでハンカチを落おとした人ひとを、捜さがしているところ。捜そう査さ中ちゅうなの」

　その通とおり、クリスは地じ面めんの匂においを嗅かぎながら横おう断だん歩ほ道どうを渡わたり切きり、わき目めもふらずに交こう番ばんの前まえを右みぎへと歩あるいていく。リードを握にぎっている陽詩ひなたは、ちょっと岩いわ田たさんに手てを振ふってから、真しん剣けんな顔かおでクリスについていった。

「なるほど、捜そう査さ中ちゅうらしいね……。ハンカチの落おとし主ぬし？　泥どろ棒ぼうを追おってるんじゃないよね？」

　岩いわ田たさんは心しん配ぱいそうな顔かおをして、確たしかめるように言いった。前まえの事じ件けんのときに、陽詩ひなたたちの行ゆく方えを捜さがして、かけ回まわってくれたのだ。

「大だい丈じょう夫ぶ。悪わるい人ひとじゃなくて、ハムスターを飼かってる美び少しょう女じょを捜さがしているだけだから。じゃあ、またね！」

　麻ま由ゆ香かはバイバイと手てを振ふって、陽詩ひなたたちの後あとを小こ走ばしりで追おった。

　岩いわ田たさんは何なんだそれといった顔かおをしつつも、後うしろから声こえをかけた。

「行いっておいで、気きをつけて！」




　クリスは、表おもて通どおりをまっすぐ進すすんだ。天てん祖そ神じん社じゃの参さん道どうに続つづく道みちを通とおり過すぎ、次つぎの道みちを左ひだりに折おれた。今いまのところ、しっかりと残のこった匂においをとらえているらしい。

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、クリスの気きをそらさないように、黙だまって後あとをついていく。

「あのさぁ……」

　麻ま由ゆ香かが小こ声ごえで言いった。陽詩ひなたも小こ声ごえで応おうじた。

「何なんだよ、クリスのじゃましちゃだめだよ？」

「わかってる。でもね、わたしたち、結けっ局きょく向むかってるんじゃないかな……」

　どこに？　陽詩ひなたはきょとんとして麻ま由ゆ香かを見みる。

「ほら、そこ……」

　麻ま由ゆ香かが指さすものを見みて、陽詩ひなたはぎょっとした。

　こんもりとした木き々ぎの向むこうに、風かざ見み鶏どりのついたとんがり屋や根ねが見みえる。

　もしかして……、幽ゆう霊れい屋や敷しきだ！
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　クリスはまっすぐ進すすんで、道どう路ろの右みぎ側がわの門もんの前まえにすわった。

「やっぱりね……」

　麻ま由ゆ香かはうれしそうにため息いきをつく。

　陽詩ひなたは息いきをつめて、さびついたアーチ状じょうの鉄てつの門もんを見みた。閉とじられた左さ右ゆうの門もんの真まん中なかには、くさりが巻まきつけてある。

　昼ひる間まの幽ゆう霊れい屋や敷しきは、思おもったほど不ぶ気き味みには見みえなかった。庭にわの大おおきな木きに囲かこまれ、道どう路ろから下さがって建たてられているせいで、表おもての道みちを歩あるくだけでは建たて物ものそのものにさえ、気きづかないかもしれない。

　でも、立たち止どまってながめてみると、やっぱりまわりの家いえ々いえとはずいぶん様よう子すが違ちがった。

　傾けい斜しゃのきつい青あおいかわら屋や根ねに、出で窓まどがいくつも並ならんでいる。たぶん、建たてられた当とう時じは、とてもおしゃれだったにちがいない。すすけたかわらは、ところどころゆがみ、必ひっ死しで屋や根ねにしがみついているように見みえた。薄うす汚よごれた白しろい壁かべには、一いち面めんツタがわさわさと絡からまっている。

　一いち番ばんの特とく徴ちょうは、屋や根ねの一いち部ぶからにょきっと突つき出だしている塔とうだ。四し角かくい鉛えん筆ぴつのように尖とがったてっぺんに、何なにやら丸まるい玉たまがある。そこからすっと伸のびた鉄てつ棒ぼうの先さきに、風かざ見み鶏どりがついていた。

　黒くろい鶏にわとりは、高たかいところから、あたりににらみをきかせているようだ。

「ど、どうしよう……。クリスがここへ来きたってことは、茜あかねさんがここにいるってこと？」

　陽詩ひなたが小こ声ごえで聞きくと、麻ま由ゆ香かもとなりでごくんとつばをのむ。

「やっぱ、あの服ふく装そうは、魔ま女じょだったのかなぁ……」

「空あき家やだとしても、人ひとんちだもん、入はいれないよね。閉しまってるし……」

　門もんにからまっているくさりを指ゆびさして、陽詩ひなたは言いった。

「しょうがない、帰かえろう……」

　陽詩ひなたが戻もどろうとしたとき、ふわりと風かぜが吹ふいた。

　と、クリスが急きゅうに鳴なき声ごえを上あげたのだ。

「クーン……」

　悲かなしげに一ひと声こえ鳴ないた後あと、ハッハッと荒あらい息いきをし始はじめた。落おち着つきなく、地じ面めんをひっかく。

「どうしたの、クリス？」

　麻ま由ゆ香かが驚おどろいて声こえをかける。こんなクリスはあまり見みたことがない。

「ゆ、幽ゆう霊れい屋や敷しきだからじゃないかな……」

　陽詩ひなたは、二、三歩ぽ下さがった。犬いぬは人にん間げんより敏びん感かんだ。怪あやしい雰ふん囲い気きを感かんじて、警けい戒かいしているに違ちがいない。

「クリス、もういいよ。止やめよう、止やめ！　ほ、ほら、帰かえろう……」

　陽詩ひなたはくるりと門もんに背せ中なかを向むけて、強つよくリードを引ひいた。ところが、クリスはもっと強つよい力ちからで、リードを引ひっぱり返かえしたのだ。

「うわっ！」

　陽詩ひなたはよろけ、あわててクリスを見みる。クリスは鉄てつの門もんの合あわさった部ぶ分ぶんに鼻はなを入いれ、こじ開あけようとしていた。

「だ、だめだよ、クリス……」

　陽詩ひなたはかがみこんで、必ひっ死しでクリスを押おさえようとした。だが、クリスはぐいぐいと鼻はなを突つっこむ。門もんに巻まきつけてあったくさりが、じゃらりと音おとを立たててゆるんだ。
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「カギがかかってるわけじゃないんだ」

　麻ま由ゆ香かはあっけにとられて、少すこしずつ開ひらいていく門もんを見みつめている。

「ま、麻ま由ゆ香か、手て伝つだって！　クリスを止とめて……！」

　そう叫さけんだ陽詩ひなたの手てをするりと抜ぬけて、クリスは門もんの中なかに入はいりこんでしまった。

「あわわ……！」

　陽詩ひなたはリードに引ひっぱられ、片かた手てを中なかに突つっこんだまま、門もんのすき間まにはさまった。

　わ、ど、どうしよう……。

「しょうがないな」

　麻ま由ゆ香かはそう言いうと、力ちからをこめて門もんをこじ開あける。

　じゃらん……。くさりが外はずれてぶら下さがると同どう時じに、門もんが大おおきく開あいた。陽詩ひなたは転ころげるように、前まえ庭にわに引ひきこまれる。

　麻ま由ゆ香か、何なにやってんだ！　ぼくを入いれるんじゃなくて、クリスを出だしてほしかったのに！

　クリスは、ひび割われたコンクリートの上うえを走はしり、屋や敷しきの玄げん関かんの前まえで止とまると、また、

「クーン、クーン……」

と悲かなしそうに鳴なき声ごえを上あげる。

「た、頼たのむよ、クリス。こんなとこに、勝かっ手てに入はいっちゃいけないんだ……」

　陽詩ひなたはリードを引ひいて、何なんとか引ひき返かえそうとする。しかし、クリスはすわりこんで動うごこうとせず、なおも鳴なき続つづけていた。麻ま由ゆ香かはまゆをひそめた。

「どうしたのかな、クリス。やっぱり茜あかねさんはここにいるってことかな？」

「そ、それにしたって……」

　クリスを引ひっぱる陽詩ひなたは、全ぜん身しん汗あせまみれだ。

「止やめって命めい令れいしたのに、こんなに言いうこと聞きいてくれないなんて！」

「まさか、玄げん関かんにもカギかかっていなかったりしてね」

　麻ま由ゆ香かは、丸まるいドアノブを握にぎってゆっくり回まわす。

「う、うそ……？」

　止やめてくれーっ!!　陽詩ひなたの心こころの叫さけびも届とどかず、麻ま由ゆ香かはそっとドアを引ひいた。




　クリスはまた、ドアのすき間まから屋や敷しきの中なかにかけこんだ。

　陽詩ひなたもひっぱりこまれる羽は目めになる。

　チャッチャッチャッ……。ツメの音おとを立たてて、クリスはまっすぐに玄げん関かんホールをかけぬけ、正しょう面めんにある大おおきなドアに鼻はなをつけた。前まえ足あしで、カリカリとドアをひっかく。

「クリスー、お、お願ねがいだ、人ひとの家いえなんだよ。勝かっ手てに入はいったら、ぼくたちは泥どろ棒ぼうになっちゃうんだよー」

　陽詩ひなたは、もう泣なきださんばかりにクリスにすがりついていた。

　後あとから入はいってきた麻ま由ゆ香かは、忍しのび足あしで陽詩ひなたとクリスのもとまで来くると、ささやいた。

「さ、さすが幽ゆう霊れい屋や敷しきだね。怪あやしさ、ハンパない……」

　その言こと葉ばにぞくっとして、陽詩ひなたは顔かおを上あげた。

　薄うす暗ぐらい玄げん関かんホール。かび臭くさい空くう気き。木きの床ゆかには、ほこりがこびりついたように積つもっており、もとは白しろかっただろう壁かべには、いたるところに大おおきな茶ちゃ色いろのシミが浮ういている。

　左ひだり側がわのドアの前まえでベールのようにふんわりゆれているのは、クモの巣すだろうか。

　ホールは、屋や根ねまでの吹ふき抜ぬけになっているらしい。

　二階かいの廊ろう下かの手てすり付ふ近きんは、ぼんやりと闇やみに沈しずみ、高たかい天てん井じょうはもうブラックホール化かしている。そこからは、透とう明めいな黒くろい雪ゆきのように、妖よう気きが降ふっているに違ちがいない。

　さっきから、カラカラ、カラカラと乾かわいたかすかな音おとがとぎれることなく聞きこえている。陽詩ひなたには、骸がい骨こつたちが骨ほねをぶつけあっている音おとのように思おもえた。

　陽詩ひなたは、床ゆかから伝つたわってくる冷つめたさが、ゆっくりと全ぜん身しんに広ひろがるのを感かんじた。体からだが、がたがたふるえてくる。

「ま、麻ま由ゆ香か……、ちょっとリードを、か、代かわって……。ぼ、ぼく、もう……」

　もう無む理りだよ……。手てにも力ちからが入はいらなくなった陽詩ひなたが、持もっているクリスのリードを麻ま由ゆ香かに渡わたそうとしたときだ。

　玄げん関かんから見みて左ひだり手ての階かい段だんの上うえから、コツ、コツ、という足あし音おとが聞きこえてきた。

　とっさに階かい段だんを見み上あげた陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、そのまま凍こおりついたように動うごけなくなった。

　階かい段だんの突つき当あたりの踊おどり場ばには、ステンドグラスの窓まどがある。上うえから下おりてきた足あし音おとの主ぬしが、踊おどり場ばに現あらわれ、窓まどの前まえをふらっと横よこ切ぎったのだ。真まっ黒くろなシルエットがよろめいた一いっ瞬しゅん、その顔かおに光ひかりが当あたった。

「ひっ!!」

　麻ま由ゆ香かが短みじかい悲ひ鳴めいを上あげた。

　瞬しゅん間かん光ひかった横よこ顔がおは、真まっ赤かに血ちで染そまっていた！　長ながい白はく髪はつが頭あたまからもしゃもしゃと突つき出だし、ぼろぼろに裂さけた服ふくが、かろうじて肩かたからぶら下さがっている。

「キャーッ[image: ]　ゾ、ゾンビ……！」

　麻ま由ゆ香かの叫さけびに、陽詩ひなたの頭あたまの中なかが真まっ白しろにスパークした。

　いきなり跳とびあがった陽詩ひなたは、玄げん関かんドアに体たい当あたりし、外そとに出でた。

　暗くらい屋や敷しきの中なかから飛とび出だした目めに、太たい陽ようの光ひかりが突つき刺ささる。

　半はん分ぶん目めをつむって、転ころがるように門もんをぬけた。

　やみくもに走はしった！　表おもて通どおりへ出でて、右みぎへ曲まがり……。




　走はしって、走はしって……、何なにも考かんがえずに走はしっていたら、いきなり目めの前まえに人ひとが現あらわれた。

　え、岩いわ田たさん?!　ここ、交こう番ばん?!

「どうしたの、陽詩ひなたくん？」

　陽詩ひなたには、岩いわ田たさんが無む敵てきの戦せん隊たいヒーローのように思おもえた。

　ハアハアと息いきをはずませながら棒ぼう立だちしている陽詩ひなたの前まえで、岩いわ田たさんが両りょう手てを広ひろげた。

　岩いわ田たさん!!

　岩いわ田たさんはぎゅっと抱だきしめてくれた。陽詩ひなたはあえぎながら、その腕うでの中なかで自じ分ぶんの体からだが激はげしくふるえるのを感かんじていた。

「どうした、何なにがあったのかな？　話はなせる？」

　岩いわ田たさんは陽詩ひなたを落おち着つかせようと、背せ中なかをやさしくたたきながらたずねる。だが、陽詩ひなたはなかなか声こえが出だせなかった。

　そこへ、麻ま由ゆ香かも走はしってきた。顔かおが真まっ青さおで、涙なみだ目めだ。

「い、岩いわ田たさん……」

「麻ま由ゆ香かちゃんまで！」

　岩いわ田たさんは腕うでを広ひろげて、ふたりをいっしょに包つつみこむ。ついさっきまで、捜そう査さ中ちゅうだと意い気き揚よう々ようとしていたふたりの変かわりように、さすがの岩いわ田たさんも驚おどろいたようだ。

「どうしたのか言いってごらん？　何なにか怖こわい目めにあったのかい？」
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　麻ま由ゆ香かが顔かおを上あげ、くちびるをふるわせて訴うったえた。

「ゾ、ゾ、ゾンビ……」

「ゾンビって？　あのゾンビ？」

　涙なみだをいっぱいためた目めで、麻ま由ゆ香かはうなずいた。

「ゆ、幽ゆう霊れい屋や敷しきに入はいっちゃったら、ゾンビが……」

「幽ゆう霊れい屋や敷しきって、この先さきの古ふるい洋よう館かんのことかな？　あそこに入はいったの？」

　麻ま由ゆ香かは顔かおをゆがめた。だって、クリスが……、かすかにそうつぶやく。

「ん？　で、そのクリスは？」

　岩いわ田たさんのそのひとことで、陽詩ひなたは雷かみなりに打うたれたようにビクッとした。岩いわ田たさんの手てを払はらいのけ、一歩ぽ跳とび下さがる。

　クリス!!

　ぼく、クリスを置おいてきちゃった！　クリスを残のこして、逃にげてきちゃったんだ!!

　陽詩ひなたは腰こしを抜ぬかしてその場ばにすわりこみ、泣なきながらずりずりと幽ゆう霊れい屋や敷しきの方ほうへ移い動どうしようとした。

「あああ……。ぼ、ぼく、クリスを……クリス……」

「ほんとだ！　クリスー！」

　麻ま由ゆ香かも顔かおをゆがめて叫さけぶ。

「わかった、わかった」

　岩いわ田たさんは陽詩ひなたの両りょう脇わきに手てを入いれて抱だき起おこすと、その肩かたをぐっとつかんで言いった。

「陽詩ひなたくん、しっかりするんだ。大だい丈じょう夫ぶ、ぼくも行いくから。いっしょに、クリスを連つれて帰かえってこよう。ひとつ言いわせてもらうとね、ぼくは、幽ゆう霊れいとかゾンビとかそんなものは、絶ぜっ対たい信しんじないよ。事じ実じつを確たしかめるのが大だい事じだ」

　陽詩ひなたはこぶしで涙なみだをふきながら、何なん度ども何なん度どもうなずいた。

　岩いわ田たさんは交こう番ばんに入はいって「パトロール中ちゅうです」のプレートを机つくえにのせると、制せい帽ぼうをかぶりなおして戻もどってきた。そして、陽詩ひなたの顔かおをのぞきこむ。

「よっぽどびっくりしたんだね。歩あるける？　おんぶしようか？」

　陽詩ひなたはあわてて首くびをふった。五年ねん生せいにもなって、おんぶなんて！　大だい丈じょう夫ぶと口くちの中なかでつぶやいて、歩あるき出だした。

　いったん歩あるき出だすと、今こん度どは気き持もちが先さき走ばしる。岩いわ田たさんもいるんだもん、早はやくいかなきゃ。

「ク、クリス……」

　何なん度どもつまずきそうになりながら、陽詩ひなたは小こ走ばしりになった。

　ごめん、ごめんね、クリス！　お前まえを置おいて、自じ分ぶんだけ逃にげてきちゃうなんて、なんてひどい相あい棒ぼうなんだ。お願ねがい、無ぶ事じでいて！
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　幽ゆう霊れい屋や敷しきの近ちかくまで来くると、見み知しらぬおじいさんがひとり、門もんの前まえでうろうろしていた。

「あ、ちょうどよかった、お巡まわりさん！」

　おじいさんは、薄うすくなった頭あたまをさすりながらかけよってくる。サンダルばきで、いかにもあわてて外そとに出でてきたといった様よう子すだ。

「そこの洋よう館かんの、向むかいに住すんでる者ものなんだけどね」

　岩いわ田たさんは、はいはいとうなずいた。

「何なにかお困こまりですか？」

「いやぁ……。この洋よう館かん、ずっと空あき家やだったのに、最さい近きん人ひとが出で入いりしてるみたいでね。怪あやしいヤツらだと困こまるなと思おもってたら、さっき、ものすごい悲ひ鳴めいが聞きこえたもんで……」

　おじいさんはつばを飛とばしてまくしたてる。

「目めの前まえに空あき家やを抱かかえていると、何なにかと心しん配ぱいなんだよ。犯はん罪ざい者しゃのアジトになったり、放ほう火か犯はんの標ひょう的てきになったりしないかなと、しょっちゅう……」

　陽詩ひなたはおろおろして、岩いわ田たさんの制せい服ふくを引ひっぱった。岩いわ田たさん、クリスを……。

「あ、陽詩ひなたくん、ごめん……」

　岩いわ田たさんは片かた手てを上あげて、おじいさんの話はなしをさえぎった。

「実じつはたまたま別べっ件けんで、この家いえを巡じゅん回かい訪ほう問もんに来きたんです。だれかいらっしゃるようでしたら、事じ情じょうをきいてきますので、ちょっとお待まちください」

　岩いわ田たさんはおじいさんをなだめると、半はん開びらきになっている門もんの外そとから声こえをかけた。

「すみません、警けい察さつです！　巡じゅん回かいに参まいりました。おじゃましますよ」

　背せ筋すじを伸のばして門もんの中なかに入はいっていく岩いわ田たさん。その後あとから、陽詩ひなたも門もんの中なかに入はいった。

　また心しん臓ぞうがバクバクしてきたが、そんなこと言いってられない。とにかくクリスを……。

「あれ、インターホンがある。使つかえるのかな？」

　玄げん関かんドアの左ひだり側がわの壁かべに、ツタの葉はのすきまから、古ふるいインターホンが見みえている。岩いわ田たさんは親おや指ゆびでそのボタンを押おした。

「ピンポーン……」

　少すこしかすれたような電でん子し音おんが、屋や敷しきの中なかで響ひびいているのが聞きこえる。

「……幽ゆう霊れい屋や敷しきらしくないよね……？」

　後うしろから顔かおを出だしていた麻ま由ゆ香かが、そうつぶやく。

　ふるえながら、陽詩ひなたも感かんじていた。どこの家いえにもあるような、ありふれたインターホンだ。だんだん、幽ゆう霊れい屋や敷しきの妖よう気きが薄うすれていく気きがする。

「だれもいないのかな？」

　岩いわ田たさんは、もう一いち度どインターホンを鳴ならした。

「ピンポーン……」

　しばらく待まつと、岩いわ田たさんは後うしろにいる陽詩ひなたを見みて、まゆを寄よせた。

「陽詩ひなたくん、いくら警けい察さつでも、無む断だんで家いえに入はいるわけにはいかないんだ。だれか、いてくれるといいんだけど……。クリスは、確たしかにこの中なかにいるんだね？」

　陽詩ひなたはうなずきながら、困こまり果はてた。岩いわ田たさんでも入はいれないんじゃ、どうやってクリスを救すくい出だしたらいいんだろう。

「ちょっと、ここからクリスを呼よんでみるとか……」

　岩いわ田たさんがそう言いいかけたときだ。ドアノブがゆっくり回まわり、カチャリとドアが開ひらいた。

「あ、ご在ざい宅たくでしたか。近ちかくの交こう番ばんの者ものですが、こちらに……」

　岩いわ田たさんは礼れい儀ぎ正ただしくあいさつしはじめたが、途と中ちゅうで言こと葉ばがとぎれる。

　麻ま由ゆ香かが、また悲ひ鳴めいを上あげた。

「キャーッ!!　やっぱ、ゾ、ゾ……」

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、岩いわ田たさんの背せ中なかにしがみついて顔かおをうずめる。

　すると……。

「あ、悪わるいっすね、こんなかっこうで……」

　ドアのすき間まからのぞいた血ちだらけのゾンビが、ふつうの声こえで、ぼそぼそと言いったのだ。

　え？　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、顔かおを見み合あわせた。

　岩いわ田たさんは一回かい息いきをついてから、冷れい静せいに聞きく。

「もしかして、コスプレですか？」

「まあ、コスプレっていうか……。ホラー動どう画がを撮とろうと思おもってるんで、メイクと衣い装しょうを試ためしてたところなんですけど。それはそうと、何なにかご用ようですか？」

　岩いわ田たさんは、後うしろをふり返かえって笑わらった。

「よかったね、大だい丈じょう夫ぶだよ。動どう画がの撮さつ影えいだって」

　陽詩ひなたは、また腰こしが抜ぬけそうになった。な、何なんだ、ただの人にん間げんだったのか！

　明あかるいところで見みると、顔かおに付ついた血ちのりは不ふ自し然ぜんに赤あかかったし、白はく髪はつのカツラは地じ肌はだから浮ういている。耳みみや首くび回まわりに着つけたドクロのアクセサリーも、ジャラジャラとわざとらしかった。

　あんなに怖こわがったのが、ものすごく恥はずかしい……。

　麻ま由ゆ香かもぽかんと口くちを開あけている。

　ゾンビはドアのすき間まから首くびを伸のばし、岩いわ田たさんの後うしろの陽詩ひなたたちをのぞき見みた。

「もしかして、さっき来きた子こたちか？　勝かっ手てに入はいって、勝かっ手てに悲ひ鳴めい上あげて逃にげたよね？　で、警けい察さつを連つれてきたってわけか？　ったく！」

　陽詩ひなたは、ついさっきとはぜんぜん違ちがう意い味みでぞくっとした。「泥どろ棒ぼう」とか「不ふ法ほう侵しん入にゅう」、「にせの通つう報ほう」とか「ぬれぎぬ」なんて言こと葉ばが頭あたまの中なかをグルグル回まわる。ぼくたち、もしかして罪つみを犯おかしちゃったのかな？

　岩いわ田たさんはにっこり笑わらうと、ゾンビに言いった。

「そのことですが。実じつは、この子この飼かい犬いぬが、さっきこちらのお宅たくに迷まよいこんだらしいんです。それを捜さがそうとして、つい玄げん関かんの中なかまで入はいってしまったと、この子こたちは言いっています。その犬いぬ、保ほ護ごしてくださってますよね？」

　岩いわ田たさんの質しつ問もんに、ゾンビは肩かたをちょっと上あげ、言いいよどんだ。

「犬いぬ？　犬いぬねえ……、どうだったかな？」

「クリス、中なかにいるはずだもん！」

　麻ま由ゆ香かが声こえを荒あららげる。相あい手てが本ほん物もののゾンビじゃないとわかったとたん、一いっ転てんして強つよ気きになったようだ。

　岩いわ田たさんはちらっと門もんをふり返かえり、そこからのぞいているおじいさんに目め配くばせした。

「ほかにも、ご近きん所じょから通つう報ほうがありまして、少すこしお話はなしをうかがいたいんです。あなたは、この家いえの所しょ有ゆう者しゃですか？」

「あ、いえ、おれは、ただ場ば所しょを借かりて動どう画がを撮さつ影えいしてるだけで」

　ゾンビは後うしろをふり返かえりながら、言こと葉ばを選えらんでいる。

「えーっと、ここの持もち主ぬしは中なかにいるんで、ちょっと呼よんでこようかな……」

「お願ねがいします」

　ゾンビは愛あい想そよく手てをあげると、じゃ、ちょっと待まっててとドアを閉しめようとした。

「ク、クリスは?!」

　陽詩ひなたは青あおくなった。このままドアを閉しめられて、知しらんぷりされちゃったらどうしよう！

　クリスは中なかにいるんだよね？　待まってなんかいられないよ！

　いきなり閉しまりかけたドアの端はしをつかむと、陽詩ひなたはゾンビの腕うでの下したをかいくぐって、ドアの中なかへ突とつ入にゅうした。

「陽詩ひなた！」「陽詩ひなたくん、ちょっと！」

　麻ま由ゆ香かと岩いわ田たさんの声こえを無む視しして、玄げん関かんホールへ走はしりこむと、陽詩ひなたはさっきクリスが足あしでひっかいていた正しょう面めんのドアまで突とっ進しんした。

「クリス？」

　どこにもいない。陽詩ひなたはドアをなでまわし、ドアノブを回まわしてみる。カギが閉しまっているようだ。中なかには入はいれないのかな？

　陽詩ひなたは、薄うす暗ぐらいホールを見み回まわした。どこだ？

「お、おいお前まえ、何なん度ども勝かっ手てに入はいりやがって！」

　ゾンビが陽詩ひなたを捕つかまえようと、追おいかけてきた。

　今こん度どは逃にげない！　陽詩ひなたは、正しょう面めんから向むき合あって問といかける。

「クリス、どこ？　さっきこのドアの前まえにいたでしょ？　ゾンビさんも見みたよね？」

　ゾンビは一いっ瞬しゅんひるんで、後あとずさりをした。

「そ、そんなもん……」

　そこへ、岩いわ田たさんと麻ま由ゆ香かも入はいってきた。岩いわ田たさんは陽詩ひなたに手てを差さしのべる。

「申もうし訳わけありません。すぐ、出でますから……。ほら陽詩ひなたくん、外そとで待まっていよう」

「だって、クリスが……」

　そのときだった。

　二階かいでバタバタッと物もの音おとがした。

「キャイーン!!」

　犬いぬの悲ひ鳴めいが響ひびき渡わたる。

「クリス?!」

　陽詩ひなたが叫さけぶと同どう時じに、階かい段だんから、黒くろい影かげがものすごいスピードで下おりてきた。

「クリス！」

　陽詩ひなたがしゃがんで広ひろげた腕うでの中なかに、クリスが飛とびこんでくる。

「キャイン、キャイン、フゥ、フゥ……」

　クリスは甲かん高だかい声こえを上あげ、荒あらい息いきをしながら、陽詩ひなたの胸むねに鼻はなをすりつけ、バタバタと暴あばれる。

「クリス、ごめんね！　お前まえを置おいて逃にげちゃって……。どうした、クリス？　大だい丈じょう夫ぶか？」

　陽詩ひなたは、クリスを抱だきしめてその体からだをさすった。クリスはまだ足あしをバタつかせ、フゥフゥと息いきをはずませている。

　よしよし、クリス、もう大だい丈じょう夫ぶだからね……。




「ああ、びっくりした！」

　急きゅうに階かい段だんの上うえから澄すんだ声こえが聞きこえてきて、ホールにいた全ぜん員いんがハッとそちらを見みた。ステンドグラスの前まえを通とおって下おりてきたのは、あの黒くろずくめの少しょう女じょ、茜あかねだ。
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　今いままで黒くろ雲くもが渦うず巻まいて混こん乱らんしていた陽詩ひなたの頭あたまの中なかが、少しょう女じょの姿すがたを見みたとたん、さっと晴はれた。

　ハンカチの持もち主ぬしは、やっぱりここにいたのか！　さすがクリス、ちゃんとここまで、匂においを追おってきたんだ。

　階かい段だんを下おりながら、黒くろずくめの少しょう女じょはすねたように言いった。

「その犬いぬ、遊あそんであげていたら、急きゅうに騒さわぎだしたの。ちっちゃなクモに驚おどろいたみたい。こわがりやさんなのね」

　そうか！　これはいつもの虫むしパニックだったのか。

　陽詩ひなたは納なっ得とくして、少すこし落おち着ついてきたクリスの背せ中なかを、くりかえしなでた。ほら、もう怖こわくないよ……。

「大だい丈じょう夫ぶってなでてあげようとしたんだけど、ちょっとかまれちゃった……」

　茜あかねは左ひだり手てをさすりながら、ホールに下おり立たった。大おおきな目めを細ほそめて、少すこしうらめしそうにクリスを見みやる。

　え？　クリスが人ひとをかんだ？　陽詩ひなたはびっくりした。まさか……。

「かまれた?!」

　ゾンビはそばにかけよると、茜あかねの手てを取とって心しん配ぱいそうに見みる。

「大だい丈じょう夫ぶか、茜あかね？　血ちは出でてないか？」

　茜あかねは微笑ほほえんで、ドクロの指ゆび輪わをはめたゾンビの手てから、自じ分ぶんの手てをするりと抜ぬいた。

「ちょっと赤あかくなっただけだから、大だい丈じょう夫ぶですよ、佑ゆう兄にいさま」

　陽詩ひなたはちょっとホッとする。犬いぬにかまれてキズになったら、大たい変へんだ。でも、クリスに限かぎってそんなことをするはずはないのに……。

　茜あかねは、陽詩ひなたたちにくるりと大おおきな目めを向むけた。

「……その人ひとたちは？」

　岩いわ田たさんが軽かるく頭あたまを下さげて、一歩ぽ前まえに出でる。

「すみません、近きん所じょの交こう番ばんの岩いわ田たといいます。この子こたちの犬いぬがお宅たくに迷まよいこんでしまったというので、捜さがしに来きました。勝かっ手てにおじゃまして申もうし訳わけない。でも、見みつかってよかった」

　茜あかねはちょっとうなずいた。

「だれの犬いぬかもわからなかったから、取とりあえず二階かいの部へ屋やに連つれて行いったんです。でも、どうしてここに入はいったんでしょう」

　麻ま由ゆ香かがぴょんとはねて、茜あかねの前まえに立たった。

「あなたを捜さがしに来きたんだよ。落おとし物ものを届とどけにね」

「落おとし物もの？」

「ほら陽詩ひなた、あれ出だして」

　陽詩ひなたは、おとなしくなったクリスからいったん手てを離はなした。目めを合あわせて、大だい丈じょう夫ぶだということを確かく認にんする。そして、リードを握にぎりなおすと、お散さん歩ぽバッグから、例れいの黒くろいハンカチを取とり出だした。

　麻ま由ゆ香かはかけよってきてハンカチを受うけ取とると、茜あかねに渡わたした。

「茜あかねさん、さっき動どう物ぶつ病びょう院いんでこのハンカチ落おとしたでしょ？　クリスはその匂においを嗅かいで、ここまで茜あかねさんを追おいかけて来きたんだよ。すごいでしょ！」

　茜あかねは目めを丸まるくして、ハンカチとクリスを交こう互ごに見みた。クリスは、ちょっと後あとずさりをする。

　岩いわ田たさんも、なるほどと声こえを上あげた。

「そうか！　クリスは、ハンカチの持もち主ぬしがいたから、ここに入はいりこんだってわけだ」

　麻ま由ゆ香かも岩いわ田たさんも、納なっ得とくしているようだ。

　でも、なんか違ちがうんだよな……。陽詩ひなたには違い和わ感かんがあった。

　いつもクリスが匂においを追おっていくときは、あんなに興こう奮ふんしたりしない。ぼくが止やめようって言いったのに、ぐいぐい屋や敷しきの中なかに入はいっていった。こんなこと、今いままでなかったのに……。

　陽詩ひなたは、頭あたまの中なかのもやをはらうように言いった。

「ハ、ハンカチ、返かえせてよかったです。ぼくのお父とうさんも、気きにしてたから……」

　それを聞きいて、茜あかねは不ふ思し議ぎそうな顔かおをした。

「お父とうさん？」

「マ、マロン動どう物ぶつ病びょう院いんのトリマーです。さっき、受うけ付つけにいた」

　陽詩ひなたの言こと葉ばに続つづけて、麻ま由ゆ香かが説せつ明めいをかぶせる。

「ほら、体からだの大おおきい、ラグビー選せん手しゅみたいな先せん生せい。それにね、わたしたちもあの待まち合あい室しつにいたんだよ。気きづかなかった？　もちろん、クリスも」

　茜あかねは困こまったようにまゆをひそめ、右みぎ肩かたをちょっと上あげてみせた。

「トリマーの先せん生せいのことは、もちろん覚おぼえています。親しん切せつにパンフレットをくださったもの。でも、ハムちゃんのことが心しん配ぱいだったものだから、あなたたちのことは……。ごめんなさい、わたし、ひとつ気きになることがあると、まわりが見みえなくなっちゃうの」

　茜あかねが言こと葉ばを切きると、一いっ瞬しゅん静しずまった玄げん関かんホールに、カラカラ、カラカラという小ちいさな音おとが聞きこえてきた。さっき陽詩ひなたが、骸がい骨こつたちが骨ほねをぶつけあっているようだと思おもった音おとだ。

「ほら、回まわし車ぐるまの音おと、聞きこえるでしょ？　おかげさまで、ハムちゃんはとっても元げん気きになったわ。先せん生せいたちにお礼れいを言いわなきゃ」

　なんだ、ハムスターの回まわし車ぐるまか！　陽詩ひなたはまた落おちこんだ。怖こわいと思おもうと、何なんでもかんでも怖こわくなっちゃうんだな……。

「えーと……」

　岩いわ田たさんが、片かた手てで自じ分ぶんの首くび筋すじを押おさえながら言いった。

「クリスは見みつかったし、幽ゆう霊れい騒さわぎは動どう画が撮さつ影えいだとわかったし、ひとまず、一いっ件けん落らく着ちゃくでいいかな？　ひとつ確かく認にんですが、ここの所しょ有ゆう者しゃはどなたでしょう？」

　茜あかねがおずおずと、ほっぺたの横よこまで右みぎ手てを上あげた。

「わたしです」

「あなたが？」

　岩いわ田たさんがちょっと驚おどろいたように聞きき返かえす。茜あかねはうなずいた。

「はい。ここはひいおじいさまのお屋や敷しきだったんですけど、亡なくなってからは放ほうりっぱなしで……。最さい近きんわたしが相そう続ぞくしたので、様よう子すを見みに来きたんです。佑ゆう兄にいさまの大だい学がくのサークル活かつ動どうに使つかえるかなと思おもって。動どう画がを作つくるサークルなんです」

「相そう続ぞく！　なるほど……。で、あなたは？」

　岩いわ田たさんは、片かた手てをゾンビに向むけた。

「お、おれは茜あかねの従兄いとこで、大だい学がくのサークルで映えい像ぞう研けん究きゅうをしてる。さっきも言いったけど、ホラー動どう画がを作つくろうとしてたところでさ。茜あかねが、ここが使つかえそうじゃないかって見みせてくれたときには、驚おどろいたよ。こんなもってこいのロケーションはないだろ？　動どう画がサイトでも、きっと話わ題だいになるよ。奇き跡せきだ！」

　そりゃそうだ。さっきは本ほん当とうに怖こわかったんだから……。陽詩ひなたは心こころから賛さん同どうした。

「ということで、撮さつ影えいの準じゅん備びをしてたところなんだけど。問もん題だいないよね？」

　もみ手でをしながらたずねるゾンビに、岩いわ田たさんはおだやかに答こたえた。

「もちろん、持もち主ぬしが許きょ可かしているのであれば、何なんの問もん題だいもありません」

「わたし……」

と、麻ま由ゆ香かが口くちを出だした。

「ゆうべ、ここの二階かいの窓まどで、白しろい光ひかりがゆらゆら動うごいているのを見みたの。それは……？」

　茜あかねが、赤あかいくちびるに手てを当あてて苦く笑しょうした。

「それ、わたしです。この雰ふん囲い気きがなくなったら元もとも子こもないから、絶ぜっ対たい掃そう除じはするなって佑ゆう兄にいさまが言いうんですもの。でも、自じ分ぶんの居い場ば所しょ、一ひと部へ屋やくらいは、きれいにしておきたいと思おもって……。だから、ゆうべ遅おそくまで掃そう除じをしていたの」

「なぁんだ。わたしてっきり幽ゆう霊れいが火ひの玉たまを燃もやしてるんだと思おもったの。だから、悲ひ鳴めい上あげて逃にげたんだよ」

　それを聞きいたゾンビが、うれしそうに手てをもんだ。

「そうか、そういう場ば面めんがあってもいいな。シナリオに入いれとこう」

　岩いわ田たさんはほほえみながらポケットから手て帳ちょうを取とり出だし、もう一いち度ど茜あかねを見みた。

「失しつ礼れいですが、最さい後ごに、お名な前まえと学がっ校こう名めいをうかがってもいいですか？」

「黒くろ崎さき茜あかねです。創そう啓けい大だい付ふ属ぞく高こう校こうの一年ねん生せいです」

「従兄いとこさんは？」

「寺てら川かわ佑ゆう馬ま。創そう啓けい大だい学がく三年ねん。メディア映えい像ぞう研けん究きゅう会かい代だい表ひょう」

　なんなら、学がく生せい証しょうも見みせるよと、佑ゆう馬まは半なかばやけくそのように、ポケットから財さい布ふを引ひっぱりだした。茜あかねもだまってポシェットからカードを取とり出だす。

　岩いわ田たさんはふたりの学がく生せい証しょうを受うけとると、確かく認にんしてそれぞれに返かえした。

「すみません、ご協きょう力りょくありがとうございます。これも仕し事ごとなもので……。じゃ、ぼくはこれで失しつ礼れいしますね。ご近きん所じょの方かたに、ちょっと説せつ明めいしておかなければなりませんので……」

　岩いわ田たさんは軽かるく敬けい礼れいすると、陽詩ひなたたちを玄げん関かんへとうながした。

「ねえ、茜あかねさん」

　一いち度ど玄げん関かんに向むかおうとした麻ま由ゆ香かが、ふりむいて茜あかねに声こえをかける。

「なあに？」

「また来きてもいい？　わたし、動どう画が撮とるとこ、見みてみたいなー。動どう画がサイトとかにアップするんでしょ？　あこがれなんだー。あ、もちろん、じゃましないようにするから」

　陽詩ひなたはぎょっとして固かたまった。また来くる??

「いいよ、もし興きょう味みがあるなら」

　そう気き軽がるに答こたえたのは、ゾンビの佑ゆう馬まだった。

「きょうはふたりしかいないけど、あしたからはもっとメンバーが来くる予よ定ていなんだ。シナリオや、セリフの打うち合あわせをするつもりだから」

　おいで、おいでと、佑ゆう馬まは両りょう手てをもんだ。

「あ、それともきみ、いっそ動どう画がに出でちゃうか？　二階かいの窓まどの火ひの玉たまを見みて、逃にげ出だす少しょう女じょの役やくとか。出で来きあがったら、WeTubeウィーチューブに上あげるからさ」

「わーっ、うれしい！　じゃ、あしたまた来くる。絶ぜっ対たい来くる！　よろしくお願ねがいしまーす」

「でも、撮さつ影えいのことは、他ほかの友ともだちにないしょにしておいてくれるかな。子こどもにいっぱい押おしかけてこられても、困こまるから」

「もちろん！　陽詩ひなた以い外がい、だれにも言いわない。約やく束そくする！　じゃあね」

　麻ま由ゆ香かは、スキップしながら玄げん関かんを出でて行いく。

　陽詩ひなたはがっくりと肩かたを落おとしてその後あとを追おった。麻ま由ゆ香かったら、陽詩ひなたも行いこうよって、また強ごう引いんに誘さそってくるに決きまってる……。

　落おちこんで、自じ分ぶんのことしか考かんがえていなかった陽詩ひなたは、門もんを出でてからもクリスが何なん度ども何なん度ども幽ゆう霊れい屋や敷しきをふり返かえっていることに気きづかなかった。




　その夜よる、陽詩ひなたはクリスにブラシをかけてやった。

　クリスはブラッシングが大だい好すきで、いつも目めを細ほそめてひっくり返かえり、おなかまで見みせてブラシをせがむ。

「嫌いやがる柴しば犬いぬも多おおいのに、あんたはおりこうね」

と、涼すず音ねも驚おどろくほどだ。
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　陽詩ひなたは、いつもよりていねいにブラッシングをしながら、そっと声こえをかけた。

「クリス、弱よわ虫むしな飼かい主ぬしでごめんね。もう二に度どとお前まえを置おいて逃にげたりしないからね。ぼくのこと、許ゆるしてくれる？」

　クリスは目めをクリッとさせてぴょんと起おき上あがると、ウォンと一ひと声こえ吠ほえた。

　気きにするなよ、相あい棒ぼう！

　そう言いわれた気きがして、陽詩ひなたはクリスをぎゅっと抱だきしめたのだった。
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「そうか、本ほん物ものの幽ゆう霊れいじゃなかったんですね？　きっと、アマビエとハクタクが効きいたんです」

　竹たけ内うち類るいがうれしそうに言いった。

　次つぎの日ひの学がっ校こうからの帰かえり道みちで、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かと類るいは立たち話ばなしをしていた。きのう動どう物ぶつ病びょう院いんの待まち合あい室しつで別わかれた後あとのことを、類るいが聞ききたがったのだ。

「さすが、厄やく除よけの妖よう怪かいです！　陽詩ひなたくんにあげておいてよかった」

　陽詩ひなたは、えーと何なんのことだっけと頭あたまの中なかの記き憶おくを探さぐる。やっとのことで、きのう類るいがくれたカプセル入いりのフィギュアのことだったと思おもいだした。

　そうだ、きのうはズボンのポケットに入いれたままで、お風ふ呂ろに入はいるときにあわてて出だしたんだった。その後あとどこにやったんだっけ？　帰かえったら捜さがさなきゃ……。

「でもさ、陽詩ひなたは落おちこんじゃって……。クリスを置おき去ざりにしてきちゃったって、何なん度ども何なん度ども泣なくんだもん」

　麻ま由ゆ香かは、大おおげさに両りょう手てを広ひろげて肩かたをすくめてみせる。

「な、泣ないてないだろ！　反はん省せいしてただけだよ」

　陽詩ひなたは言いい返かえしながら、足あしもとの地じ面めんをつま先さきで何なん度どもけった。

「じゃあ、茜あかねさんがあのお屋や敷しきの持もち主ぬしだったんですか？　すごいお嬢じょうさんなんですね！」

　類るいは感かん心しんしたように、あごに手てを当あてて何なん度どもうなずく。

「ただ者ものではないと思おもってました」

「わたしたち、きょうまた行いくんだ。ゾンビの佑ゆう馬まさんが、ホラー動どう画がに……」

「麻ま由ゆ香か！」

　陽詩ひなたはあわてて止とめた。動どう画が撮さつ影えいのことはないしょだって、佑ゆう馬まさんに言いわれたじゃないか。

　……って、やっぱ、ぼくも行いくことになってるし……。

「あ、いえ。ぼくは遠えん慮りょしておきます。ぼくが好すきなのは妖よう怪かいで、やっぱり西せい洋ようの幽ゆう霊れいとか、ゾンビとか、そういうものにはいまひとつ興きょう味みがわきませんからね」

　類るいはそう言いうと、ちょっとほおを染そめて、付つけ加くわえた。

「でも、茜あかねさんに会あったら、よろしくお伝つたえください。向むこうは覚おぼえていないでしょうけれど」

「わかった、言いっとく」

　麻ま由ゆ香かは真ま面じ目めにうなずいて、

「茶ちゃ々ちゃ丸まるの目めはどう？」

とたずねる。

「ありがとうございます。おかげさまで、もう何なんともありません。陽詩ひなたくん、涼すず音ね先せん生せいと裕ゆう介すけ先せん生せいに、そうお伝つたえいただけますか？」

　陽詩ひなたもわかったとうなずいて、ふたりは類るいと別わかれた。




「それで、どうしても、こうなるんだよね……」

　ふたりは、それぞれ一いち度ど家いえに帰かえってから、クリスの散さん歩ぽに出でてきたのだった。

　陽詩ひなたは、クリスのリードを握にぎって交こう番ばんの方ほうへ歩あるきながらグチグチ言いう。

　やっぱりぼくまで引ひっぱりこまれるんだよな。本ほん物ものの幽ゆう霊れい屋や敷しきじゃなかったから、まだいいけどさ……。

　基き本ほん的てきに人ひと見み知しりの陽詩ひなたは、あまり知しらない人ひとたちのところへは行いきたくない。

「もちろんいっしょだよ。わたしと陽詩ひなたとクリスは、チームなんだから」

　麻ま由ゆ香かはノリノリだ。クリスも、きょうはお役やく目めがないので、きのうよりリラックスしているように見みえた。

　陽詩ひなたたちが大おお通どおりの信しん号ごうを待まっていると、向むかいの交こう番ばんでは岩いわ田たさんが歩ほ道どうに立たち、こちらに向むかって手てをふっていた。青あおになって、急いそいで横おう断だん歩ほ道どうを渡わたる。

「やあ、きのうはおつかれさま。陽詩ひなたくん、元げん気き出でたか？」

「岩いわ田たさん、きのうはありがと！」

　麻ま由ゆ香かは顔かおの前まえで右みぎ手てを勢いきおいよくふる。陽詩ひなたもぺこりと頭あたまを下さげた。

「あ、ありがとう。ゆうべ、クリスが気きにするなって言いってくれて……」

「え？　クリスがしゃべったの？　まさかー」

　麻ま由ゆ香かが笑わらう。

「そうじゃなくて……」

　ぼくがそんなふうに感かんじたんだよと、陽詩ひなたはじれったく思おもった。すると、岩いわ田たさんが麻ま由ゆ香かに人ひと差さし指ゆびをふってみせた。

「いやいや、犬いぬって人にん間げんの気き持もちをよくわかってるんだ。だから思おもいが通つうじ合あって、ほんとにおしゃべりしたような気きがすることってあるんだよ」

　陽詩ひなたはうれしくなってうなずいた。さすが岩いわ田たさん、ぼくの言いいたいことがわかってる。

　足あしもとを見みると、クリスもそうだそうだと言いうように、しっぽをぱたぱたふっていた。

「なるほどー。クリスは賢かしこいもんね、ほんとにしゃべるかもよ！」

　麻ま由ゆ香かがまた笑わらうと、岩いわ田たさんは急きゅうに真ま顔がおになって聞きいた。

「これから、またあのお屋や敷しきに行いくのかい？」

「うん。ゾンビの佑ゆう馬まさんが、おいでって言いってくれたから」

「ちょっと気きになったから、調しらべてみたんだ。実じつは最さい近きん、あちこちに空あき家やが増ふえててね。防ぼう犯はん上じょうも、防ぼう火かという意い味みでも、放ほうっておくわけにはいかないから、パトロールを強きょう化かしてるんだ。あのお屋や敷しきはうちの管かん轄かつだから……」

　岩いわ田たさんは手て帳ちょうを取とり出だすと、ページを開ひらいて確かく認にんした。

「あそこは昔むかし、確たしかに黒くろ崎さきという人ひとの持もち物ものだった。二十年ねんほど前まえから空あき家やになっていたけれど、今いまはひ孫まごの黒くろ崎さき茜あかねさんに、所しょ有ゆう権けんが移うつっているね」

　陽詩ひなたは驚おどろいた。二十年ねん！　ぼくたちが生うまれる、ずっとずっと前まえから、あそこは空あき家やだったんだ。幽ゆう霊れい屋や敷しきっぽいはずだよね。

「竹たけ内うち類るいも言いってたけど、茜あかねさんってお金かね持もちなんだね。まだ高こう校こう生せいなのに……」

　感かん心しんする麻ま由ゆ香かに向むかってちょっと笑わらってから、岩いわ田たさんは話はなしを続つづける。

「創そう啓けい大だい学がくの公こう式しきサイトを調しらべてみたら、メディア映えい像ぞう研けん究きゅう会かいっていうサークルはちゃんとあって、学がく生せい代だい表ひょう者しゃは、寺てら川かわ佑ゆう馬まさんになっているね。職しょく業ぎょう柄がら、何なんでも疑うたがってかかる癖くせがあるんだけれど、彼かれらの話はなしはでたらめじゃなさそうだ。まあ、動どう画が制せい作さくを見みに行いくくらいなら、危あぶないことはないかな？」

　陽詩ひなたは驚おどろいて、岩いわ田たさんの顔かおを見みた。

　さすがだなぁ！　ぼくたちが危あぶない目めにあったりしないように、きちんと調しらべていてくれたんだ。こっちは、そんなことちっとも考かんがえないで、ほいほいと幽ゆう霊れい屋や敷しきに行いこうとしてたのに。

「ねえ、岩いわ田たさん、ひとつ聞きいてもいい？」

　麻ま由ゆ香かはちょっとまゆをひそめて言いう。

「何なんだい？」

「岩いわ田たさんは、茜あかねさんのこと気きにならないの？」

　岩いわ田たさんもまゆをひそめた。

「ん？　どこが？」

「どこがって……。竹たけ内うち類るいも、それに佑ゆう馬まさんだって、茜あかねさんにぞっこんなの！　裕ゆう介すけ先せん生せいだって、かわいいねって言いってたし。岩いわ田たさんは何なんとも思おもわない？」

　岩いわ田たさんは一いっ瞬しゅん目めをみはってから、ブッと吹ふき出だした。

「ハハハハハ……！　類るいくんが？　裕ゆう介すけ先せん生せいもほめてたって？　そりゃ、大たい変へんだ。競きょう争そうが激はげしい。まあ、きれいなお嬢じょうさんだからね」

　目めじりの涙なみだをぬぐいながら、岩いわ田たさんは逆ぎゃくに麻ま由ゆ香かに質しつ問もんした。

「麻ま由ゆ香かちゃんは、茜あかねさんのことどう思おもうの？」

「素す敵てきだと思おもう。すっごくかわいい。お人にん形ぎょうみたい。……でも、ぞっこんまでじゃないかな」

　陽詩ひなたも、横よこから口くちをはさんだ。

「ぼ、ぼくも、かわいい人ひとだと思おもう。でも……、ぞっこんじゃない……」

　岩いわ田たさんはうなずいた。

「そうだねー。どんな人ひとや、どんなことにぞっこんになるかは、それぞれ人ひとによって違ちがうからね。ぼくは、麻ま由ゆ香かちゃんと、陽詩ひなたくんと、クリスにぞっこんかな」

　麻ま由ゆ香かはうれしそうな顔かおをしながら、パシパシと岩いわ田たさんの腕うでをたたいた。

「岩いわ田たさん、そういうのをシャコージレーって言いうんだよ」

「ハハ、社しゃ交こう辞じ令れいか。そんなことない、本ほん心しんだよ。さあさあ、行いくんだったら早はやく行いっておいで。日ひが短みじかくなってきたから、ぐずぐずしてると暗くらくなっちゃうよ」
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　陽詩ひなたたちは、また幽ゆう霊れい屋や敷しきの玄げん関かんに立たっていた。

　クリスはきのうのように興こう奮ふんすることもなく、おとなしくすわっている。

　麻ま由ゆ香かは、ツタの葉はっぱをかきわけて、インターホンのボタンを押おした。

　しばらくすると玄げん関かんドアが開あき、すき間まから見み知しらぬ男おとこの人ひとが顔かおをのぞかせる。
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「おおっ！　待まってたよ」

「あ、あのぅ……」

　麻ま由ゆ香かは戸と惑まどった。でも、陽詩ひなたにはわかった。この声こえは……。

「あ、ごめんごめん、きょうはゾンビのメイクしてないからな。佑ゆう馬まだよ。ほら、入はいんな」

「ああ、何なんだ！　知しらない人ひとだと思おもっちゃった」

　麻ま由ゆ香かのあとから、陽詩ひなたもクリスを連つれて屋や敷しきの中なかに入はいる。きのうは薄うす暗ぐらかった玄げん関かんホールが明あかるくなっていた。壁かべに付ついたライトと、吹ふき抜ぬけの高たかい天てん井じょうから下さげられたシャンデリアが灯ともっていたのだ。二階かいの廊ろう下かの手てすりや、その上うえの天てん井じょうも、きょうは闇やみから解かい放ほうされていた。

「さっき、電でん気きを通とおしてもらったんだ。やっぱ電でん気きないと不ふ便べんだからな」

　ん？　その言こと葉ばに、陽詩ひなたはちょっと引ひっかかった。きのうもインターホンは使つかえた。あれ、電でん気き通とおってないと鳴ならないんじゃないかな？

　佑ゆう馬まは面おも長ながの顔かおに笑えみを浮うかべ、陽詩ひなたたちを奥おくの扉とびらまで案あん内ないした。

　きのうのゾンビの衣い装しょうとは打うって変かわって、Ｔティーシャツにカジュアルなシャツ、スキニージーンズというシンプルな服ふく装そう。ふわっとした髪かみは黒くろに茶ちゃ色いろのメッシュで、あごにはうっすらとヒゲを生はやしている。左ひだり手ての中なか指ゆびにはめたドクロの指ゆび輪わだけが、きのうの名残なごりのように見みえた。ドクロの目めが、シャンデリアの明あかりにチカッと光ひかる。黒くろいガラス玉だまが埋うめこまれているらしい。

「佑ゆう馬まさんって、おしゃれな若わか者ものだったんだね。ゾンビのかっこうより決きまってる」

　麻ま由ゆ香かがそう言いうと、佑ゆう馬まはのけぞって笑わらった。

「ハハハ……！　そりゃそうだろ。ゾンビの方ほうがよかったって言いわれたら、終おわってるし」

　佑ゆう馬まは奥おくのドアノブに手てをかける。

「きょうは仲なか間まがここに集あつまって、仕し事ごとをしてるんだ」

　佑ゆう馬まはドアを大おおきく開ひらいた。きのうはカギがかかっていたよな……。陽詩ひなたは思おもいかえした。

　目めの前まえに、横よこ長ながの広ひろい部へ屋やが広ひろがる。ここも、ほこりっぽい。

　正しょう面めんの壁かべには汚よごれたガラスの大おおきな窓まどが並ならび、その向むこうの庭にわの木き々ぎがゆがんで見みえている。

　部へ屋やの右みぎ側がわの長ながテーブルでは、四人にんの若わかい男だん女じょが何なにやら熱ねっ心しんに作さ業ぎょうをしていた。

　それぞれにパソコンをのぞいたり、スマホを手てにしたりしている。乱らん雑ざつな文も字じを書かきこんだ紙かみが、何なん枚まいもテーブルの上うえに散さん乱らんしていた。この屋や敷しきがあまりにも古ふるめかしいので、その空くう間かんだけが別べっ世せ界かいに見みえる。タイムスリップしたようだ。

　その中なかのひとりが立たち上あがって、陽詩ひなたたちに微笑ほほえんだ。

「ようこそ……」

　茜あかねだった。彼かの女じょはふわふわのスカートをゆらしながらテーブルを回まわってきた。きょうも黒くろずくめのドレス姿すがただ。

「えーと、お名な前まえは何なんでしたっけ？」

　麻ま由ゆ香かが右みぎ手てをほっぺたの横よこにあげて、元げん気きよく言いった。

「麻ま由ゆ香かと陽詩ひなたでーす。犬いぬは、クリス」

「麻ま由ゆ香かちゃんと陽詩ひなたくんとクリス……。ちゃんと覚おぼえておかなくちゃ。わたしってぼんやりだから」

　茜あかねは指ゆびの先さきでとんとんと頭あたまをたたきながら笑わらう。そんな茜あかねをうれしそうに見みていた佑ゆう馬まは、他ほかの三人にんを指ゆびさした。

「あっちは、メディア映えい像ぞう研けん究きゅう会かいの仲なか間ま。今いまは、シナリオや、構こう成せいや、カット割わりなんかを考かんがえてるところなんだ」

　三人にんは、陽詩ひなたたちにちょこっと頭あたまを下さげたが、またパソコンやスマホをのぞきこんで作さ業ぎょうに没ぼっ頭とうする。ときおり、手て元もとの紙かみに何なにかを書かきこんでいるようだ。

「カメラとかは？」

　麻ま由ゆ香かが聞きく。

「まだ、機き材ざいは運はこびこんでないんだ。それに、あんまりプロ仕し様ようの道どう具ぐは使つかわずに、あえて素人しろうとっぽい映えい像ぞうにしたいと思おもってる。ライトも、自し然ぜん光こうで。スマホだけで撮とるのもいいかな」

　佑ゆう馬まは得とく意いそうに言いった。

「映えい像ぞうが粗あらいと、余よ計けいにほんとの話はなしっぽくなるだろ？　見みている人ひとが、自じ分ぶんで幽ゆう霊れい屋や敷しきに潜せん入にゅうしてる気き分ぶんになれる。今こん回かいは、十五分ふんくらいの短たん編ぺんを撮とるつもりなんだ。ま、十五分ふんといっても、実じっ際さい撮さつ影えいするのは、もっと長ながい時じ間かんになるだろうけど……」

「たくさん撮とって、いいシーンだけを使つかうんだね？」

「よくわかってるじゃん、麻ま由ゆ香かちゃん。ちょっとスマホできみのこと撮とってみようか？」

　キャーキャーと盛もり上あがっている麻ま由ゆ香か。陽詩ひなたはふと目めをほかに向むけた。




　奥おくの壁かべ際ぎわに丸まるいテーブルがあって、そこに透とう明めいのハムスターのケージが置おいてある。

　近ちか寄よってみると、このテーブルの上うえだけはきれいに拭ふいてあり、ケージの横よこには、フードやトイレの砂すななどの袋ふくろが並ならんでいた。

　ハムちゃんは、ケージの小こ屋やの中なかで、丸まるくなって寝ねていた。灰はい色いろと白しろのジャンガリアンハムスターで、しっぽがちょこんと見みえる。寝ね息いきに合あわせて上じょう下げしているおしりがかわいい。きのうはあんなに音おとを立たてていた回まわし車ぐるまも、今いまは休きゅう憩けい中ちゅうだ。
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「陽詩ひなたくんは、動どう物ぶつ病びょう院いんの子こだから、動どう物ぶつのことよく知しってるでしょ？」

　茜あかねがそばに来きて、陽詩ひなたににっこりと笑わらいかけた。

「は、はい、少すこしだけ……」

　陽詩ひなたはうなずいた。クリスが陽詩ひなたの足あしに体からだを寄よせる。まゆが少すこしだけ寄よっていた。緊きん張ちょうしているようだ。

「この場ば所しょ、どうかしら？　ハムちゃん専せん用ようテーブルにしたんだけど」

「い、いいと思おもいます。直ちょく射しゃ日にっ光こうが当あたらないし……」

「そう、よかった」

　茜あかねは、体からだをかがめ、目めを細ほそめてハムちゃんの小こ屋やをのぞいている。

　陽詩ひなたは、竹たけ内うち類るいの伝でん言ごんを思おもい出だした。

「あの、ぼ、ぼくの友ともだちが、よろしくって……」

「ん？　どなた？」

「えーと、きのう、うちの動どう物ぶつ病びょう院いんの待まち合あい室しつで、茜あかねさんを見みたんです。ネコを抱だいてた子こです」

「ごめんなさいね、わたし、ぼんやりだから……」

　茜あかねは、また指ゆび先さきで頭あたまをたたく。陽詩ひなたは首くびをふると、気きになっていることを質しつ問もんした。

「あの、茜あかねさんは、ここに住すんでるんですか？」

　茜あかねの目めが、大おおきく見み開ひらかれた。

「まさか！　こんなほこりっぽいところで寝ねるのはいやだわ。でも、悪わるいけど、ハムちゃんにはここにいてもらってるの……」

　ふうん……。じゃ、回まわし車ぐるまの音おとは、ここから聞きこえていたんだ。でも、ドアにはカギがかかっていた。ハムちゃんはひとりぼっちだったのかな？

　陽詩ひなたは、長ながテーブルで作さ業ぎょうをしている大だい学がく生せいたちを、ちらっと見みた。

　茜あかねはハムスターのケージをなでながら、ちょっと声こえのトーンを落おとして、ぼそっと言いった。

「いっしょにいたいけど、家か族ぞくが、あんまり動どう物ぶつが好すきじゃないから……」

　その言こと葉ばは、陽詩ひなたの胸むねにチクンと刺ささった。

　陽詩ひなたから見みると、茜あかねはいつも、ミステリアスな美び少しょう女じょの仮か面めんをかぶっているみたいだ。本ほん心しんを隠かくしているような茜あかねに気きを許ゆるせないために、類るいのように「ぞっこん」になれないのかも。

　でも今いまの言こと葉ばに、ちらりと本ほん音ねが見みえたような気きがする。家か族ぞくと何なにかあるのかな？

　ふと、陽詩ひなたは、茜あかねに言いっておかなくてはならないことを思おもい出だした。

「あの……、きのうクリスがかんじゃって、ごめんなさい。て、手ては？」

「大だい丈じょう夫ぶよ。血ちが出でるほどじゃなかったし、もう何なんともないわ」

　茜あかねはそう言いって陽詩ひなたに左ひだり手てを見みせた。細ほそくて白しろい手てには、何なんの跡あとも残のこっていなかった。

　よかった！　陽詩ひなたはホッとした。

　でもふだん、クリスは命めい令れいされない限かぎり、人ひとにかみついたりしないのに。虫むしパニックを起おこしても、ぼくをかんだことはないしなぁ……。よっぽどでっかいクモだったのかな？

　クリスは、クーンと声こえを上あげて首くびをかしげてみせた。




　陽詩ひなたたちの背はい後ごで、急きゅうに麻ま由ゆ香かが一段だん高たかい声こえを上あげた。

「もしかして、あれ、暖だん炉ろ？」

　ふり返かえってみると、麻ま由ゆ香かは左ひだり側がわの壁かべを指さしていた。どっしりとした石いし造づくりの枠わくで囲かこまれた、へこんだ空くう間かん。陽詩ひなたも、本ほん物ものを見みるのは初はじめてだ。

「ほんとにあるんだ！　おとぎ話ばなしの中なかのものかと思おもってた。シンデレラとか、三匹びきの子こ豚ぶたとかに出でてくるよねー」

　陽詩ひなたも、クリスといっしょに暖だん炉ろのそばに行いってみた。へこみの手て前まえには鉄てつの柵さくが置おいてあったが、中なかで火ひを燃もやした跡あとはない。

　暖だん炉ろの左さ右ゆうには、壁かべの端はしから端はしまで、長ながい飾かざり板いたが貼はってあった。ちょうど、陽詩ひなたたちの目めの高たかさだ。ほこりが積つもってはいるが、菊きくのような花はながたくさん彫ほられ、手てのこんだ作つくりなのは見みて取とれる。花はなの合あい間まに、ニワトリの彫ちょう刻こくが見みえ隠かくれしていた。

「おもしろいね、ニワトリがいる。ここにも、あそこにも……。あ、もう一羽わ！」

　麻ま由ゆ香かがひとつひとつ指さすと、茜あかねが言いった。

「ここにはニワトリがたくさんいるの」

「あ、屋や根ねの上うえの風かざ見み鶏どりもね？　でも何なんでニワトリ？」

「ひいおじいさまは、養よう鶏けい場じょうの経けい営えいで、お金かね持もちになったんですって」

「ヨーケージョー？」

　麻ま由ゆ香かは目めをぱちくりした。茜あかねはうふっと笑わらった。

「ニワトリを飼かって、タマゴを出しゅっ荷かしていたの。昔むかし、タマゴは高こう級きゅうな食しょく材ざいで、栄えい養ようもあるから、よく売うれたんですって。ひいおじいさまは何なんか所しょも養よう鶏けい場じょうを持もっていて、それでお金かねをため、このお屋や敷しきも建たてたの。だから、お屋や敷しきのあちこちに、ニワトリの飾かざりがついているのよ」

「へー、そうなんだ」

　麻ま由ゆ香かはあたりを見み回まわして、床ゆかに敷しいてある、色いろのあせた絨じゅう毯たんを指さした。

「ここにもニワトリ！　あそこにも！」

「そんなにいるなんて、気きづかなかったよ。遊ゆう園えん地ちでかくれキャラを探さがすみたいに、ここでも遊あそべそうだな」

　佑ゆう馬まが手てをもみながら言いった。

「やってみたい！」

　麻ま由ゆ香かが両りょう手てを組くみ合あわせて、せがむように言いった。

　茜あかねは笑わらって、ドアの方ほうへ歩あるいて行いった。

「じゃ、二階かいも見みてみましょうか」




「あのシャンデリアの真まん中なかから下さがってるガラス玉だま、ニワトリの形かたちじゃない？」

　玄げん関かんホールで天てん井じょうを見み上あげた麻ま由ゆ香かがそう叫さけんだ。

「あ、スゲーな、目めがいい。ほんとだ、あんなとこにまで……」

　佑ゆう馬まは感かん心しんする。茜あかねもうれしそうな声こえを上あげた。

「すごい、わたしも気きづかなかったわ」

　陽詩ひなたもあたりを見み回まわした。

　玄げん関かんを入はいってすぐの物もの置おきのドアにも、ニワトリが彫ほってある。向むかいのドアもおそろいだ。

　麻ま由ゆ香かは階かい段だんにかけよった。

「ほら、この手てすりにも」

　階かい段だんの一いち番ばん下したの手てすりの上うえに、コロンと丸まるいニワトリがすわっている。

「かわいいね！　上うえも見みていい？」

　茜あかねがうなずき、麻ま由ゆ香かは階かい段だんをかけ上あがっていった。

　踊おどり場ばのステンドグラスの一いち番ばん上うえにも、尾お羽ばねの長ながい、立りっ派ぱなオンドリがいた。屋や根ねの上うえの風かざ見み鶏どりに似にている。

　二階かいには、吹ふき抜ぬけの玄げん関かんホールの上じょう部ぶを囲かこむように、コの字じの形かたちに廊ろう下かが造つくられていた。廊ろう下かの手てすり側がわから、玄げん関かんホールが見み下おろせる。

　手てすりと反はん対たい側がわの壁かべに、部へ屋やのドアが並ならんでいた。

「ここにもいるぜ！」

　佑ゆう馬まが手てすりの下したの柱はしらを指さした。ずらっと並ならんだ柱はしらの一いっ本ぽん一いっ本ぽんに、花はなとニワトリの彫ちょう刻こくがあるのだ。廊ろう下かを歩あるいて調しらべていた陽詩ひなたも、つぶやいた。

「ド、ドアにも……」

　全ぜん部ぶで四つある木きのドアには、上うえの方ほうにそれぞれ違ちがうニワトリが彫ほってあるようだ。

　鳴ないているオンドリ、後うしろをふり返かえるメンドリ……。

「このはしごは何なに？」

　麻ま由ゆ香かは、壁かべに取とり付つけられている鉄てつのはしごを指ゆびさした。陽詩ひなたが下したから見み上あげると、天てん井じょうに大おおきな四し角かくい穴あなが空あいていて、はしごは穴あなの中なかへと続つづいている。穴あなの中なかは暗くらくて、その上うえに何なにがあるのかはわからない。

「それ、あのとんがり屋や根ねの塔とうへ行いくためのはしごなの」

　茜あかねが言いった。

「風かざ見み鶏どりの？」

「そう。ただし、あそこには部へ屋やがあるわけじゃなくて、これは、点てん検けんのためだけの、はしごなんですって。わたしも上のぼったことがないから、よくわからないんだけれど……」

　なるほどと、陽詩ひなたは思おもった。あの塔とうはこのお屋や敷しきのシンボルだけど、ただの飾かざりなんだな。上のぼれば、見み晴はらしがよさそうだけど、あの暗くらさじゃ窓まどもないのか。……残ざん念ねん。

「そう言いえば……」

　茜あかねがほおに片かた手てを当あてて、ちょっと考かんがえこむ仕し草ぐさをした。

「ひいおじいさまが亡なくなったときに、おかしな遺ゆい言ごんを残のこしたんですって」

「え、何なんて？」

　麻ま由ゆ香かが聞きくと、茜あかねは首くびをふって笑わらう。

「それを聞きいた家か族ぞくは、きっと隠かくしたお宝たからのありかを示しめした遺ゆい言ごんに違ちがいないと思おもって、必ひっ死しで探さがしたの。でも、どこにも見みつからなかったんですって。みんなあきらめて、きっとひいおじいさまのうわごとだったんだろうと思おもったそうよ」

　佑ゆう馬まは前まえのめりになって言いった。

「おれは初はじめて聞きくよ。で、ひいじいさんは何なんて言いったんだ？」

「『一いち番ばん若わかいニワトリを探さがせ』ですって」

「そんな簡かん単たんなことかよ！」

　佑ゆう馬まは手てを打うって笑わらった。陽詩ひなたは首くびをふる。

「で、でも、ニワトリいっぱいいすぎて……。しかも、どれが一いち番ばん若わかいのかなんて……」

「そうだよね。どれが若わかいんだろう……？」

　麻ま由ゆ香かは腕うで組ぐみをして、天てん井じょうを見み上あげる。

「よーし、じゃ、手て分わけして探さがそうぜ。一いち番ばん若わかいニワトリを見みつけたヤツが、お宝たからを手てに入いれるってわけだ。ただ、かくれキャラを探さがすよりも、ごほうびがあっておもしろいじゃないか！」

　佑ゆう馬まは人ひと差さし指ゆびを勢いきおいよく上あげて、楽たのしそうに叫さけんだ。

「よーい、ドンだ！」

　佑ゆう馬まは廊ろう下かの先さきまで走はしって右みぎに折おれ、一いち番ばん奥おくの部へ屋やに飛とびこんでいった。麻ま由ゆ香かは、はしごのわきのドアを指ゆびさした。

「わたし、ここを探さがす！」

「じゃ、わたしはこちら……」

　茜あかねはその左ひだりのドアを開あけた。声こえのトーンが明あかるい。

　陽詩ひなたとクリスは、取とり残のこされてしまった。

「えーと、探さがすか、クリス……？」

　クリスは陽詩ひなたを見み上あげ、ぼくには何なんのことやら……と言いいたげに首くびをかしげるのだった。
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　宝たから探さがしか。ちょっとワクワクはするけど……。

　何なんだかここで起おこっていること全ぜん部ぶに、もやもやするんだよなー。

　陽詩ひなたは廊ろう下かを左ひだりに折おれ、一いち番ばん玄げん関かんに近ちかい部へ屋やのドアを開あけた。念ねんのため、ドアは開あけっ放ぱなしにしておく。麻ま由ゆ香かが火ひの玉たまを見みた窓まどがあり、茜あかねが掃そう除じをしていた部へ屋やはここだと、陽詩ひなたは思おもっていた。クリスに確かく認にんしてみる。

「クリス、きのうお前まえが連つれてこられたのは、ここかな？」

　クリスはまた首くびをかしげる。

「虫むしが出でてきて、パニックになっちゃったんだもん、よく覚おぼえてないよね。クモ、どこかへ逃にげてくれてるといいけどな……」

　陽詩ひなたは部へ屋やに入はいる前まえに、まず中なかを見み渡わたしてクモがいないことを確かく認にんした。

　左ひだり側がわの壁かべは、屋や根ねの傾けい斜しゃにあわせて斜ななめになっている。

　そこに大おおきな出で窓まどがふたつ並ならんでいた。縦たてに細ほそ長ながく、上うえが三さん角かくになっている。

　やっぱり、麻ま由ゆ香かが火ひの玉たまを見みたのはこの窓まどだろう。

　試ためしに窓まどから外そとを見みてみると、庭にわ木きの向むこうに道どう路ろが見みえる。間ま違ちがいない、ここだ。

　茜あかねは、掃そう除じしていたと言いっていたが、あんまりきれいになっているようには見みえない。

　ただし、部へ屋やの真まん中なかのテーブルに、除じょ菌きんクリーナーや消しょう臭しゅうスプレーなどの掃そう除じ用よう具ぐが並ならんでいたから、その気きはあったのかもと、陽詩ひなたは思おもった。

「そうだ、ニワトリだった！」

　気きを取とり直なおして、陽詩ひなたはニワトリを探さがしはじめた。

　壁かべには、一階かいの暖だん炉ろわきにあったような飾かざり板いたが、ぐるりと貼はられていた。目めの高たかさではなく、床ゆかに近ちかいあたりだ。見みてみると、やっぱり花はなの中なかにニワトリが何なん羽わか隠かくれている。でも、どれが若わかいニワトリか、全ぜん然ぜんわからない。

　天てん井じょうを見み上あげる。

　シャンデリアではなく、丸まるいガラスの照しょう明めい器き具ぐが下さがっているだけで、ニワトリはいない。

　壁かべに、取とり残のこされたように古ふるい時と計けいがかかっていたが、あれは鳩はと時ど計けいだ。ニワトリじゃない。

「クリス、ニワトリの匂においを探さがせ！」

　陽詩ひなたはクリスに命めい令れいしてみた。

　ワォン？　クリスはまゆを寄よせて困こまった顔かおをする。
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「そうだよね、クリス。ごめん、冗じょう談だんだよ」

　陽詩ひなたは笑わらってクリスを抱だきしめた。と、床ゆかにこげ茶ちゃの模も様ようを見みつけた。

　板いた張ばりの床ゆかの真まん中なかに、色いろの違ちがう木きがはめこんであるのだ。しかも、ニワトリの形かたち！

　陽詩ひなたは、十センチ四し方ほうくらいの小ちいさなニワトリの形かたちを、なでたり押おしたりしてみた。

「ただの床ゆかの飾かざりかな……。しかも、一いち番ばん若わかいかどうかなんて、わからないもんな……」

　もう一いち度ど部へ屋やを見み回まわすと、陽詩ひなたはクリスを連つれて、そこを出でた。




「いたよ！　一いち番ばん若わかいニワトリ!!」

　麻ま由ゆ香かが廊ろう下かで騒さわいでいる。

「どれだ?!」

　佑ゆう馬まがかけつけてくる。茜あかねも廊ろう下かへ出でてきた。

「こっち、こっち……」

　麻ま由ゆ香かに引ひっぱられて、陽詩ひなたも麻ま由ゆ香かが探さがしていた部へ屋やに入はいった。

「ここ！　ここ見みて」

　麻ま由ゆ香かが指ゆびさしたのは、壁かべの飾かざり板いただ。この部へ屋やの飾かざり板いたも、床ゆかの近ちかくに貼はってある。

「これ、すごくちっちゃいでしょ？　きっと一いち番ばん若わかいニワトリだよ」

　そこには、本ほん当とうに小ちいさいニワトリの彫ちょう刻こくがあった。五センチくらいだろうか。

「あら、わたしの部へ屋やにも、このくらいのニワトリはいましたよ？」

　茜あかねが涼すずしい顔かおをして言いった。

「おれの部へ屋やにも。それに、これちっちゃいけど、ちゃんと大おおきなトサカと立りっ派ぱなしっぽがついてるじゃんか。あんまり若わかそうじゃないぞ」

　佑ゆう馬まにもそう言いわれて、麻ま由ゆ香かはしゅんとした。

「そっか……。でもさ、若わかいってどうやって判はん断だんするの？　トサカやしっぽが立りっ派ぱだったら、若わかくないってこと？」

「……それがわかんないから、みんな苦く労ろうしてるんだよね？」

　陽詩ひなたもぼそぼそと言いった。

「トサカやしっぽ……」

　茜あかねが、長ながいまつげをぱたぱたさせて考かんがえこんだ。そして、はっと目めを上あげる。

「そうだわ！　若わかいニワトリって、ヒヨコのことじゃない？」

「あっ！」

「そ、それだ!!」

　麻ま由ゆ香かと佑ゆう馬まが叫さけぶ。陽詩ひなたも叫さけんだ。

「す、すごい、茜あかねさん。きっとそうだ！」

　茜あかねの顔かおに、いっぱいの笑えみが広ひろがる。今いままで陽詩ひなたが見みた中なかで、一いち番ばんうれしそうな笑え顔がおだった。

「そうですよね？　じゃ、ヒヨコを探さがせばいいのね？」

「よしっ！　やり直なおしだ！」

　陽詩ひなたたちは、また自じ分ぶんたちの探さがしていた部へ屋やにかけ戻もどった。




「ない、ない……」

　陽詩ひなたは部へ屋やの中なかをたんねんに探さがした。床ゆかにはいつくばって、天てん井じょうもくまなく、壁かべの飾かざり板いたもすみからすみまで、ヒヨコを探さがして部へ屋や中じゅうを歩あるき回まわる。いつの間まにか、陽詩ひなたも宝たから探さがしに夢む中ちゅうになっていた。

　クリスは退たい屈くつそうに、ほわーんと大おおきなあくびを一つ。

「ヒヨコ、いないよなー」

　ニワトリは山やまほどいるのに、ヒヨコの影かげはまるっきりないのだ。

　しかたなく陽詩ひなたは廊ろう下かに出でて、手てすりの柱はしら、一いっ本ぽん一いっ本ぽんを探さがしてみた。

　ふと見みると、他ほかの三人にんも柱はしらを見みている。きっと部へ屋やの中なかにはなかったのだ。

　壁かべを見みて、天てん井じょうを見みて……。

　四人にんと一匹ぴきは、階かい段だんの上うえで疲つかれた顔かおを見み合あわせた。

「ありませんね……」

　茜あかねが残ざん念ねんそうに言いった。

「でも、ひいおじいさまが亡なくなったあと、みんなが調しらべてもなかったんですもの。仕し方かたないですよね……」

「まだ、一階かいを調しらべてない！」

　あきらめの悪わるい佑ゆう馬まが、こぶしをふった。

「行いくぞ！」

　だだだっ！　四人にんと一匹ぴきは、勢いきおいよく階かい段だんをかけ下くだった。

　だが、一階かいの探たん索さくもいっこうに成せい果かが出でない。

　ニワトリは、それこそはいて捨すてるほどいるのだ。壁かべにも天てん井じょうにも床ゆかにも、トイレや浴よく室しつのタイルにまでも、ニワトリの模も様ようや絵えはついていた。でもヒヨコは、ただの一羽わもいない。

　奥おくの大おおきい部へ屋やもみんなで見みまわったが、結けっ果かは同おなじだった。長ながテーブルで作さ業ぎょうしている大だい学がく生せいたちに、うっとうしそうな目めでにらまれただけだった。

「もう、帰かえらなきゃ……。そろそろ暗くらくなるもん」

　麻ま由ゆ香かが悔くやしそうに言いいだした。

「また、今こん度どにしましょうか……」

　茜あかねも残ざん念ねんそうだ。

　陽詩ひなたは、退たい屈くつそうなクリスを見みながらふと思おもった。

　ニワトリより若わかいのはヒヨコ。それなら、ヒヨコよりもっと若わかいのは……？

「……タマゴ」

「え？　何なんて言いったの、陽詩ひなた？」

「一いち番ばん若わかいニワトリは、ヒヨコじゃなくてタマゴだ！」

　一いち同どうがぽかんと口くちを開あけた。

「そうよ！　タマゴよりも若わかいニワトリはいないわ！」

　茜あかねが手てをたたいた。

「しかも、ひいおじいさまは、タマゴで財ざい産さんを築きずいたんですもの、タマゴに決きまっているわ！」

「そうか、そいつは気きづかなかった……」

「でも、タマゴって、どっかにあった？」

　麻ま由ゆ香かが顔かおをくもらせる。

「ヒヨコもなかったけど、タマゴも見みた覚おぼえがないなあ……」

　陽詩ひなたが自じ信しんなさそうに言いう。

「ひとつだけ、あそこかなと思おもうところがあるんだけど……」

「どこ？」「どこだ？」

　みんなが一いっ斉せいに陽詩ひなたを問とい詰つめる。

「え、えーと、あのぅ……」

　陽詩ひなたは人ひと差さし指ゆびを天てん井じょうに向むけた。
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「なるほどなー、あれがタマゴか……」

　佑ゆう馬まは目めの上うえに片かた手てをかざして、幽ゆう霊れい屋や敷しきのとんがり屋や根ねを見みながら言いった。

　少すこしずつ暮くれていく茜あかね色いろの空そらに、風かざ見み鶏どりが堂どう々どうと立たっている。

　全ぜん員いんで道どう路ろまで出でて、それを見みに来きたのだ。

　陽詩ひなたが指ゆびさしたのは、風かざ見み鶏どりのついた鉄てつ棒ぼうの一いち番ばん下しただった。屋や根ねの上うえに突つき出だした鉄てつ棒ぼうの根ね本もとは、確たしかにタマゴ形がたをしている。

　タマゴから生うまれたニワトリが空そらに上のぼり、街まちを見み下おろしているようにも見みえるのだ。

「……さ、最さい初しょ見みたときに、あそこに何なにか丸まるいものがあるなって思おもってたんだ」

　陽詩ひなたが遠えん慮りょがちに言いう。

「あ、あのはしごに上のぼれば、タマゴの中なかに手てが届とどく……、かもしれないと思おもって」

「よし、はしごだ！」

　佑ゆう馬まはまた屋や敷しきの中なかにかけこんでいく。

　みんなはあわてて彼かれを追おった。




　二階かいの廊ろう下かのはしごの前まえで、四人にんと一匹ぴきは立たったままお互たがいの顔かおを見みていた。

「佑ゆう兄にいさま、上のぼってくださいな」

　茜あかねが佑ゆう馬まの背せを押おす。佑ゆう馬まは情なさけない顔かおをして、茜あかねの後うしろに回まわりこみ、頭あたまをかいた。

「い、いや、おれ、高たかいところはちょっと……」

　麻ま由ゆ香かもだまって、こそこそ陽詩ひなたの背せにかくれる。

　しょうがないな……。陽詩ひなたは、いつも元げん気きいっぱいの麻ま由ゆ香かにも、弱じゃく点てんがあることを知しっていた。高こう所しょ恐きょう怖ふ症しょうなのだ。

「あのぅ、わたしも、このかっこうじゃ……」

　みんな茜あかねのドレスを見みて納なっ得とくする。残のこるは……。

　陽詩ひなたはクリスのリードを麻ま由ゆ香かに渡わたした。

「麻ま由ゆ香か、またクモが出でてきたら困こまるから、ちゃんと持もっててね。行いってくるから……」

「わかった、後あとはまかせて！　がんばってね」

　麻ま由ゆ香かは元げん気きよく手てをふる。チェッ、げんきんだな……。

　ウォウ！　クリスの励はげましに送おくられて、陽詩ひなたははしごを握にぎった。

「おっ、これ持もって行いけ」

　佑ゆう馬まがスマホのライトをつけて、陽詩ひなたのズボンのポケットにねじこんでくれた。

「上うえは暗くらいから、これで照てらせばいい」

「あ、ありがとう……」

　陽詩ひなたははしごを上のぼり始はじめた。

　すぐに天てん井じょうの穴あなについた。穴あなは二メートル四し方ほうくらいだろうか。頭あたまを入いれると、あたりは真まっ暗くらになる。少すこし上のぼると、目めが慣なれてうすぼんやりとあたりが見みえるようになってきた。

　四し角かくい煙えん突とつの中なかを上のぼっていくみたいだ。陽詩ひなたはふと、サンタクロースってこんな気き持もちなのかなと思おもう。こんなところを、プレゼントの袋ふくろをかついで上のぼり下おりするのは大たい変へんだ！

　足あしの下したを見みると、廊ろう下かからこっちを見み上あげているみんなが見みえた。クリスも心しん配ぱいそうに見みている。

　陽詩ひなたはまた上うえを見みた。真まっ暗くらだ。窓まどがあれば、明あかりが入はいるし、周まわりの景け色しきがよく見みえるだろうになぁ……。

　そろそろ、三さん角かく屋や根ねの先さきっぽまで来きたかな？

　陽詩ひなたは両りょう足あしでふんばり、左ひだり手てでしっかりはしごをつかんだまま、ポケットのスマホを出だした。

　パッとあたりが明あかるくなった。まだ上うえがある。はしごはまだ続つづいている。

　少すこし上うえに、半はん分ぶんだけ天てん井じょう板いたが張はってある場ば所しょがあり、はしごはその中なかへ続つづいていた。

　陽詩ひなたはスマホをポケットに戻もどした。また戻もどった暗くら闇やみの中なか、ふたつめの天てん井じょうの上うえへと用よう心じん深ぶかく頭あたまを入いれる。背せ中なかが、天てん井じょう板いたをこすった。おっと、いけない。気きをつけないと……。

　そろそろと何なん段だんか上のぼった後あと、上うえに伸のばした右みぎ手てが空くうをつかんだ。

　あっ、もうはしごがない。

　もう一いち度どスマホを取とり出だして上うえを照てらすと、頭あたまの上うえは内うち側がわから見みたピラミッドのような形かたちをしていた。

　あそこが、とんがり屋や根ねの先せん端たんだ！

　陽詩ひなたは、はしごから天てん井じょう裏うらにそっと片かた足あしを移うつし、天てん井じょうがしっかり体たい重じゅうを支ささえてくれることを確たしかめた。それから両りょう足あしをのせ、足あしもとにスマホを置おく。

　ライトがまっすぐ上うえを照てらしてくれた。

　天てん井じょう裏うらからは、真まっ黒くろい鉄てつの棒ぼうがまっすぐ上うえに向むかって伸のびていた。この鉄てつ棒ぼうは、とんがり屋や根ねの先さきを突つき抜ぬけて、その先さきに風かざ見み鶏どりをのせているに違ちがいない。

　鉄てつ棒ぼうには、短みじかい横よこ棒ぼうがはしごのようについていて、上のぼれるようになっていた。

　陽詩ひなたは、スマホを置おいたまま、また上のぼりだした。

　どんどんピラミッドが狭せまくなり、陽詩ひなたに迫せまってくる。陽詩ひなたは右みぎ手てを伸のばし、鉄てつ棒ぼうにそって屋や根ねの先せん端たんに差さし入いれた。たぶん、手ての先さきはタマゴの中なかだ。

　手て首くびを曲まげて、タマゴの底そこを探さぐる。何なん度どか手ての位い置ちを変かえて回まわしているうちに、何なにかに触さわった。

　ぐっとそれを握にぎって、そろそろと手てを下おろしてみる。

　カギだ！

　緑みどり色いろにさびついているが、しっかりしたがんじょうなカギだった。

　陽詩ひなたは胸むねがどきどきした。

　すごい！　ぼく、宝たからのカギを発はっ見けんしちゃった!!
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　四人にんと一匹ぴきが、緑みどりのカギを穴あなのあくほど見みている。

「すげー」

　佑ゆう馬まが言いった。

「ほんとにあるんだ。これ、絶ぜっ対たい本ほん物ものだよ。すげーな！」

　麻ま由ゆ香かは声こえも出でないようだ。

　茜あかねは、陶とう器きのように透すき通とおったほおを赤あかく染そめ、陽詩ひなたの手ての上うえのカギと陽詩ひなたの顔かおを、かわるがわる見みている。

「すごい、陽詩ひなたくん。だれにもわからなかったカギのありかを、こんなに早はやく見みつけるなんて！」

　陽詩ひなたもほこらしかった。やった、クリス！　ぼく、やったよ……。

「ちょっと待まって！」

　麻ま由ゆ香かがみんなを制せいするように言いった。

「これを見みつけただけでもすごいけど、これはお宝たからじゃないよね。これはただ、お宝たからの隠かくし場ば所しょを開あけるカギなんだよ。このカギでどこを開あけるか、それが問もん題だいなんじゃん」

　全ぜん員いんがハーッと息いきをついた。

「……麻ま由ゆ香かちゃん、おっしゃる通とおりだ。さあ、このカギはどこのカギなんでしょーか！　また謎なぞが増ふえちまった……」

　茜あかねのほおの赤あかみも、すっと消きえてなくなってしまった。

　陽詩ひなたは考かんがえこんだ。

　一いち番ばん若わかいニワトリを探さがせと言いわれ、カギが出でてきた。そのカギを入いれるカギ穴あなも、タマゴなのかな……。でも、他ほかにタマゴらしきものは見みつからないし……。

　そのとき、クリスが陽詩ひなたに前まえ足あしをかけ、一ひと声こえ吠ほえたのだ。

「ワン！」

　ぼくはずーっと退たい屈くつしてるんですよ！　ぼくの出で番ばんはないんですか？　ぼくだけ仲なか間ま外はずれ？

　そう怒おこっているように聞きこえた。

「そうか」

　陽詩ひなたはカギをじっと見みた。すごく古ふるいはずなのに、ぼろぼろにならず、しっかりしている。きっと特とく別べつに注ちゅう文もんして作つくったカギに違ちがいない。材ざい料りょうの金きん属ぞくも、特とく別べつかも。

　だったら、このカギが入はいるカギ穴あなも、同おなじ金きん属ぞくで作つくられているんじゃないかな？

「クリス！」

　陽詩ひなたはクリスの鼻はな先さきにカギを出だした。

「クリス、嗅かげ」

　待まってましたとばかりに、クリスはフンフンと熱ねっ心しんにカギの匂においを嗅かぐ。

「おおい、何なにしてんだ？」

　佑ゆう馬まがクリスをのぞきこもうとするので、麻ま由ゆ香かが怖こわい顔かおでにらんだ。

「しっ！　じゃましないで」

　クリスは何なん度ども何なん度ども匂においを嗅かぐ。そして、陽詩ひなたの顔かおを見み上あげた。

　陽詩ひなたはしっかりとクリスの顔かおを見みると、命めい令れいした。

「探さがせ！」




　クリスは鼻はなを床ゆかに付つけなかった。逆ぎゃくに鼻はなを上うえにあげ、空くう気き中ちゅうに匂においを探さがしているようだ。でも、迷まよう様よう子すはない。しっかりした足あし取どりで廊ろう下かを歩あるき、階かい段だんを下おりる。

「ワンちゃんは何なにをしてるの？」

　茜あかねが不ふ思し議ぎそうな顔かおで麻ま由ゆ香かにたずねてくる。

「今いま、あのカギを入いれるところを探さがしているんだよ。静しずかにして」

「そ、そんなことがわかるの？」

「クリスはすごい犬いぬなんだからね。元もと警けい察さつ犬けんで、今いまは探たん偵てい犬けんなんだから……」

「え……？」

　茜あかねは一いっ瞬しゅん棒ぼう立だちになる。麻ま由ゆ香かはそんな茜あかねのそでを引ひっぱった。

「いいから、付ついていくよっ！」




　クリスは、階かい段だんを下おりると、奥おくの部へ屋やのドアに鼻はなをつける。

　陽詩ひなたはだまって、そのドアを開あけてやった。

　クリスはドアを抜ぬけ、左ひだりの暖だん炉ろのある壁かべに進すすむ。

　そして、暖だん炉ろの左ひだりの壁かべの前まえで止とまると、前まえ足あしを壁かべにかけ、鼻はなを上うえに向むけて吠ほえた。

「ワン、ワン！」
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「よーし、えらいぞ！　いい子こだ」

　陽詩ひなたはクリスをほめて何なん度どもなでてやると、クリスが鼻はなを向むけたところを調しらべた。

　例れいの、飾かざり板いただ。

　菊きくのような花はながいっぱい。そしてところどころにニワトリ……。このどこに、カギを入いれるカギ穴あながあるんだろう……。

「麻ま由ゆ香か、この中なかにカギ穴あながあるんだと思おもう。探さがして！」

　陽詩ひなたは麻ま由ゆ香かを呼よんだ。

　麻ま由ゆ香かだけでなく、佑ゆう馬まも茜あかねも、すぐに飾かざり板いたに取とり付ついて、手てでなめるように探さがす。

　陽詩ひなたは、はっとした。たくさん彫ほられている花はなは、花はなびらが丸まるい中ちゅう心しんを取とり囲かこんでいる、マーガレットのような花はなだ。

　そのうちの一つの花はなの中ちゅう心しんが、少すこしいびつな形かたちをしている。タマゴ形がただ！

　陽詩ひなたはその中ちゅう心しんをそっと押おした。カチンとかすかな手てごたえがあって、それがへこんだ。

　へこんだところを、そのまま横よこにスライドさせると、奥おくにカギ穴あなが現あらわれた！

　あった!!

　陽詩ひなたは息いきをのんだ。

　震ふるえる手てで、持もっていたカギを差さしこむ。

　バタン！

　飾かざり板いたの下したの壁かべ板いたが、手て前まえに外はずれて床ゆかに落おちた。

「わっ！」

　陽詩ひなたはあわてて飛とびすさった。クリスもびっくりして飛とびのく。

「大だい丈じょう夫ぶ?!」「どうした？」

　みんながかけよってきて、壁かべに空あいた大おおきな穴あなにぼうぜんとした。

　奥おくに鉄てつの扉とびらがある。縦たて横よこ、一メートルくらいの大おおきさだ。

「こ、これがお宝たからの金きん庫こ……？」

　佑ゆう馬まは、床ゆかにすわりこんでしまった。

「すげーな、ほんとすげー……」

　うわごとのようにくり返かえしながら、じりじりと穴あなに近ちか寄より、鉄てつの扉とびらの取とっ手てに手てを伸のばした。

「あ、茜あかね、いいか？　開あけるぞ……」

　茜あかねは蒼そう白はくな顔かおでうなずく。

　ギギギギ……。

　きしみながら扉とびらが開ひらくと、中なかには木きの箱はこがぎっしりと詰つまっていた。

「お、お宝たから、お宝たから!!」

　佑ゆう馬まは箱はこを次つぎ々つぎと取とり出だして、床ゆかに置おいた。

　みんなが見み守まもる中なか、あっという間まに、古ふるい木きの箱はこが二十個こぐらい並ならぶ。

　佑ゆう馬まはよだれをたらしそうな笑え顔がおで、茜あかねを見み上あげた。

「開あけてみろよ、茜あかね。お前まえのひいじいちゃんのお宝たからだ！」

　茜あかねは震ふるえる手てで、箱はこの一つに手てをかけた。古ふるびた紫むらさき色いろのひもがかかっている。それをそっとほどいて、ふたを開あけると……。

「お茶ちゃ碗わんですね……」

　中なかから出でてきたのは、こげ茶ちゃ色いろのゆがんだ茶ちゃ碗わんだった。

　佑ゆう馬まは、ぽかんと口くちを開ひらいた。

「こ、こっちは……？」

　佑ゆう馬まが平ひらたい箱はこを開あけてみると、中なか身みは大おおきな欠かけたお皿さらだ。白しろ地じに青あおい模も様ようがついている。

　陽詩ひなたはくすっと笑わらった。

「……こ、骨こっ董とう品ひんみたいだね。たぶん、価か値ちはすごくあるのかも……」

「な、なーによー!!」

　麻ま由ゆ香かは、心しん底そこがっかりした声こえを上あげた。

「いくら価か値ちがあっても、渋しぶすぎるよー！　もっと、宝ほう石せきとか、金きん貨かとか、キラキラしたお宝たからだと思おもったのに……」

　次つぎ々つぎと出でてくるのは、ツボだったり、鉢はちだったり、花かびんだったり。

「せっかく、陽詩ひなたとクリスが大だい活かつ躍やくしたのに、つまんない……」

　麻ま由ゆ香かがなげくと、茜あかねがゆっくりと顔かおを上あげた。さっきまで、生いき生いきとした楽たのしそうな表ひょう情じょうを浮うかべていたのに、また元もとのミステリアスな仮か面めんをかぶってしまったようだ。

「そうですよね、せっかく警けい察さつ犬けんが活かつ躍やくしてくれたのに、残ざん念ねんでしたね……」




　陽詩ひなたは、なぜか背せ中なかがぞくっとした。
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　翌よく日じつ、学がっ校こうから帰かえってくると、麻ま由ゆ香かは、また幽ゆう霊れい屋や敷しきに行いくと言いい出だした。

「だって、きょうは撮さつ影えい初しょ日にちだから様よう子すを見みておかないと。自じ分ぶんの出で番ばんのときだけだと、全ぜん体たいの流ながれが見みえないじゃん。絶ぜっ対たい行いく！」

「じゃあ、麻ま由ゆ香かひとりで行いったら？　ぼくはきょう、違ちがう方ほう向こうへ散さん歩ぽに行いく」

　陽詩ひなたは思おもい切きってそう言いった。

　きのうは楽たのしかった。

　ぼくもクリスも、活かつ躍やくできたし、思おもったほど素す敵てきじゃなかったけれど、取とりあえず価か値ちのありそうなお宝たからも見みつかった。

　でも、陽詩ひなたは、あの屋や敷しきを離はなれて少すこし考かんがえたかったのだ。

　小ちいさな気きがかりがたくさんあって、整せい理りがつかないんだ。大だい事じなことを見み落おとしている気きがするしなぁ。

　うまく説せつ明めいできないけれど、あの屋や敷しきには何なにかおだやかじゃない空くう気きがただよっている。

　茜あかねさんも、どこか怪あやしい。でも、ここがおかしいって、はっきりした理り由ゆうは言いえない。

　いろいろなことが、陽詩ひなたをもやもやさせる。

　麻ま由ゆ香かはしぶしぶ言いった。

「わかった。じゃ、きょうは別べつ々べつってことで」

　麻ま由ゆ香かがクリスの散さん歩ぽについてこないのは、珍めずらしい。ちょっと寂さびしく思おもった陽詩ひなただったが、ま、静しずかでいいかと自じ分ぶんを納なっ得とくさせた。




　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、商しょう店てん街がいに出でると、じゃあねと右みぎと左ひだりに分わかれた。陽詩ひなたとクリスは、駅えき前まえの方ほうへ。麻ま由ゆ香かは幽ゆう霊れい屋や敷しきの方ほうへ……。

「クリスだって、たまには違ちがうルートで散さん歩ぽしたいよね。毎まい日にちあのほこりっぽいお屋や敷しきじゃ、具ぐ合あいが悪わるくなっちゃうよ」

　陽詩ひなたは歩あるきながらクリスに話はなしかけた。クリスは相あい棒ぼうを見み上あげ、うれしそうにワンと鳴なく。

　ほーら、クリスだってそう言いってる。

　陽詩ひなたは、吹ふっ切きれたように元げん気きよく歩あるき始はじめた。このまま駅えきに向むかい、その手て前まえのパン屋やさんを左ひだりに曲まがると竹たけ内うち類るいの家いえだ。その前まえを通とおる散さん歩ぽルートにしようかな。

　そのときだ。

　後うしろから走はしってきた白しろい乗じょう用よう車しゃが、ゆっくりと陽詩ひなたたちを追おい抜ぬいた。

　クリスは、ビクッと立たち止どまった。そして、鼻はなを上あげると、フンフンと空くう気きの匂においを嗅かぐ。

　次つぎの瞬しゅん間かん、クリスがダッと走はしり出だした！

　あまりにも突とつ然ぜんだったので、陽詩ひなたの手てからリードがするりと抜ぬけてしまった。

「わっ！」

　ワンワン、ワンワン!!　クリスは大おお声ごえで吠ほえながら、トップスピードで車くるまを追おっていく。
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　クリス？

　陽詩ひなたはあわてて後あとを追おった。

　クリスが車くるまに追おいつくと同どう時じに、車くるまはゆっくり停てい車しゃした。クリスが後こう部ぶドアに飛とびつき、さらにワンワンと吠ほえる。すると、助じょ手しゅ席せきのドアが開ひらいたのだ。

　後こう部ぶドアに吠ほえかかっていたクリスは、はっとしたように助じょ手しゅ席せきのドアを見みる。

　そこから手てが出でてきて、クリスの首くび輪わをつかんだ。チカッと何なにかが光ひかる。


「クリーーース!!」



　クリスが連つれていかれる!!

　車くるまに追おいついた陽詩ひなたは、思おもい切きり身みを投なげた。

　助じょ手しゅ席せきから伸のばされた手てに体たい当あたりをし、クリスにおおいかぶさって、そのまま地じ面めんに落おちる。

　陽詩ひなたは、もがくクリスの首くび輪わをしっかり握にぎり、ぎゅっと抱だきしめて、そのまま低ひくい姿し勢せいで道どう路ろにうつぶした。

　陽詩ひなたの頭あたまの上うえで、バタンと助じょ手しゅ席せきが閉しまる。

　白しろい車くるまは急きゅう発はっ進しんし、あっという間まに駅えきを通とおり越こしてそのまま消きえて行いった。




「陽詩ひなた！　クリス！」

　麻ま由ゆ香かの声こえがする。陽詩ひなたは、クリスを抱だいたまま倒たおれていた。クリスはキューンキューンと悲かなしそうな声こえを上あげ続つづけ、陽詩ひなたは荒あらい息いきをしながら、どきどきする心しん臓ぞうをなだめていた。

「陽詩ひなた、大だい丈じょう夫ぶ？」

　麻ま由ゆ香かがおろおろした声こえで呼よびかけながら、陽詩ひなたの横よこにひざをついた。

「ひなたー、クリスー、生いきてる？」

　陽詩ひなたはウウとうなりながら、少すこしだけ頭あたまを持もち上あげた。

「ま、麻ま由ゆ香か、……ナンバー見みた？」

「え？　ナンバーって？」

「今いまの車くるまの、ナンバープレート。ぼく、あわてちゃって、見みていなかった……」

「わたしだって！　後うしろでクリスの鳴なき声ごえがしたから、びっくりして追おいかけてきたんだもん、ナンバーまで見みてないよ！」

　陽詩ひなたはクリスのリードをしっかり握にぎりなおして、ゆっくり体からだを起おこした。

　ウッ、ひじが痛いたい。あ、ひざからも血ちが……。陽詩ひなたは頭あたまがくらっとした。自じ分ぶんの血ちでも、見みるのは怖こわい。

　商しょう店てん街がいを歩あるいていた人ひとや、お店みせの人ひとたちが、かけ寄よってきた。

「陽詩ひなたくん、大だい丈じょう夫ぶ？」

「あれれ、ひざから血ちが出でてるね……」

「ちょっと！　動どう物ぶつ病びょう院いんから、先せん生せいたち呼よんできて！」

「よし、任まかせろ」

　あっという間まに人ひとだかりができ、がやがやと騒さわがしくなる。

　そこへ、動どう物ぶつ病びょう院いんから呼よばれた裕ゆう介すけが、走はしってきた。

「どうした、陽詩ひなた！」

　青あおい顔かおをした裕ゆう介すけは、陽詩ひなたのわきにしゃがみこんだ。

「こ、交こう通つう事じ故こか？」

「う、ううん、クリスが……、車くるまに連つれて行いかれそうになった。後うしろから来きた車くるまから手てが出でてきて、クリスの首くび輪わをつかんだから……」

「車くるまにぶつかったんじゃないのか？」

「ち、違ちがう。クリスを取とり返かえそうとして、飛とびついて……」

　近ちかくにいただれかが、緊きん張ちょうした声こえで聞きく。

「先せん生せい、救きゅう急きゅう車しゃを呼よぼうか？」

　えっ？　陽詩ひなたはドキッとした。いいよ、そんなのいい！

「だ、大だい丈じょう夫ぶ。救きゅう急きゅう車しゃ、呼よばないで……」

「よし、と、とにかく、うちに帰かえろう。よいしょっと」

　裕ゆう介すけは有う無むを言いわさず陽詩ひなたを抱だき上あげようとする。陽詩ひなたはあわててクリスのリードを麻ま由ゆ香かにあずけた。恥はずかしかったが、がっしりした裕ゆう介すけの手てからはのがれられそうになかったし、ふらついて歩あるけそうにもないし……。

　裕ゆう介すけは、陽詩ひなたを抱だいたまま、まわりのみんなに頭あたまを下さげる。

「すみません、ご心しん配ぱいかけて。ひとまず連つれて帰かえりますから……」

　陽詩ひなたはそのまま、動どう物ぶつ病びょう院いんの二階かいの自じ宅たくに担かつぎこまれた。




　涼すず音ねは、陽詩ひなたの両りょうひじと右みぎひざをお風ふ呂ろ場ばでよく洗あらい、大おおきな傷きずパッドを貼はった。

「クリスはどこもケガしてないよ。あんたのも、すりキズ程てい度どだから大だい丈じょう夫ぶ。心しん配ぱいない」

　涼すず音ねはそう言いって、ソファーにすわっている陽詩ひなたの肩かたをぽんと叩たたき、顔かおをのぞきこんだ。

「いったい何なにがあったの？」

　陽詩ひなたはふーっと大おおきく息いきをつく。よかった、クリスが無ぶ事じで……。自じ分ぶんのキズも、取とりあえずは傷きずパッドで隠かくれたので、一ひと安あん心しんだ。

　クリスは、陽詩ひなたの肩かた先さきに鼻はなをすり寄よせていた。ときおり、クーンという寂さびしそうな声こえを上あげる。

「……駅えきの方ほうへ散さん歩ぽに行いこうとしたら、白しろい車くるまが後うしろから走はしってきて、ぼくたちを追おいぬいたんだ。そのとたんに、クリスがビクッと反はん応のうして、急きゅうにその車くるまを追おいかけ始はじめて……。その車くるまが停とまって、中なかから出でてきた手てがクリスを車くるまの中なかに連つれこもうとしたから、あわててクリスを奪うばい返かえした」

　裕ゆう介すけがあきれたように言いった。

「奪うばい返かえした?!　陽詩ひなた、すごいな……」

　そうだ、今いま思おもいかえしたら、よくそんなことしたよな……。クリスが連つれていかれると思おもったら、何なにも考かんがえずに体からだが動うごいていたんだ。ぼくはもう絶ぜっ対たい、クリスを置おいて逃にげたりしない、クリスをこの手てから離はなさないって決きめたんだから……。

「わたしは、反はん対たい方ほう向こうへ歩あるいてたの」

　ソファーの横よこにすわりこんでいた麻ま由ゆ香かが言いった。

「クリスが吠ほえる声こえが聞きこえて、振ふり返かえったら、陽詩ひなたが、車くるまを追おいかけるクリスを追おいかけてたってわけ。そしたら、車くるまの助じょ手しゅ席せきが開あいて、クリスをつかんで……。陽詩ひなたがその手てに体たい当あたりして、クリスを抱だいて倒たおれたの！」

　涼すず音ねは首くびを後うしろに倒たおして、ふうっとため息いきをついた。

「親おやとしては、心しん臓ぞうが止とまりそうになるような話はなし。無ぶ事じでよかった……。でね、裕ゆう介すけ」

「何なんだい？」

「これはやっぱり、警けい察さつに届とどけるべきかな？」

　裕ゆう介すけは腕うで組ぐみをして考かんがえこむ。

「だな。誘ゆう拐かい未み遂すいだもんな」

　涼すず音ねは首くびをふった。

「誘ゆう拐かいされそうになったのは、陽詩ひなたじゃなくてクリスなんだよね。そうすると、窃せっ盗とう未み遂すい？」

「クリスは、物ものってこと？」

　陽詩ひなたが顔かおをしかめると、涼すず音ねはうなずいた。

「まあ、残ざん念ねんながら法ほう律りつ的てきにはね。それと陽詩ひなたはケガをしてるから、傷しょう害がい罪ざいになるかな？　でも直ちょく接せつ殴なぐられたりしたわけじゃないから、それも無む理りか……」

「じゃ、おれがひとっ走ぱしり交こう番ばんに行いって、岩いわ田たさんに相そう談だんしてこよう。岩いわ田たさんにだったら、聞ききやすいから」

　裕ゆう介すけはそう言いいながら、早はやくも腰こしを浮うかせる。

「それがいいかもね。頼たのむ。それに、おじいちゃんにも連れん絡らくしておこう。クリスに何なにか変かわったことがあったら、すぐに知しらせてくれって言いわれてるから」

　涼すず音ねは、ダイニングテーブルにスマホを取とりに立たった。




　岩いわ田たさんはすぐにかけつけ、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かの話はなしを聞きいてくれた。

　そして、商しょう店てん街がいの目もく撃げき者しゃからも話はなしを聞きいてくると、外そとへ出でて行いった。




　しばらくすると、俊しゅん哉やが緊きん張ちょうしたおももちでやってきた。

　裕ゆう介すけと涼すず音ねが、動どう物ぶつ病びょう院いんを再さい開かいしに下おりて行いった後あとだった。外そとはもう、すっかり暗くらくなっている。

「陽詩ひなた、ケガをしたって？　大だい丈じょう夫ぶか？」

「おじいちゃん！　ごめんね、心しん配ぱいかけて」

　陽詩ひなたは俊しゅん哉やにかけよった。クリスもワンワンと鳴ないて、俊しゅん哉やの足あしに体からだをすり寄よせる。俊しゅん哉やは、クリスの背せを何なん度どもなでた。

「よしよし、クリスは何なんでもなかったようだな。よかったよ、大おおごとにならなくて……。そこ、すりむいたのか？」

　俊しゅん哉やは、顔かおをしかめて陽詩ひなたの右みぎひざを見みた。

「あと、両りょう方ほうのひじもね」

　麻ま由ゆ香かが横よこから口くちを出だす。俊しゅん哉やはため息いきをついた。

「あーあ、災さい難なんだったな……。麻ま由ゆ香かちゃんは？」

「わたしは離はなれていたから、ぜんぜん！」

　よかった、よかったと何なん度ども言いいながら、俊しゅん哉やはリビングのソファーにどかっと腰こしを下おろす。

「あわてて来きたから、さすがに疲つかれたよ……」

　そこで陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、ソファーの前まえに座すわりこんで、また同おなじ報ほう告こくをすることになった。

「陽詩ひなた、かっこよかったよ。クリスを守まもったんだもん！」

　話はなしの最さい後ごに、麻ま由ゆ香かは自じ分ぶんの手て柄がらのように鼻はな高たか々だかに言いった。

「そうか、偉えらかったな……。本ほん当とうに大たいしたことがなくてよかった」

　俊しゅん哉やは目めを細ほそめて、ふたりの肩かたをたたいた。そして、またひとつ深ふかいため息いきをつく。

「陽詩ひなたが危あぶない目めにあうんじゃ、これ以い上じょうクリスを任まかせておくわけにはいかないかな……」

　え？　陽詩ひなたはびっくりしてすわりなおした。ひざがヒリッとしたが、そんなことかまっていられない。

「そんなことない！　大だい丈じょう夫ぶだよ。ぼくたちは相あい棒ぼうなんだから。ね、クリス？」

　事じ件けんの後あと、落おち着つかない様よう子すのクリスだったが、ここはちゃんと言いっておかなくちゃと思おもったらしく、俊しゅん哉やに向むかってワンと吠ほえてみせた。

　俊しゅん哉やは、真しん剣けんなまなざしの陽詩ひなたと、クリスを見みて、困こまったような笑えみを浮うかべた。

「……クリスに何なにかあったら、小こ林ばやしくんにも申もうし訳わけがない。そして何なにより、きみたちに危き険けんが及およばないかと心しん配ぱいなんだよ」

「でも……」

　陽詩ひなたはしょんぼりして下したを向むいた。それから、俊しゅん哉やにきっとした目めを向むけた。

「ねえ、おじいちゃんは、何なんでクリスがねらわれるかもしれないって思おもってるの？　小こ林ばやしさんとクリスのこと、もっと詳くわしく話はなしてくれない？」

「わたしも！　わたしも聞ききたい！」

　麻ま由ゆ香かも立たてひざをして、俊しゅん哉やに迫せまった。

　俊しゅん哉やは首くびの後うしろをたたきながらしばらく考かんがえていたが、重おもい口くちを開ひらく。

「……小こ林ばやしくんは、探たん偵てい事じ務む所しょを開ひらいていたんだ」

「探たん偵てい？　そんなの、本ほん当とうにいるの？」

　陽詩ひなたはびっくりした。探たん偵ていなんて、ミステリー小しょう説せつかドラマの中なかの人ひとかと思おもっていた。

「初はじめて聞きいたときは、わたしも少すこしびっくりしたんだ。今いまどき探たん偵ていって、ちゃんと仕し事ごととして成なり立たつのかなって。でもね、彼かれが言いうには、仕し事ごとのほとんどが行ゆく方え不ふ明めいのペットの捜そう索さくなんだそうだ。あとは、町まちの便べん利り屋やのような仕し事ごと。お年とし寄よりの家いえの、家か電でんの修しゅう理りまでやるって笑わらっていたな」

「へえ、人ひとの役やくに立たつ仕し事ごとじゃん！　すごいね」

　麻ま由ゆ香かが目めを輝かがやかせる。俊しゅん哉やは苦にが笑わらいしながら言いった。

「だけど、小こ林ばやしくんは人ひとがいいから、商しょう売ばいっていうよりは、つい人ひと助だすけ感かん覚かくで仕し事ごとをしてたんじゃないかなぁ。クリスティとぼくが食くっていけるだけでいいんですって言いっていた。クリスは、子こ犬いぬのときから足あし跡あとを追おうのが得とく意いだったから、ペットはかなりの確かく率りつで見みつかるんだそうだよ」

「すごいな、クリス。そんな活かつ躍やくもしてたんだね！」

　陽詩ひなたは、そばにすわるクリスの頭あたまをなでてやった。

「そんな中なか、クリスは警けい察さつ犬けんの試し験けんに合ごう格かくし、捜そう査さデビューした。そしてそのときに、あの事じ件けんが起おこったんだ」

「小こ林ばやしさんが行ゆく方え不ふ明めいになっちゃったんだよね……」

　麻ま由ゆ香かがまゆをひそめる。俊しゅん哉やはうなずいた。

「その直ちょく後ごのことだ。彼かれの自じ宅たく兼けん探たん偵てい事じ務む所しょが、何なに者ものかに荒あらされたんだ。小こ林ばやしくんは身み寄よりがいなかったので、わたしが友ゆう人じんとして現げん場ば検けん証しょうに呼よばれた。何なにか盗とられたものはないか、確かく認にんするためにね。詳くわしいことはわからなかったが、彼かれ愛あい用ようのノートパソコンがなくなっていたことは確たしかだった。その中なかには、いろいろな記き録ろくが残のこっていたはずだ。もしかしたら彼かれの探たん偵ていの仕し事ごとが、行ゆく方え不ふ明めい事じ件けんや、事じ務む所しょ荒あらしを招まねいたのかもしれない」

「でも、小こ林ばやしさんがやっていたのは、ペット捜さがしとかお年とし寄よりのお手て伝つだいとかでしょ？」

　陽詩ひなたは首くびをかしげた。

「そうなんだ。でも事じ件けんの前まえ、彼かれはひとつ気きになることを言いっていてね。お得とく意いさんのおばあちゃんから、妙みょうな相そう談だんを受うけたって。孫まごが怪あやしい仕し事ごとをしているみたいだと、そのおばあちゃんは心しん配ぱいしてたんだそうだ。おばあちゃんの話はなしから推すい理りすると、孫まごは、盗ぬすまれたものを現げん金きんに換かえる役やく目めをやらされていたらしい」

「あっ、この前まえわたしたちが巻まきこまれた事じ件けんと同おなじ！」

　麻ま由ゆ香かが叫さけんだ。俊しゅん哉やは、そうだとうなずく。

「小こ林ばやしくんはその孫まごから直ちょく接せつ話はなしを聞きこうとしたんだけど、その前まえに孫まごは家いえ出でをしてしまったそうなんだ……」

「そのお孫まごさんも、行ゆく方え不ふ明めいなの？」

　陽詩ひなたが聞きくと、俊しゅん哉やは深ふかいため息いきをついた。

「調しらべるとけっこう闇やみが深ふかそうなんですと、小こ林ばやしくんは深しん刻こくな顔かおで言いっていた。わたしは、この一いっ件けんは警けい察さつに任まかせた方ほうがいいよと止とめたんだ。危き険けんな匂においがしたからね。でも彼かれは、おばあちゃんが心しん配ぱいしてるんです、放ほうっておけませんと笑わらったんだよ。あのときに、もっと強つよく止とめていればよかった……」

　俊しゅん哉やは悲かなしそうな顔かおで、クリスを見みる。クリスもまゆを寄よせて、クーンと鳴ないた。

「事じ件けんの前まえ、小こ林ばやしくんに陽詩ひなたの話はなしをしたことがあった。写しゃ真しんを見みせたら彼かれはうれしそうに言いったんだ。『優やさしくて、賢かしこそうな少しょう年ねんですね。きっと、クリスティと仲なかよしになってくれると思おもうな』って。その言こと葉ばがずっと頭あたまに残のこっていてね、彼かれが行ゆく方え不ふ明めいになったとき、クリスを陽詩ひなたに任まかせようと思おもったんだよ……」

　俊しゅん哉やが口くちを閉とじると、陽詩ひなたはひざの上うえで、両りょう方ほうのこぶしに力ちからを入いれた。

「だったらおじいちゃん、やっぱりぼくはクリスと別わかれたくない。いっしょにいさせて！」

　陽詩ひなたはきっぱりと言いって、俊しゅん哉やを正しょう面めんから見みすえた。俊しゅん哉やも、少すこし表ひょう情じょうをゆるめた。

「そうだな、陽詩ひなたにクリスを引ひき取とってもらったのは、小こ林ばやしくんの意い志しでもあるかもしれない。もう少すこし様よう子すを見みるか……。でも、裏うらによからぬことがあるのは確たしかで、現げんに小こ林ばやしくんの行ゆく方えはわからない。危き険けんなことには近ちか寄よらないって、約やく束そくしてくれるかな？」

　麻ま由ゆ香かが、すわったままずりずりと俊しゅん哉やのそばに寄よった。

「おじいちゃん、わたし約やく束そくする。絶ぜっ対たいに、クリスに訓くん練れんしたり、警けい察さつ犬けんのまねをさせたりしない。犯はん人にんに知しられたら困こまるから、目め立だつようなこともしない！」

　俊しゅん哉やは、笑わらって麻ま由ゆ香かの肩かたに手てを置おいた。

「ありがとう。麻ま由ゆ香かちゃんも、クリスと仲なかよくしてくれているもんね。よろしく頼たのむよ」

　俊しゅん哉やの話はなしの途と中ちゅうで、いきなりクリスがピンと耳みみを立たてた。直ちょく後ごに、インターホンが鳴なる。

「岩いわ田たです！」

　元げん気きな声こえが、インターホンから聞きこえてきた。

「動どう物ぶつ病びょう院いんは忙いそがしそうだったので、こちらにうかがいました」




　岩いわ田たさんは玄げん関かんドアの向むこうで敬けい礼れいし、ここで失しつ礼れいしますからと俊しゅん哉やに言いった。

「陽詩ひなたがお世せ話わになったそうで、ありがとうございます」

　俊しゅん哉やはていねいに頭あたまを下さげる。岩いわ田たさんもそれに応こたえて頭あたまを下さげた。

「いえいえ、お役やくに立たてばいいんですが……。いま、商しょう店てん街がいでの聞ききこみが一いち応おう終おわったので、ご報ほう告こくを」

　岩いわ田たさんは手て帳ちょうを開ひらくと、俊しゅん哉やの後うしろから顔かおを出だしている陽詩ひなたに言いった。

「陽詩ひなたくん、結けつ論ろんから言いうと、直ちょく接せつの目もく撃げき情じょう報ほうは得えられなかった。あの場ばに居い合あわせた人ひとはみな、陽詩ひなたくんとクリスが道みちに倒たおれた後あとからしか、記き憶おくにないようでね。商しょう店てん街がいの防ぼう犯はんカメラにも、白しろい車くるまが走はしっているところは映うつっていたけれど、肝かん心じんの場ば面めんは死し角かくになっていたんだよ。ナンバーは映うつっていたから、これから照しょう会かいするけれど……。被ひ害がい届とどけが出だせるかどうか、現げん時じ点てんでは何なんとも言いえなくて……」

　俊しゅん哉やは、何なん度どもうなずきながら話はなしを聞きき、岩いわ田たさんに質しつ問もんした。

「クリスがねらわれたんでしょうか」

　岩いわ田たさんは、うなった。

「なんとも言いえません。単たんに追おい払はらおうとしただけかもしれませんので。ただ、クリスが車くるまを追おった理り由ゆうは……、クリスが教おしえてくれるといいんだけどな」

　陽詩ひなたの後うしろで、クリスがクゥンと悲かなしそうに鳴ないた。

　陽詩ひなたはハッとした。そうなんだ。このところ、クリスが勝かっ手てにつっぱしっちゃうことが、何なん度どかあった。どうしてなんだろう。何なにがクリスをそうさせるのかな……。いつもだったら、クリスの考かんがえていることがよくわかるのに……。

「岩いわ田たさん、いつもありがとうございます。どうか、この子こたちとクリスをよろしくお願ねがいします」

　俊しゅん哉やはもう一いち度ど、ていねいに頭あたまを下さげた。

「いえ、こちらこそ。陽詩ひなたくん、麻ま由ゆ香かちゃん、それにクリスには、いつも仲なかよくしてもらっています。大たい切せつな友ともだちなので、ぼくにできることは何なんでもしたいと思おもっているんです」

　岩いわ田たさんはもう一いち度ど敬けい礼れいすると、麻ま由ゆ香かに言いった。

「麻ま由ゆ香かちゃん、ぼくは交こう番ばんに帰かえるから、うちまで送おくっていこう」

「わーっ、ありがとう、岩いわ田たさん！」

　麻ま由ゆ香かはうれしそうに飛とび跳はねながら、靴くつをはいた。

「陽詩ひなたくん」

　岩いわ田たさんが言いった。

「後あとからでもいいから、何なにか思おもい出だしたり、気きがついたりしたことがあったら言いってね。いつでも交こう番ばんで待まってるから」

「あ、ありがとう」

　陽詩ひなたは、頼たよりがいのある岩いわ田たさんに心こころから感かん謝しゃした。

　麻ま由ゆ香かを送おくり出だし、ドアをパタンと閉とじたときだった。

　陽詩ひなたの頭あたまに、一つの場ば面めんがパッとフラッシュバックした。

　白しろい車くるまの助じょ手しゅ席せきから伸のばされた手て。男おとこの人ひとの手て？　その手てが……？

　何なにか重じゅう要ようなことを忘わすれているような気きがする。陽詩ひなたは頭あたまをふった。







[image: ]




　次つぎの日ひは土ど曜よう日びで、学がっ校こうは休やすみだった。

　大だい事じを取とって、当とう分ぶんクリスを外そとに出だすことはやめようと家か族ぞくで話はなし合あっていたので、朝あさの散さん歩ぽはなし。久ひさしぶりに、陽詩ひなたは寝ね坊ぼうしてしまった。のそのそと起おきだして、リビングの時と計けいを見みると、九時じを過すぎていた。もうすぐ開かい院いん時じ刻こくなので、両りょう親しんは下したに行いったのだろう。

「クリス、おはよう」

　いつもはサークルに入はいっているクリスは、ソファーの上うえにちょこんとすわっていた。エサのお皿さらには、ドッグフードが三分ぶんの一くらい残のこっている。

　ぼくが起おきて来きたのに、寄よってこない。ピクピクと鼻はなと耳みみを動うごかして、何なんだか落おち着つきがないな……。

　心しん配ぱいになった陽詩ひなたは、クリスの横よこにすわって背せ中なかに手てをかけた。

「どうした、クリス。お前まえも疲つかれちゃったのかな？　きょうは散さん歩ぽに行いけなくて、ごめんね」
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　クリスはクーンと鳴ないて、鼻はなを陽詩ひなたにすりつける。白しろいまゆ毛げがさみしそうに寄よっている。

　きのうのショックが残のこっているのかな……。




　陽詩ひなたがキッチンのテーブルで朝あさごはんのトーストを食たべていると、インターホンが鳴なった。

　麻ま由ゆ香かだ。

　入はいってくるなり、麻ま由ゆ香かはソファーの上うえのクリスを抱だきしめた。

「おはようクリス！　けさはお散さん歩ぽなかったんだー、かわいそうだったね。早はやく行いけるようになるといいよね」

　クリスはまたクーンと鳴ないて、麻ま由ゆ香かの手てに鼻はなをつける。麻ま由ゆ香かは陽詩ひなたをふり返かえった。

「クリス、ちょっと元げん気きない？」

　陽詩ひなたはトーストの残のこりを口くちの中なかに押おしこむと、牛ぎゅう乳にゅうで流ながしこんだ。

「う、うん……。やっぱりきのうのことが原げん因いんかな。きょうは家いえでのんびりするのがいいかも」

「そう思おもって、宿しゅく題だい、持もってきた」

　麻ま由ゆ香かは、片かた手てに持もったレッスンバッグをかかげてみせる。

　クリスとぼく、気き分ぶんが晴はれない同どう士しでいても落おちこむばかりだけど、麻ま由ゆ香かが一日にちここにいるかと思おもうと、それはそれでうざいかもなー。

　陽詩ひなたは苦にが笑わらいして立たち上あがると、食しょっ器きを片かた付づけにかかった。

「きのうも、幽ゆう霊れい屋や敷しきに行いけなかったんだけどなー」

　麻ま由ゆ香かはテーブルにプリントとペンケースを出だしながら、ため息いきをつく。

「もう撮さつ影えいしてるんだろうな。わたしがいないと、スケジュールが狂くるっちゃうかも……」

　陽詩ひなたは、お皿さらを洗あらいながらあきれて言いった。

「まさかー、主しゅ役やくじゃないんだから。出でるとしても、ちょっとだけでしょ？」

「今こん回かいはね。でもさ、これをきっかけに、動どう画がサイトでブレークするかもしれないじゃん！」

　陽詩ひなたは笑わらった。実じっ際さい、麻ま由ゆ香かの根ねっからの明あかるさに、いつもなぐさめられているんだよな。

「ま、少すこしくらいうざいのもしょうがない、がまんするか……」

　口くちの中なかでつぶやくと、麻ま由ゆ香かは顔かおを上あげてにらむ。

「何なに？　今いま悪わる口ぐち言いったでしょ！」

　水みずの音おとでかき消けされるかと思おもったのに、麻ま由ゆ香かは地じ獄ごく耳みみだ。陽詩ひなたはごまかした。

「そんなに気きになるなら、ひとりで幽ゆう霊れい屋や敷しきへ行いったら？」

「うーん、そうも思おもったんだけど、やっぱクリスの方ほうが心しん配ぱいだったんだもん」

　麻ま由ゆ香かはクリスを見みて、にこっと笑わらう。

「わたしたち、チームだもんね」

　陽詩ひなたはほっこり胸むねの中なかがあったかくなった。やっぱり、麻ま由ゆ香かがいてくれてありがたい……。

　クリスも、ちょっとうれしそうな顔かおをしている。ふと、陽詩ひなたは思おもいついた。

「そうだ！　クリス、おやつだったら食たべるかな？　下したから、犬いぬ用ようチーズをもらってこよう。麻ま由ゆ香か、留る守す番ばんしててくれる？」

　麻ま由ゆ香かは鼻はなの下したに鉛えん筆ぴつをはさんで、うん、いいよと答こたえた。
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　陽詩ひなたは、動どう物ぶつ病びょう院いんのドアを開あけた。

　土ど曜よう日びの午ご前ぜん中ちゅうは、平へい日じつに来こられない人ひとたちで、いつも混こみあう。きょうも、待まち合あい室しつはいっぱいだった。

　ネコや犬いぬ、そして鳥とりが入はいっているらしいキャリーケースを抱かかえていたり、風ふ呂ろ敷しきで包つつんだイグアナのケースをのぞいている人ひともいる。

「陽詩ひなたくん！」

　自じ動どうドアが開あいた瞬しゅん間かん、竹たけ内うち類るいが声こえをかけてきた。また、茶ちゃ々ちゃ丸まるをひざにのせ、ちょっと顔かおをしかめてソファーにすわっている。

　陽詩ひなたは、受うけ付つけの裕ゆう介すけに手てをふってから、類るいの前まえに立たった。

「お、おはよう。……また茶ちゃ々ちゃ丸まるの具ぐ合あい悪わるいの？」

「おはようございます。いえ、茶ちゃ々ちゃ丸まるは大たいしたことないんですが……。きのうは大たい変へんだったそうですね」

　もしかして、ぼくを心しん配ぱいして来きてくれたのかな。

「し、知しってるの……？」

「はい。ゆうべ、角かどのパン屋やさんのおじさんに、おばあちゃんが教おしえてもらったそうです。ケガしたんですか？」

　類るいは、陽詩ひなたのハーフパンツからのぞく大おおきな傷きずパッドを見みて、気きの毒どくそうに言いった。

「うん。で、でも……、すりキズだから」

「そうだったんですね?!　パン屋やさんのおじさんは、陽詩ひなたくんが血ちだらけだったから、救きゅう急きゅう車しゃを呼よぼうと思おもったんですって。おばあちゃんも、ぼくも、すごく心しん配ぱいしました」

　救きゅう急きゅう車しゃって騒さわいでいたのは、パン屋やのおじさんだったのか。大おおげさだなぁ……。

「ご、ごめんね、心しん配ぱいかけて。もう、何なんともないから。おばあちゃんにも、よろしく……」

「で、クリスも大だい丈じょう夫ぶですか？」

　陽詩ひなたはうなずいた。類るいは、まゆのあいだにしわを寄よせる。

「無ぶ事じでよかったです。でも、ハクタクとアマビエのご利り益やく、なくなっちゃったんですかね？　それとも、ご利り益やくがあって、それくらいですんだんでしょうか？」

　陽詩ひなたは目めをしばたたいた。そうか。あのフィギュア、カプセルから出だして、机つくえの引ひき出だしに入いれたままだ！　冷ひや汗あせをかきながら、陽詩ひなたは言いいわけをした。

「た、たぶん、あれがなかったら、もっとひどかったんじゃないかな……」

　妖よう怪かいたちもお散さん歩ぽバッグに入いれておこうかな……。




　診しん察さつ室しつのスライドドアが開ひらいた。

　あ、茜あかねさん！　陽詩ひなたはちょっと驚おどろいた。

　もう診しん察さつが終おわったってことは、朝あさ一いち番ばんで来きたのかも。ハムちゃんが、急きゅうに具ぐ合あいが悪わるくなったのかな？

　ハムちゃんのケースを抱かかえた茜あかねは、いつもの黒くろずくめの服ふく装そうではなかった。

　中なかのドレスこそ黒くろかったが、その上うえに白しろっぽいウインドブレーカーをはおっていたのだ。腕うでをまくって、ラフに着きこなしているその上うわ着ぎは、茜あかねの体からだには大おおきすぎるように見みえた。

　ファッションで、わざと男おとこ物ものを着きているのかな？

「あ！」

　陽詩ひなたを目めにして、茜あかねの顔かおが幼おさなく輝かがやいたように見みえた。でもそれは一いっ瞬しゅんのこと。さっとミステリアス少しょう女じょの仮か面めんが戻もどる。

「陽詩ひなたくん、きのう遊あそびに来きてくれなかったのね。佑ゆう兄にいさまも、さみしがってたわ。麻ま由ゆ香かちゃん、動どう画がに出でてくれるはずなのにって……」

「ご、ごめんなさい。ちょっときのうは、いろいろあって……」

　ほんとは行いきたくなかったんだよな……。後うしろめたく思おもった陽詩ひなたが目めを泳およがせた先さきに、真まっ赤かになった類るいの顔かおがあった。あ、そうか、ぞっこんだったっけ。
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「えーと、あのう、この子こ、竹たけ内うち類るいくんです。このネコは茶ちゃ々ちゃ丸まる……」

　陽詩ひなたがきまじめに紹しょう介かいすると、類るいはからくり人にん形ぎょうのようにぎくしゃくと無む言ごんでおじぎした。

「あ、ネコちゃんを抱だっこしたお友ともだち！」

　茜あかねにそう言いわれて、ほっぺたの赤あかみが三割わり増ましになる類るいだった。

「ハムちゃんさん、お会かい計けいできました」

　受うけ付つけで裕ゆう介すけが呼よんだ。はぁいと返へん事じをした茜あかねは、受うけ付つけに向むかおうとして、ぐらっとよろめく。

「あっ！」

　危あぶない！　陽詩ひなたは倒たおれかけた茜あかねを支ささえようとして、思おもわずその腕うでを握にぎる。

　茜あかねは、陽詩ひなたに寄よりかかるようにして体からだを立たて直なおした。

「ご、ごめんなさいね。ああ、ハムちゃんを落おとさなくてよかった！」

　茜あかねはキャリーケースを抱かかえなおすと、裕ゆう介すけが待まつ受うけ付つけに向むかった。

　ぞっこんの類るいが、その姿すがたを目めで追おいながら言いう。

「やっぱりすてきです。白しろい上うわ着ぎ姿すがたもいいですよね」

　茜あかねは会かい計けいを済すませると、また陽詩ひなたに声こえをかけてきた。

「陽詩ひなたくん、また来きてね。待まってるわ。……あ、ワンちゃんもいっしょにね」

　陽詩ひなたがうなずくと、さっと床ゆかに目めをふせ、ゆっくりと自じ動どうドアから外そとへと出でて行いく。

「いいですね、陽詩ひなたくんは覚おぼえてもらっていて。今こん度ど、ぼくも連つれて行いってもらおうかな、幽ゆう霊れい屋や敷しきへ……」

　類るいがうらやましそうに言いった。陽詩ひなたはちょっと笑わらってうなずくと、受うけ付つけに向むかう。

「お父とうさん」

「陽詩ひなた、朝あさごはん食たべたか？　ケガはどうだ？　傷きずパッド取とりかえなくても大だい丈じょう夫ぶか？」

　裕ゆう介すけは立たて続つづけに質しつ問もん攻ぜめにする。それから、声こえをひそめて耳みみ打うちをした。

「悪わるいな、上うえに行いってやれなくて。見みた通とおり、いっぱいなんだ」

「大だい丈じょう夫ぶだよ。土ど曜よう日びが混こむのはよく知しってるし。今いま、麻ま由ゆ香かが来きて、いっしょに宿しゅく題だいやろうって。……でも、クリスがフードを残のこしてるんだ。おやつのチーズをあげようかな」

「よしよし、チーズは好すきだからな。栄えい養ようが取とれるだろう。……やっぱり元げん気きないのか。午ご後ごから涼すずちゃんに診みてもらおうな」

　裕ゆう介すけはそう言いいながら、カウンターの下したからチーズの小こ袋ぶくろを取とり出だす。

　陽詩ひなたは玄げん関かんをふり返かえってから、気きになることを聞きいた。

「ね、お父とうさん、茜あかねさんのハムちゃん、具ぐ合あいが悪わるいの？」

　いやいやと、裕ゆう介すけは首くびをふる。

「うんちがおかしいかもって心しん配ぱいしてたけど、涼すずちゃんの見みたところ、ごくふつうの健けん康こうな便べんだったようだよ。親しん切せつなトリマーの先せん生せいの顔かおを見みて、安あん心しんしたかったのかもなー」

　裕ゆう介すけがカラカラと笑わらうので、陽詩ひなたもつられて笑わらった。

「しょうがないなぁ。そんな冗じょう談だん言いうと、またお母かあさんが怒おこるよ！　あ、ぼくとクリスは大だい丈じょう夫ぶだから、心しん配ぱいしないでね」

　陽詩ひなたはチーズの小こ袋ぶくろを取とり上あげると、また類るいのところへ戻もどった。

「あ、あのぅ、竹たけ内うち類るいくん、ほんとに心しん配ぱいしてくれてありがとうね。幽ゆう霊れい屋や敷しきだけど、あそこにはいかない方ほうがいいんじゃないかと思おもう……。できれば、かかわらない方ほうが安あん全ぜんだと思おもうんだ」

「え？」

　類るいはぽかんと口くちを開あけて陽詩ひなたを見みた。

「じゃ……」

　陽詩ひなたは軽かるく手てをふると、自じ宅たくへと戻もどっていった。
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「麻ま由ゆ香か、ドア開あけて」

　陽詩ひなたはインターホンに呼よびかけた。

　すぐに麻ま由ゆ香かがドアを開あけてくれる。

「お帰かえりー。クリスのおやつ、あった？」

「うん。だけどね、今いま病びょう院いんに茜あかねさんが来きていて……」

　そう言いいながら靴くつを脱ぬぎかけた陽詩ひなたのところへ、奥おくのリビングからクリスがかけてきた。

「クリス、チーズ食たべるか？　フード残のこしてたから……」

　クリスは、ワンと吠ほえると、陽詩ひなたにいきなり飛とびついてくる。中ちゅう腰ごしになっていた陽詩ひなたは倒たおれかけ、床ゆかに両りょう手てをついてしまった。脱ぬげた靴くつが片かた方ほう飛とんで、ドアにはさまる。

「うわっ、どうしたクリス！」

　クリスは陽詩ひなたの肩かたに前まえ足あしをかけ、フンフン、フンフンと匂においを嗅かぎながらのしかかってくる。

「クリス、ちょっと、おとなしく……」

　クリスの勢いきおいに押おされ、陽詩ひなたはとうとう床ゆかに倒たおれこんでしまった。クリスはそれでも、フンフンと陽詩ひなたの匂においを嗅かぎまくり、急きゅうに頭あたまを上あげてドアの方ほうを見みた。

「クーン……」

　一ひと声こえ鳴ないたかと思おもうと、クリスは陽詩ひなたの体からだをぴょんと跳とびこえ、ぐいっとドアのすき間まに体からだを押おしこんだ。そして陽詩ひなたが止とめる間まもなく、するりとそこを抜ぬけていってしまったのだ。

「クリス！」「クリス!!」

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かが、同どう時じに声こえを上あげる。

　チャッチャッチャッというツメの音おとが、階かい段だんを下くだって消きえていく。

　陽詩ひなたはがばっと起おき上あがり、ドアにはさまった靴くつをひっつかむと、はきながら外そとに出でた。

　階かい段だんをかけ下おりて、商しょう店てん街がいの左さ右ゆうを見みる。

「クリス!!」

　陽詩ひなたは大おおきな声こえで呼よんだが、クリスの姿すがたはどこにもない。

　なんで？

　クリス、どうしたんだ？　ぼくを残のこして、いったいどこへ……？

　ショックをうけた陽詩ひなたは、崩くずれるように道どう路ろに座すわりこみ、必ひっ死しで考かんがえた。

　何なにがクリスに起おこっているんだろう。クリスを突つき動うごかしているものは何なんなんだ……？

「陽詩ひなた、クリスは？」

　麻ま由ゆ香かがかけつけてきた。

「もう、見みえなかった……」

　陽詩ひなたは、猛もう烈れつな勢いきおいで頭あたまの中なかを回かい転てんさせながら、上うわの空そらで言いった。

「ひ、陽詩ひなた、捜さがしに行いかなくちゃ！　ど、どっち？　どっちへ行いったの……？」

　あわてて足あし踏ぶみする麻ま由ゆ香か。

　…………そうだ！　陽詩ひなたは顔かおを上あげた。

　クリスがあんなに必ひっ死しになる理り由ゆうは、たった一つしかない。

「麻ま由ゆ香か、ぼくちょっと行いってくる……」

「ど、どこに？」

　陽詩ひなたは立たち上あがり、階かい段だんをかけ上あがると、部へ屋やに飛とびこんだ。お散さん歩ぽバッグをつかんで、かたわらにあった青あおいリードをその中なかに入いれる。

　それからまた階かい段だんをかけ下おりたところで、麻ま由ゆ香かに腕うでをつかまれた。

「ね、どこへ行いくの？　クリスはどこへ行いったの？」

　陽詩ひなたは真しん剣けんな顔かおで麻ま由ゆ香かを見みた。

「幽ゆう霊れい屋や敷しき。……危き険けんかもしれないから、ついてこなくていい。ぼくが行いってくる。ぼくはもう二に度どと、クリスを離はなさないって決きめたんだから……」

　陽詩ひなたは走はしり出だす。

「何なに言いってんの！　わたしがついていかないわけないでしょ！」

　麻ま由ゆ香かはどなって、陽詩ひなたの後あとを追おおうとする。

「麻ま由ゆ香かさん！」

　呼よびかけられた麻ま由ゆ香かがふり返かえると、茶ちゃ々ちゃ丸まるを抱だいた類るいがびっくりした顔かおをして立たっていた。

「何なにかあったんですか？」

「クリスがいなくなっちゃったの！　陽詩ひなたが幽ゆう霊れい屋や敷しきに行いくっていうから、わたしも!!」

　麻ま由ゆ香かはまた走はしり出だした。
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　陽詩ひなたは、幽ゆう霊れい屋や敷しきの門もんに巻まきついている鎖くさりを乱らん暴ぼうに解ほどいた。

　ジャランと音おとを立たてて、鎖くさりが下したに落おちる。

　玄げん関かんにかけよって、ドアをドンドンとたたいた。

「開あけて！　クリスを返かえせ！　開あけろー！」

　後うしろからかけてきた麻ま由ゆ香かが、インターホンに飛とびつき、ボタンを連れん打だする。

「陽詩ひなた、わたしだってチームなんだからね。勝かっ手てにひとりで行いかないでよねっ！」

　ドアが開ひらいて、すき間まから佑ゆう馬まが顔かおを突つきだした。

「うるせーなー。……おお、麻ま由ゆ香かちゃん、来きてくれたか！　待まってたよ、きみがいないと……」


「クリスを出だせ！」



　陽詩ひなたが必ひっ死しでドアにかじりつき、こじ開あけようとする。

「な、何なんだよ。クリス？　犬いぬなんて、ここには……」

「いるはずだろ！　クリスをさらおうとしているのは、この屋や敷しきの人ひとたちだ。きのう車くるまにクリスを引ひっぱりこもうとしたのは、佑ゆう馬まさんでしょ？　この指ゆび輪わ、はっきり見みたんだ！」

　陽詩ひなたはそう叫さけんで、ドアのはしをつかんでいる佑ゆう馬まの左ひだり手ての指ゆび輪わを指さした。

　さっき思おもい出だしたんだ。きのう、白しろい車くるまの助じょ手しゅ席せきから出でてきた手てが、一いっ瞬しゅんチカッと光ひかったのを。

　そう、このドクロの指ゆび輪わの目めだ！

　ハッと指ゆび輪わを隠かくそうとした佑ゆう馬まに体たい当あたりすると、陽詩ひなたは玄げん関かんホールに飛とびこんだ。

「陽詩ひなた、待まって！」

　麻ま由ゆ香かも後あとに続つづく。

　陽詩ひなたはホールの真まん中なかで叫さけんだ。


「クリスーーーッ！」



「お前まえな、いつもいつも、勝かっ手てに入はいりこんで……」

　佑ゆう馬まが陽詩ひなたに飛とびついて羽は交がいじめにしようとする。

「何なにすんのよ！　クリスがいるなら、出だして！」

　麻ま由ゆ香かが佑ゆう馬まのおしりを思おもい切きりけった。

「いてっ！　お前まえこそ何なにすんだ！」

　三人にんでもみ合あっていると、奥おくのドアがカチリと開あいた。

「どうしたの、佑ゆう兄にいさま……？　あら、陽詩ひなたくん、麻ま由ゆ香かちゃん」

　茜あかねだった。さっき着きていたウインドブレーカーは脱ぬぎ、黒くろいドレスだけになっている。陽詩ひなたは佑ゆう馬まの腕うでをかいくぐり、茜あかねのもとへ走はしった。

「茜あかねさん！　クリス、ここに来きたよね？　茜あかねさんを追おいかけてきたはずだよ」

　まるで黒くろいボタンのような茜あかねの目めが、陽詩ひなたの顔かおから、階かい段だんの上うえへと移い動どうする。

「二階かいにいるんだね？」

　床ゆかをけって、走はしり出だそうとする陽詩ひなた。

「違ちがうわ！」

　茜あかねが鋭するどく言いう。陽詩ひなたは足あしを止とめた。

「二階かいにいるのは、わたしのお母かあさま……。あなたに会あいたいと言いっているの」

「……お母かあさん？　ぼくに会あいたがってる……？」

　陽詩ひなたはぽかんと口くちを開あける。茜あかねさんのお母かあさんが、何なんでぼくに会あいたいんだろう。

「前まえにあなたに会あったことがあるんですってね。またごあいさつしたいんですって」

　セリフを読よんでいるような口く調ちょうだった。

　ぼくと前まえに会あったことがあるって……？　陽詩ひなたは混こん乱らんした。茜あかねさんのお母かあさんになんて、会あった覚おぼえがない。だれのこと？

「今いま、呼よんでくるから、奥おくの部へ屋やで待まっていらして。……さあ、どうぞ」

　茜あかねは機き械かい的てきに後うしろのドアを開あけ、その奥おくへ手てを差さしのべた。

「麻ま由ゆ香かちゃんもどうぞ。すぐ呼よんでくるわ」

「そ、そんなことより、クリスを……！」

　陽詩ひなたが叫さけぶと、茜あかねは床ゆかに目めを落おとして静しずかに言いった。

「ワンちゃんのことも、お母かあさまがお話はなしするわ。さあ、入はいって……」

　仕し方かたなく陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かが部へ屋やに入はいると、茜あかねは外そと側がわからぱたんとドアを閉とじた。

　カチリ……。冷つめたい音おとがする。

　陽詩ひなたはハッとしてドアノブに飛とびついた。ガチャガチャと回まわすが、ドアは開あかない。

　カギをかけられた！

「閉とじこめられちゃったの?!」

　麻ま由ゆ香かが悲ひ鳴めいを上あげた。陽詩ひなたはもう一いち度どノブを回まわしてみるが、手てごたえは同おなじだった。

　くそーっ、やられた……。
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　陽詩ひなたはドアをバンバンとたたき、大おお声ごえで叫さけんだ。

「クリスーッ！　クリスを返かえせーっ!!」

　どこか遠とおくで、クリスのワンという声こえが聞きこえた気きがする。

「クリス？」

　手てを止とめて耳みみを澄すましてみたが、もう聞きこえてこない。空そら耳みみか……。

　カラカラ……と音おとがしたので、陽詩ひなたはハムちゃん専せん用ようテーブルにかけよった。回まわし車ぐるまを勢いきおいよく回まわすハムちゃんは、元げん気きいっぱいのようだ。ケージは清せい潔けつだし、フードもお皿さらに入はいっている。

　よかった……。陽詩ひなたは思おもった。茜あかねはハムちゃんを大だい事じにしているんだ。動どう物ぶつ病びょう院いんに来くるための道どう具ぐとして使つかっているだけじゃない。

「陽詩ひなた……」

　麻ま由ゆ香かが震ふるえる声こえで言いった。

「どうしてクリスはここへ来きたと思おもうの？　ほんとにここにいるの？」

　陽詩ひなたは、相あい変かわらずほこりっぽい部へ屋やの中なかを見み回まわし、麻ま由ゆ香かの質しつ問もんに、質しつ問もんで答こたえる。

「クリスがぼくの止とめるのも聞きかずに、勝かっ手てに飛とび出だしていく理り由ゆうって何なんだと思おもう？」

「飛とび出だす理り由ゆう？」

　麻ま由ゆ香かはじっと考かんがえこんだ。

　陽詩ひなたは部へ屋やをかけ回まわり窓まどを調しらべてみた。どの窓まどにもなぜかクギが打うち込こんであり、開あきそうもない。これじゃ、幽ゆう霊れい屋や敷しきじゃなくて、監かん禁きん屋や敷しきだ！

　いきなり回まわし車ぐるまが止とまり、部へ屋やの中なかが静しずまりかえった。きょうはサークルの大だい学がく生せいもいない。右みぎ手ての大おおきなテーブルには、パソコンもスマホもなく、きれいに片かたづけられている。くちゃくちゃの紙かみが数すう枚まい、床ゆかに落おちているだけだ。

　陽詩ひなたは、その中なかの一枚まいを拾ひろって、テーブルの上うえでしわを伸のばした。人ひとの名な前まえと住じゅう所しょらしきものが、何なん件けんも乱らん暴ぼうな字じで書かきこまれている。その横よこに、日ひ付づけ、そしてハワイ、プーケット、パリ、ラスベガスと、外がい国こくの地ち名めいが書かいてあった。

　麻ま由ゆ香かが首くびをふりながら、テーブルに近ちか寄よってきた。

「クリスが飛とびだしていく理り由ゆう、わかんないよ。……その紙かみ、何なに？」

「あの大だい学がく生せいたち、ほんとにここで動どう画がを作つくろうとしてたのかな……」

　陽詩ひなたは、残のこりの紙かみも広ひろげてみる。一枚まい目めと同おなじようなことが、同おなじように書かかれていた。

「もしかしたら、海かい外がい旅りょ行こうに行いってる人ひとのブログや、ＳエスＮエヌＳエスの書かきこみを調しらべて、そこをねらって空あき巣すをしてたんじゃないかな……？」

「え？　……ああ！　おじいちゃんが警けい察さつ犬けんを連つれて捜そう査さに行いったっていう、空あき巣す？」

「そう。旅りょ行こうに行いくと、そこで撮とった写しゃ真しんをみんなに見みせたいよね？　だからすぐネットにアップする。でもそれって、いまうちは留る守すですよーって、みんなに知しらせてるようなもんなんだよ。しかも、海かい外がい旅りょ行こうに行いけるような人ひとたちだから、結けっ構こうお金かね持もち……」

「なーるほど！　ちょっと調しらべれば、その人ひとの住じゅう所しょまでわかっちゃうってことなんだ」

　陽詩ひなたはうなずいた。動どう画が撮さつ影えいもうそかもしれない。いや、ほんとのことって、あったのかな？

　暖だん炉ろの横よこを見みると、この前まえ見みつけたお宝たからの箱はこも、きれいになくなっていた。

　もしかしたら、あれだけは本ほん物もののお宝たからで、ぼくとクリスが見みつけてあげちゃったのかもしれない。宝たから探さがしは楽たのしかったけど、その結けっ果か、泥どろ棒ぼうたちにお宝たからを渡わたしちゃったってことか……。

「ねえ、陽詩ひなたったら！　クリスが飛とびだしていく理り由ゆうは？」

　麻ま由ゆ香かがじれったそうに聞きく。

　そうだ、クリスだ！　陽詩ひなたはまたあたりを見み回まわしながら答こたえる。

「クリスとぼくは、ほんとにいい相あい棒ぼうなんだ。そう思おもうよね？　でも、クリスには、ぼくよりも大たい切せつな人ひとがいるんだ。その人ひとのためだったら、ぼくの言いうことなんか耳みみに入はいらない……」

　陽詩ひなたは目めの奥おくが熱あつくなった。認みとめたくないけれど、それは仕し方かたのないことなんだ。

「小こ林ばやしさん……？」

　麻ま由ゆ香かが小ちいさな声こえで言いう。陽詩ひなたはうなずいた。

「そう。クリスは、小こ林ばやしさんの匂においを感かんじたら、いてもたってもいられないはずなんだ。どんなに止とめようと、その匂においにひきつけられちゃう。初はじめてここに来きたときも、小こ林ばやしさんの匂においを感かんじたから、無む理りやりここに入はいりこんだんだと思おもう。その後あとは、匂においが薄うすれちゃったみたいだけど」

　麻ま由ゆ香かは目めを丸まるくした。

「幽ゆう霊れい屋や敷しきと小こ林ばやしさんが関かん係けいあるの？」

「だって、そうじゃなきゃ、クリスの行こう動どうの説せつ明めいがつかないもん。きのう、車くるまを追おいかけたのも、小こ林ばやしさんの匂においのついたものが、あの車くるまにのせてあったからだと思おもう。今いまも、そうだ……」

「だ、だって、小こ林ばやしさん、どこにもいないじゃない」

　麻ま由ゆ香かはあたりを見み回まわして不ふ思し議ぎそうに言いった。

「クリスは何なにを追おってきたの？」

「さっき動どう物ぶつ病びょう院いんで茜あかねさんに会あったとき、あの人ひとは男おとこ物もののウインドブレーカーを着きてた。いつもと違ちがうファッションで、おかしいなとは思おもったんだけど……。茜あかねさんはよろけたふりをして、ぼくにそれをこすりつけたんだ。あのウインドブレーカーは、きっと小こ林ばやしさんのものなんだよ。だからぼくが家いえに帰かえったとたん、クリスは興こう奮ふんしてぼくを押おし倒たおして匂においを嗅かいだ。そして、小こ林ばやしさんの匂においをまとった茜あかねさんを追おって、外そとへ飛とび出だして行いったんだ……」

「じゃ、小こ林ばやしさんはどこ？」

「わからない……。でも、小こ林ばやしさんのウインドブレーカーでクリスをおびき寄よせたんだから、茜あかねさんがその居い場ば所しょを知しっているのは、確かく実じつだと思おもう」

　それを聞きいたとたん、麻ま由ゆ香かはドアへかけていってバンバンたたいた。

「こらーっ、茜あかね！　小こ林ばやしさんを返かえせ！　クリスを返かえせーっ！」

　陽詩ひなたももう一いち度ど叫さけんだ。

「クリスーッ、どこだーっ！」

　もしクリスがほんとに犯はん罪ざいの証しょう拠こを握にぎっているのだったら、殺ころされてしまうかもしれない。ぼくが一いち番ばん大だい事じな人ひとじゃなくてもいい。ただ、クリスに無ぶ事じでいてほしい！

「クリスー、返へん事じして!!」

「ワン！」

　遠とおくから声こえが聞きこえた。陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かはハッとして動うごきを止とめる。

「ワン！」

　空そら耳みみじゃない。やっぱりクリスがいるんだ！

「どこ？　クリスどこ？」

　麻ま由ゆ香かが叫さけぶ。

「しっ！」

　陽詩ひなたは麻ま由ゆ香かを制せいして耳みみを澄すました。外そとかな？　二階かいかな？

「ワン……ワン！」

　かなり遠とおいような気きがする。上うえの方ほうじゃない。もっとこもったような……。

「下した？」

　陽詩ひなたはとっさに、ほこりだらけの床ゆかに耳みみを付つけた。

「ワン！」

　今いままでより大おおきく聞きこえる。この床ゆか下しただ！

「地ち下か？　地ち下か室しつ？　でも、それってどこにあるの？　入いり口ぐちはどこ？」

　麻ま由ゆ香かの言こと葉ばに、陽詩ひなたは反はん射しゃ的てきに暖だん炉ろを見みた。

　この前まえ、お宝たからを見みつけた隠かくし扉とびらは、暖だん炉ろの左ひだり側がわにあった。

　もしかしたら……。

　陽詩ひなたは暖だん炉ろの右みぎ側がわの壁かべに取とり付つけられている、飾かざり板いたに飛とびついた。こっちの浮うき彫ぼりにも、たくさんの菊きくの花はなが彫ほられている。でも、中ちゅう心しんがタマゴ形がたになっている花はなはない。

　花はなの中なかに、ときおりニワトリが見みえ隠かくれしている。その中なかに、首くびをうずめ、目めをつぶって、眠ねむりこんでいるようなニワトリがいた。心こころなしかほかの彫ちょう刻こくより、まわりから浮ういているように見みえる。

　この屋や敷しきの中なかで、目めをつぶっているニワトリは珍めずらしいなと、陽詩ひなたは思おもった。

　左ひだり側がわには、一いち番ばん若わかいニワトリ。そして、こっち側がわにいるのは、一いち番ばん年としを取とっているニワトリなのかも……。

　陽詩ひなたは、そのニワトリに手てをかけてみた。ちょうど、片かた手てでつかめるくらいの丸まるい形かたちだ。

　もしかしたら、動うごく？　ニワトリを、ぐるっと回まわしてみた。

　ガコン！

　飾かざり板いたの下したの壁かべに、縦たてにすき間まが入はいった。

「陽詩ひなた！　ドアだよ！」

　麻ま由ゆ香かが両りょう手てで口くちをおおって叫さけんだ。陽詩ひなたはドアを押おしこんで、中なかに声こえをかけてみる。

「クリス……」

「ワン！」

　さっきより、声こえが大おおきく聞きこえた！

　キィィ……。ドアをいっぱいに押おしこむと、下したに向むかう階かい段だんがあらわれた。

　陽詩ひなたはかがんでドアを通とおり抜ぬけると、迷まよわず暗くらい階かい段だんを下おりる。ギシリ、ギシリと階かい段だんが鳴なる…………。

　階かい段だんは途と中ちゅうでＵユー字じに折おれ、下おりきった突つき当あたりにあったのは、粗そ末まつな木もく製せいドアだった。

「クリス？」

　陽詩ひなたが呼よびかけると、ドアの中なかから返へん事じがあった。

「ワン！」

　陽詩ひなたは急いそいでドアを押おす。

「ウオーン！」

　ドアのすき間まから、勢いきおいよくクリスが飛とびついてきた！

「クリス！」

　陽詩ひなたは、かがみこんでクリスを抱だきしめる。

「よかった！　クリス、無ぶ事じだったんだね……」

　クリスのしめった鼻はなの頭あたまが冷つめたい。思おもわず涙なみだが出でてきた。

　もう一いち度どぎゅっと抱だきしめて、ふと顔かおを上あげる。

　ドアの向むこうに部へ屋やが広ひろがり、その真まん中なかにイスがあって、男おとこの人ひとがひとりすわっていた。

　天てん井じょうからぶら下さがっているのは、薄うす暗ぐらい電でん球きゅう一個こ。質しっ素そな板いたを張はりめぐらせた、がらんとした部へ屋や……。あるのはただ、ぼんやり照てらされた、古ふるい布ぬの張ばりの大おおきなイス一脚きゃくだけだ。

　ひじ掛かけの上うえに両りょう手てをのせてすわっているその人ひとは、こわばった笑えみを浮うかべていた。

　男おとこの人ひとに見みとれて陽詩ひなたの手てがゆるむと、クリスはするりとその手てを抜ぬけ、イスのそばへと走はしっていった。そして、すわっている男おとこの人ひとの足あしに体からだをすり寄よせている。

　乱みだれた髪かみ、こけたほお、そして、まばらに生はえたヒゲに、汚よごれた白しろいＹワイシャツとジーンズ。身みじろぎもせず、声こえも出ださない。目めだけをクリスに向むけている。

　でも、その人ひとがだれなのか、陽詩ひなたにはよくわかっていた。

「陽詩ひなた……？　その人ひとは……」

　後あとから階かい段だんを下おりてきた麻ま由ゆ香かが、陽詩ひなたの腕うでをそっと握にぎる。

　陽詩ひなたはゴクリとつばをのむと、イスにすわった男おとこの人ひとに近ちかづいた。

「こ、小こ林ばやしさん。ぼく、陽詩ひなたです」

　こわばっていた男おとこの人ひとのほおが少すこしゆるみ、目めにきらっと光ひかるものが浮うかんだ。

「クリスを、お預あずかりしていました……」

　ぽろりと涙なみだが一ひと粒つぶ、彼かれの目めからこぼれ落おちる。

　そのとき。

「あーら、見みつかっちゃった……」

　背はい後ごで、冷つめたい笑わらい声ごえがした。
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　ぎょっとしてふり向むくと、ドアの前まえに背せの高たかい女おんなの人ひとが立たっていた。

　きりっとしたパンツスーツに、ハイヒール、髪かみは黒くろいボブカット。頭あたまの切きれそうな、華はなやかな人ひとだ。そして、いい香かおりの香こう水すいをまとっている。

　あ、この人ひと……！

　陽詩ひなたはハッとした。そうだ、会あったことがある。一いち度どは、商しょう店てん街がいの宝ほう石せき店てん、ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラの前まえで。もう一いち度どは早そう朝ちょうの散さん歩ぽに出でたとき、自じ宅たくの前まえで……。

　クリスが小こ林ばやしの足あしもとから立たち上あがり、身みを引ひいて、ウウウ……と低ひくくうなり声ごえを上あげる。そうだ、クリスはあのときからこの人ひとが嫌きらいだった。

「目め等ひとヘレンさん……」

　陽詩ひなたが口くちの中なかでつぶやくと、その女じょ性せいは驚おどろいたように笑わらった。

「あら、よく覚おぼえていてくれたこと！　お宝たからや、この部へ屋やを見みつけただけのことはある。さすがね！」

「だ、だれ……？」

　麻ま由ゆ香かはぼうぜんとして、陽詩ひなたのそでを引ひっぱる。

「……ほ、宝ほう石せき屋やさんの社しゃ長ちょうさん。ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラに宝ほう石せきを卸おろしてる……」

　茜あかねさんのお母かあさんって、ヘレンさんだったのか？　陽詩ひなたはあぜんとした。

「じゃ、この人ひとがだれかもわかってるのね？」

　ヘレンは濃こい紫むらさき色いろに塗ぬったツメを、イスにすわった男だん性せいに向むけた。陽詩ひなたはうなずく。

「こ、小こ林ばやしさん……です」

「正せい解かい！　子こどものくせに、何なにもかもわかっていそうね。じゃ、最さい後ごの質しつ問もん。わたしが何なにを望のぞんでいるかも、わかるかしらね？」

　陽詩ひなたは、数すう秒びょう考かんがえこんだ。

　ぼくたち、どうなるんだろう……。

　ここにはヘレンさん、上うえには茜あかねさんと佑ゆう馬まさんがいる。もしかしたら、この前まえの大だい学がく生せいたちも潜ひそんでいるかも。

　こっちには、子こどものぼくと麻ま由ゆ香か、クリス、そして体からだを動うごかせないらしい小こ林ばやしさん……。

　絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいって、このことだ！

　完かん全ぜんに自じ由ゆうを奪うばわれてしまうまでの時じ間かんを、少すこしでも引ひきのばすしかない。

　追おいつめられた陽詩ひなたは、ぐっとおなかに力ちからを入いれて、口くちを開ひらいた。




「ヘレンさんは、窃せっ盗とう団だんのボスだよね？　この前まえ、ぼくたちが巻まきこまれた宝ほう石せき泥どろ棒ぼうの事じ件けんの犯はん人にんも、あなたの下もとで働はたらいていた」

　ヘレンのまゆが、片かた方ほうだけ上あがる。

「へぇ、それで？」

「たぶん、もっといろいろな悪わるいことをやってるんだと思おもう。このお屋や敷しきでやっていたのは、空あき巣すのための情じょう報ほう収しゅう集しゅう。ネットで情じょう報ほうを集あつめさせ、それをもとに、ほかの手て下したに盗ぬすみをはたらかせていたんじゃないかな……」

「まあ、失しつ礼れいね。人ひとをコソ泥どろみたいに！」

　ヘレンは声こえを上あげて笑わらった。

「でもまあ許ゆるしてあげるわ。この前まえあなたが見みつけてくれた骨こっ董とう品ひん、結けっ構こうな価か値ちがあったみたいだもの。あれを発はっ見けんしただけでも、この屋や敷しきを根ね城じろにした価か値ちがあった。感かん謝しゃしてるわ」

　くそっと陽詩ひなたは胸むねの内うちで歯はがみした。こんなヤツに、お宝たからを見みつけてやっちゃったのか……。

「ま、余よ計けいなことはいいわ。で、今いま、わたしが望のぞんでいること、わかっているの？」

　陽詩ひなたの胸むねが、ずきっと痛いたんだ。

「……たぶん……」

　ヘレンの口くち元もとがゆがむ。少すこしイライラしてきたようだ。

「じゃ、早はやく答こたえなさい！　わたしの欲ほしいものを、早はやく渡わたして！」

　陽詩ひなたの横よこで、麻ま由ゆ香かがヒッと息いきを吸すいこむのがわかった。

　陽詩ひなたは、もう一いち度どかくごし直なおしてから話はなし始はじめた。

「ヘレンさんは、小こ林ばやしさんが持もっている情じょう報ほうが欲ほしいんだよね。小こ林ばやしさんは、何なにかあなたの弱よわみを握にぎってる……」

「こんな男おとこがわたしの弱よわみを？　バカなこと言いわないで。わたしはただ、裏うら切ぎり者ものの名なを知しりたいだけよ」

　裏うら切ぎり者もの？

　そうか、ヘレンさんは自じ分ぶんの組そ織しきの中なかに、情じょう報ほうを漏もらす人じん物ぶつがいることに気きづいたんだ。内ない通つうする部ぶ下かを知しらずに囲かこっておくと、そのうちに組そ織しきはこわれていってしまう。

　小こ林ばやしさんは、その人ひとから、お得とく意いさんの孫まごを助たすけるための情じょう報ほうをもらおうとしたんだね。

　陽詩ひなたは、小こ林ばやしの顔かおを見みた。小こ林ばやしさん、どうしよう……。

　小こ林ばやしの目めは陽詩ひなたを見みかえしたが、悔くやしそうな光ひかりがちらつくだけだった。




　ヘレンははきすてるように言いった。

「その男おとこに何なにを期き待たいしてもダメよ。ケガをしてから、まるで動うごけないんだもの。すわっているのがやっと。口くちもきけない。佑ゆう馬またちに世せ話わをさせて、やっと生いきているような状じょう態たいなんだから」

　えっ、そうなの……？　麻ま由ゆ香かが首くびをすくめて小こ声ごえでつぶやく。

　陽詩ひなたは胸むねがつぶれる思おもいがした。

　小こ林ばやしさんは、そんな状じょう態たいで、半はん年とし近ちかくも監かん禁きんされていたのか！

「わたしがその男おとこを捕つかまえたとき、その男おとこは情じょう報ほうの入はいったＵユーＳエスＢビーを、犬いぬに持もたせて逃にがしたのよ。でも、そのＵユーＳエスＢビーはこちらの手てにある。逃にげる途と中ちゅうで犬いぬが落おとしたとき、部ぶ下かがちゃんと回かい収しゅうしてきたから……。ただ、開ひらくためのパスワードがわからない。事じ務む所しょから、パソコンも盗とってこさせたけれど、そっちもダメだったわ」

　ヘレンはキリキリと歯はをかみしめている。

「その男おとこは何なにもしゃべれないけれど、犬いぬのことを聞きいたときだけ、まばたきが増ふえるの。犬いぬが、何なにか秘ひ密みつを握にぎっているに違ちがいない。だから、その犬いぬの行ゆく方えを捜さがしたの……」

　小こ林ばやしの目めが、ぎゅっと閉とじられる。陽詩ひなたはその気き持もちをさっして、小こ林ばやしの肩かたに手てを置おいた。

「四、五か月げつ前まえだったかしら？　この屋や敷しきを根ね城じろに使つかい始はじめたころ、動どう物ぶつ病びょう院いんの前まえであんたとその犬いぬに会あったのを思おもい出だしたわ。茜あかねに聞きいたら、小こ林ばやしの犬いぬと同おなじ種しゅ類るいかもしれないって言いうじゃないの。それで、茜あかねに、あんたたちを誘さそい出だすよう言いいつけた。あの子こもなかなかやるでしょ？　ハムスターを連つれて行いったり、ハンカチをわざと落おとしてきたり、なんてね！」

　ヘレンはくすくすと笑わらう。

　やっぱりそうだったのか……。陽詩ひなたは納なっ得とくした。みんな仕し組くまれてたんだ。幽ゆう霊れい屋や敷しきも、動どう画が撮さつ影えいも……。ヘレンは続つづける。

「でも、せっかくその犬いぬを捕つかまえたのに、首くび輪わや口くちの中なかを捜さがしても、手てがかりになるようなものは見みつからなかった。途と中ちゅうで逃にげられちゃったしね……」

「そ、そうか。クリスにとっては、クモが出でてきてくれてよかったんだね……」

　麻ま由ゆ香かがこわごわ言いった。

　陽詩ひなたはうなずいた。

　この人ひとたちは、クリスの歯はの中なかに、秘ひ密みつの詰つめ物ものでもあると思おもったのだろうか……。茜あかねさんがかまれたのは、クリスの口くちの中なかに無む理りやり手てを突つっこんだからだ。やっぱりクリスは、理り由ゆうもなく人ひとをかんだりしない！

「それで、宝たから探さがしのときにクリスの能のう力りょくを見みて、小こ林ばやしさんの犬いぬだと確かく信しんしたんだね？」

　陽詩ひなたが確たしかめる。

「そうよ。そっちの女おんなの子こが、元もと警けい察さつ犬けんだってはっきり言いったしね。でも車くるまで連つれてこようとして、佑ゆう馬まも失しっ敗ぱいしちゃって……」

　ヘレンはじれったそうに首くびをふった。

「もうこんな話はなしはたくさん。さっさとパスワードを教おしえて。いい、小こ林ばやし？　わたしはこの手てに、このふたりの子こと、あんたの大だい事じな犬いぬの命いのちを握にぎってるのよ！　さあ、どうすればいいの？　この犬いぬのどこに、パスワードがかくしてあるの？」

「ク、クリスが、殺ころされちゃう……」

　麻ま由ゆ香かがうめくように言いった。

　クリスは、ウウ……とうなって、ヘレンに歯はをむきだしている。

　しかたない……。陽詩ひなたはぐっとこぶしを握にぎった。

「小こ林ばやしさん、ぼく、ヘレンさんに教おしえてもいい？」

　じっと小こ林ばやしの顔かおを見みつめると、彼かれはゆっくりとまばたきをした。

　了りょう解かいのサインだと陽詩ひなたは思おもい、その先さきを言いった。

「マイクロチップだよね？」

　小こ林ばやしは、またゆっくりまばたきをした。やっぱりそうか。

　陽詩ひなたは、ヘレンにもう一いち度ど向むき直なおった。

「ヘレンさん、今いま、だいたいの犬いぬやネコには、マイクロチップが埋うめこまれている。迷まい子ごや、盗とう難なん、捨すてたりするのを防ふせぐために、十五桁けたの個こ体たい識しき別べつ番ばん号ごう、つまりＩアイＤディー番ばん号ごうが入はいってるんだ。小こ林ばやしさんのＵユーＳエスＢビーとパソコンのパスワードは、クリスのＩアイＤディー番ばん号ごうだと思おもう」

　小こ林ばやしは、ゆっくり三度ど目めのまばたきをする。

　ヘレンの顔かおに、残ざん忍にんな笑えみが広ひろがっていった。

「じゃ、マイクロチップをその犬いぬから取とり出だせばいいのね?!」

「いやーっ！　やめて！」

　麻ま由ゆ香かが口くちをおさえて叫さけぶ。陽詩ひなたがきっぱりと言いった。

「ダメだよ。そんなことをしたら、かえってＩアイＤディー番ばん号ごうはわからなくなる。ぼくは、獣じゅう医いの家いえの子こだから、よく知しってるんだ。マイクロチップは太ふとさが二ミリ、長ながさが一センチくらいしかない。注ちゅう射しゃ器きで体からだに入いれるほど小ちいさなものなんだ。一いち度ど入いれたものの場ば所しょを捜さがして取とり出だすなんて、獣じゅう医いさんにだって無む理りだ。チップにキズが付ついたら終おわりだし」

　陽詩ひなたはもう一いち度ど、こぶしを握にぎって、おなかに力ちからを入いれた。

「しかも、クリスが死しんだら、もう二に度どとパスワードはわからない。埋うめ込こまれたマイクロチップが信しん号ごうを出だすのは、ペットが生いきてる間あいだだけ。死しんじゃったら、もう信しん号ごうは止とまっちゃうんだ」

　ヘレンは、ハーッと息いきをはき出だした。

「じゃ、どうやってそのＩアイＤディー番ばん号ごうとかを読よみ取とるのよ」

「……専せん門もんの獣じゅう医いさんのところへ行いくか、動どう物ぶつ保ほ護ごセンターとかに行いくかしか方ほう法ほうはない……」

　陽詩ひなたの顔かおをグッとにらむと、ヘレンはゆっくりと口くちを開ひらいた。

「ありがとうね、いろいろ教おしえてくれて。じゃあ、とにかく、その犬いぬはこっちによこしなさい」

　ヘレンはドアの方ほうを向むいて、一ひと声こえ叫さけんだ。

「茜あかね！」




　ドアが開あいて、目めをふせた茜あかねが入はいってきた。ドアの後うしろで待まっていたらしい。

「茜あかね、その犬いぬを上うえに連つれて行いって」

　ヘレンの命めい令れいに、茜あかねはちらりとクリスを見みてとまどった。

「でも、お母かあさま、リードが付ついていません」

「リード？」

　陽詩ひなたは、お散さん歩ぽバッグを開あけると、中なかから青あおいリードを出だして見みせた。

「これです。今いま付つけるから、クリスを乱らん暴ぼうにあつかわないで……」

　陽詩ひなたは、クリスの上うえにかがみこんで、首くび輪わにリードを付つけるふりをした。

　手てが震ふるえているように見みせかけながら、わざとゆっくり……。

　その間あいだに、クリスの目めをじっと見みつめる。

　クリス、いいか……？　クリスの耳みみが、ピクリと動うごく。

「早はやくして！」

　ヘレンはイラつきながら、茜あかねを見みて強つよい口く調ちょうで言いった。

「茜あかね、すぐにここを引ひき払はらうから、その犬いぬを連つれて、佑ゆう馬まの車くるまに乗のりなさい。さっさとするのよ。こいつらはここに置おいていくから」

「お母かあさま、ハムちゃんも連つれて……」

　チッとヘレンは舌した打うちをした。

「聞きいてなかったの？　今いますぐに！」

　陽詩ひなたはクリスの横よこにしゃがんだまま、リードの先さきを茜あかねに差さし出だした。

　茜あかねは陽詩ひなたのそばにきて、リードに手てを伸のばす。

　茜あかねの陰かげになり、ヘレンからはクリスの姿すがたは見みえないはずだ。

　陽詩ひなたは茜あかねにリードを差さし出だしたまま、ハッと気きづいたように左ひだりを見みて、小ちいさな声こえでささやいた。

「あ、ハムちゃん?!」

　茜あかねの目めが大おおきく見み開ひらかれ、さっと陽詩ひなたの視し線せんを追おう。

　茜あかねさん、ごめん！

　陽詩ひなたの手てが、茜あかねの手てをパンと左ひだりに払はらった！

　茜あかねの体からだがぐらっと傾かたむいたと同どう時じに、陽詩ひなたはヘレンを指ゆびさして叫さけんだ。


「クリス、襲おそえ!!」






　ダッとクリスがヘレンに飛とびかかる！

「うわっ！」

　クリスはヘレンのそでにかみついたまま、左さ右ゆうに首くびをふった。
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　不ふ意いを突つかれたヘレンは、たまらず床ゆかに倒たおれこむ。

「わーっ、茜あかね！」

　茜あかねは床ゆかに座すわりこんだまま、ぼうぜんとヘレンを見みている。

　クリスはうなりながら、ヘレンのそでをぐいぐいと引ひいた。

「やめて、この犬いぬ！　止やめさせて！　佑ゆう馬まーっ！」

　陽詩ひなたは、横よこの麻ま由ゆ香かに叫さけんだ。

「麻ま由ゆ香か、助たすけを呼よんできて！」

「わ、わかった！」

　麻ま由ゆ香かがドアを開あけて走はしり出でようとしたとき、ドタドタと上うえから佑ゆう馬まが下おりてきた。

「麻ま由ゆ香か、よけろ！」

　陽詩ひなたが叫さけぶ。

　麻ま由ゆ香かがしゃがみこんだところで、陽詩ひなたはバッグから取とり出だしたカプセルを、ドアめがけて投なげつけた。

　カプセルはちょうど入はいってきた佑ゆう馬まの額ひたいにあたり、パカッと弾はじけて赤あかい粉こなが飛とぶ。

「う、うわっ！　め、目めが……!!」

　佑ゆう馬まは顔かおを押おさえて、床ゆかに倒たおれこんだ。

「いて、いてててーっ！」

　そのまま、床ゆかを転ころげまわる佑ゆう馬ま。しばらくは目めを開あけられないだろう。トウガラシ爆ばく弾だんは、効こう果か抜ばつ群ぐんだった。竹たけ内うち類るいくん、カプセルをくれてありがとう！

「麻ま由ゆ香か、大だい丈じょう夫ぶか？　頼たのむ、行いって！」

　麻ま由ゆ香かはあわてて立たち上あがると、転ころげている佑ゆう馬まを飛とび越こえて、階かい段だんをかけ上あがっていく。

　陽詩ひなたは、実じっ際さいはクリスに付つけていなかったリードを、必ひっ死しでヘレンの足あしに巻まきつけた。

「や、止やめろ、止やめろってばーっ！」

　ヘレンは暴あばれるが、陽詩ひなたはリードをぐいぐいと引ひいた。

　ちょっとだけでも動うごけなくなればいい。解ほどくのに時じ間かんがかかれば、その間あいだに逃にげられる……。

　一いっ方ぽうで佑ゆう馬まは、いまだに大おお声ごえで叫さけびながら転ころげまわっている。

　リードをなんとかしばり終おえると、陽詩ひなたはクリスに言いった。

「止やめ！　クリス、止やめ！」

　クリスはヘレンのそでから口くちを離はなして、ピッと耳みみを立たて陽詩ひなたの顔かおを見みる。


「行いけ、クリス！　麻ま由ゆ香かの後あとを追おって、助たすけを呼よんできて。行いけ、ふり返かえるな！」



　次つぎの瞬しゅん間かん、クリスはダッと床ゆかをけり、階かい段だんをかけ上あがっていった。

「あ、茜あかね！　何なにやってるの、その子こを何なんとかしなさい！」

　ヘレンは床ゆかに倒たおれたままうめき、茜あかねの方ほうに手てを伸のばし、ずりずりと体からだを動うごかす。

　茜あかねは小こ林ばやしの横よこの床ゆかにすわりこんだまま、両りょう手てで顔かおをおおって震ふるえていた。ヘレンの命めい令れいは、耳みみに入はいっていないようだ。

　陽詩ひなたは、小こ林ばやしをふり返かえった。

　彼かれは目めに涙なみだを浮うかべて、陽詩ひなたをじっと見みている。

　と、その口くちが動うごいた。

「ひ、陽詩ひなたくん、行いってくれ。きみひとりでは、ぼくを動うごかせない。助たすけを呼よぶのが先せん決けつだ……」

　しわがれた声こえでそう言いうと、彼かれは体からだを前まえに傾かたむけた。

　小こ林ばやしの体からだは、ゆっくり前まえのめりにイスから離はなれていき、ちょうど足あしもとあたりに来きていたヘレンの腰こしの上うえに、ドーンと倒たおれこんだ。

「うわーっ！」

　下した敷じきになったヘレンが、悲ひ鳴めいを上あげる。

「小こ林ばやしさん！」

　陽詩ひなたが叫さけぶと、うつぶせのまま小こ林ばやしは言いった。

「行いけ、陽詩ひなたくん。クリスティを頼たのむ……」

　陽詩ひなたは、視し線せんを無む理りやり小こ林ばやしから引ひきはがすと、階かい段だんをかけ上あがった。
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　それから一週しゅう間かん……。土ど曜よう日びの昼ひる下さがりのことだった。

　動どう物ぶつ病びょう院いんの診しん療りょうが終おわって遅おそいランチを食たべ、陽詩ひなたは家か族ぞくと三人にん、クリスといっしょにまったりした時じ間かんを過すごしていた。

「ピンポーン」

とインターホンが鳴なった。

「どちらさまですか？」

　陽詩ひなたが受じゅ像ぞう機きを見みると、どこかで見みたような若わかい男だん性せいがカメラに映うつっている。

「こんにちは、岩いわ田たです！」

「え？　岩いわ田たさん？」

　陽詩ひなたはあわてて玄げん関かんへ走はしった。

　ドアの前まえに立たっていたのは、茶ちゃ色いろのジャケットを着きた、さわやかな青せい年ねんだった。

「え？　ほんとに岩いわ田たさん？　制せい服ふくを着きていないと、ぜんぜん雰ふん囲い気きが違ちがうよ！」

「でしょ？　知しらない人ひとかと思おもうよね？」

　岩いわ田たさんの後うしろから麻ま由ゆ香かが顔かおをつきだして、にやっと笑わらう。

「麻ま由ゆ香かもいっしょだったの？」

「うん。岩いわ田たさんが、陽詩ひなたんちにいっしょに行いこうって誘さそいに来きてくれたんだよ。でも、わたしも最さい初しょだれだかわからなくて、びっくりしちゃった」

「きょうはぼく、非ひ番ばんなんだ。もしよかったら、おじゃましてもいいですか？」

　陽詩ひなたの後うしろで、涼すず音ねと裕ゆう介すけも手て招まねきしている。

「もちろん！　クリスも喜よろこぶよ！」




　岩いわ田たさんはコーヒーカップを受うけ取とって、すみませんと頭あたまを下さげる。

　リビングのソファーには岩いわ田たさん。その横よこにクリスと陽詩ひなたがすわり、涼すず音ねと裕ゆう介すけはダイニングのイスを持もってきてすわった。

　麻ま由ゆ香かは、クリスの前まえの床ゆかにすわりこんで、岩いわ田たさんを見み上あげている。

「いろいろと、ご説せつ明めいしなくちゃと思おもっていたんですが。なんか、警けい察さつ署しょでお話はなしをするのもかた苦くるしいですし、交こう番ばんじゃすわるところもないし。本ほん当とうはプライベートでこんな話はなしをしちゃ、いけないんですけど……」

　岩いわ田たさんは低ひくいテーブルにカップを置おくと、首くび筋すじをかきながら言いった。

「でも、陽詩ひなたくんと麻ま由ゆ香かちゃんは友ともだちだし、子こどもでもあるし、かんべんしてもらおうかなと思おもって」

「警けい察さつの偉えらい人ひとたちには、ないしょね？」

　涼すず音ねは人ひと差さし指ゆびをくちびるにつけて、笑わらった。

「はい、オフレコでお願ねがいします」

　岩いわ田たさんは両りょう手てをひざについて、頭あたまを下さげた。

「で、どこから話はなしましょうか……」

「悪わるいヤツらが、あれからどうなったかってとこ！」

　麻ま由ゆ香かが鼻はなをふくらませて言いった。そうとう頭あたまに来きているようだ。

「結けっ局きょく、あのヘレンとかって人ひとと、茜あかねさんは捕つかまらなかったのよね？」

「うん……。ぼくたちがかけつけたときには、地ち下か室しつには小こ林ばやしさんと寺てら川かわ佑ゆう馬ましかいなかったんだ。女じょ性せいふたりは、影かげも形かたちもなかった」

「岩いわ田たさん、すぐに来きてくれたのにね……」

　陽詩ひなたが地ち下か室しつからかけあがり、屋や敷しきの外そとに出でるか出でないかのうちに、岩いわ田たさんたち警けい察さつ官かんがかけつけて来きたのだ。

　クリスが行ゆく方え不ふ明めいになって、陽詩ひなたが幽ゆう霊れい屋や敷しきへ向むかったという麻ま由ゆ香かの言こと葉ばを聞きき、竹たけ内うち類るいが知しらせてくれたからだった。

「類るいくんには、いつもお世せ話わになるよねー。この前まえの事じ件けんのときも、類るいくんが知しらせてくれたんだった」

　涼すず音ねがしみじみと言いう。

　陽詩ひなたもそう思おもった。類るいのおかげがいっぱいある。

　クリスが車くるまで連つれ去さられそうになった後あと、陽詩ひなたは類るいにもらったカプセルにトウガラシの粉こなをつめ、身みを守まもるための武ぶ器きを作つくっておいたのだ。アマビエとハクタクのフィギュアは、いまだに引ひき出だしの中なかに入はいったままだけど……。

「寺てら川かわ佑ゆう馬まの供きょう述じゅつから、あの屋や敷しきで空あき巣すのための情じょう報ほうを集あつめていた若わか者もの三人にんと、空あき巣すの実じっ行こう犯はんは捕つかまったよ。陽詩ひなたくんの推すい理りしたとおりだった」

　残のこされていた紙かみに書かかれていたのは、住じゅう所しょや氏し名めい、旅りょ行こうの行いき先さきや日にっ程てい。それをもとに、留る守す宅たくをねらった窃せっ盗とうが繰くり返かえされていたのだ。

「佑ゆう馬まって、ほんとに茜あかねさんの従兄いとこだったの？」

　麻ま由ゆ香かがまゆを寄よせてたずねると、岩いわ田たさんは首くびをふった。

「違ちがう。彼かれは単たんに、目め等ひとヘレンの手て下しただったようだ。茜あかねさんの本ほん名みょうも、黒くろ崎さき茜あかねじゃない」

「え?!」

　みんなが同どう時じに叫さけんだ。

「あの屋や敷しきを持もっている黒くろ崎さき茜あかねさんは、まったくの別べつ人じんだったんだ。そこはぼくの調ちょう査さが足たりませんでした。申もうし訳わけない……。あいつらが見みせた学がく生せい証しょうも、たぶんニセモノ。あいつらは、勝かっ手てにあの屋や敷しきをアジトにしていただけなんだ」

「えー、なんでー？　だって茜あかねさんは、あのお屋や敷しきが建たったときからのこともよく知しってたし、陽詩ひなたは、ひいおじいさんの遺い産さんまで見みつけてあげたんだよ？」

　陽詩ひなたは耳みみまで赤あかくなった。あれは、ぼくの失しっ敗ぱいだ。わざわざ悪わるい人ひとのために、お宝たからを見みつけてあげたなんて……。

「たぶん、彼かれらは黒くろ崎さき家けの情じょう報ほうを、詳くわしく調しらべ上あげていたんだろうね……」

　ヘレンが何なにをしているのか全ぜん貌ぼうはわからないが、相そう当とうな情じょう報ほう網もうを張はりめぐらせ、集あつめた情じょう報ほうを悪あく用ようしていることはまちがいない。そう岩いわ田たさんは悔くやしげに言いった。でもね……。

「陽詩ひなたくんとクリスが発はっ見けんした骨こっ董とう品ひんは、幸さいわい全ぜん部ぶ回かい収しゅうできたんだよ。寺てら川かわが移うつした場ば所しょを自じ供きょうしたんでね。ヘレンたちが手てを回まわす前まえに、こっちで押おさえることができた。いずれ、本ほん物ものの黒くろ崎さき茜あかねさんの手てに渡わたると思おもうよ」

「え、ほんと？　よ、よかったー……」

　陽詩ひなたはほっとしたあまり、ソファーからずり落おちそうになった。

　クリスが陽詩ひなたを前まえ足あしで止とめようとして、ウォンと鳴なく。

「そうか、よかったね！　陽詩ひなた、お礼れいをもらえるかもしれないよ」

　麻ま由ゆ香かは目めを輝かがやかせる。

　もう麻ま由ゆ香かったら、現げん金きんだなぁ……！

「ヘレンって女おんなと、茜あかねさんが親おや子こだっていうのは、本ほん当とうなのかな？」

　裕ゆう介すけが聞きいた。岩いわ田たさんは首くびをふる。

「ふたりとも行ゆく方えをくらましているので、何なんとも言いえませんね……」

　たぶん本ほん物ものの親おや子こなんじゃないかな。陽詩ひなたはそう思おもった。

　家か族ぞくが、あんまり動どう物ぶつが好すきじゃないから……。そう言いった茜あかねの横よこ顔がおは、すごくさみしそうだった。疑ぎ問もんを感かんじながらもお母かあさんに従したがわざるを得えなかったから、仮か面めんをかぶって過すごしていたのかもしれない……。

　宝たから探さがしのときの、心こころからうれしそうだった茜あかねの笑え顔がおを思おもいだし、陽詩ひなたは胸むねがチクッと痛いたんだ。

「ハムちゃん、元げん気きだよ！」

　麻ま由ゆ香かが、手てを勢いきおいよくあげて報ほう告こくする。

　残のこされたハムちゃんは、一いち度ど警けい察さつ署しょに押おう収しゅうされたが、すぐに麻ま由ゆ香かに渡わたされた。

　かわいそうだからわたしが飼かうと、麻ま由ゆ香かが大おお騒さわぎした結けっ果かだった。

「よかったよ、麻ま由ゆ香かちゃんが引ひき取とってくれて。警けい察さつもいろいろ忙いそがしいから、ずっとハムスターの世せ話わをしているわけにはいかないからねー」

　岩いわ田たさんはそう言いって麻ま由ゆ香かをおがんだ。麻ま由ゆ香かは得とく意いそうに、フンと鼻はなを鳴ならす。

「よしよし、この麻ま由ゆ香かさんのありがたみが、みんなよくわかったね？」

　みんな、明あかるい笑わらい声ごえを上あげる。

　クリスも足あし元もとの麻ま由ゆ香かを、鼻はなでチョンとつついた。




「小こ林ばやしさんも、思おもったよりお元げん気きだそうですね？　ぼくは直ちょく接せつお会あいしていないんですが」

　岩いわ田たさんはコーヒーを一ひと口くち飲のんで、涼すず音ねにたずねる。

「うん。父ちちが、毎まい日にちのようにお見み舞まいに行いっているらしくて。初はじめは、全ぜん然ぜん動うごけないのかと心しん配ぱいしていたけど、上じょう半はん身しんはずいぶん快かい復ふくしたみたい。しゃべれないと思おもわれる方ほうがいいと思おもって、犯はん人にんたちには口くちがきけないふりをしていたんだってね」

「よかったですね。大おおきなケガを負おいながら、長ながいこと監かん禁きんされていましたから……。精せい神しん的てきにもきつかったでしょう」

「クリスに会あいたい一いっ心しんでがんばったんだよね、きっと」

　涼すず音ねは微笑ほほえんで、クリスを見みた。

　クリスは目めをクリッとさせて、ウォン？　と鳴なく。

　事じ件けんの後あと、病びょう院いんに運はこばれる小こ林ばやしさんを、しばらくの間あいだクーンクーンと悲かなしげに見み送おくっていたクリスだったが、それからは落おち着ついて、ふだん通どおりの生せい活かつをしている。今いまは小こ林ばやしさんが入にゅう院いん中ちゅうなのでどうしようもないが、この先さきクリスはどうなるのだろう……。

　陽詩ひなたはそっとため息いきをつく。

　不ふ安あんをふりはらうように、陽詩ひなたは聞きいた。

「情じょう報ほう提てい供きょう者しゃはどうしたの？　小こ林ばやしさんに聞きいて、名な前まえ、わかったんでしょ？」

　岩いわ田たさんは、うーんとうなった。

「その人じん物ぶつは、小こ林ばやしさんと接せっ触しょくして以い降こう、行ゆく方え不ふ明めいになっていることがわかった。どこかに潜せん伏ぷくしているのか、それとも……」

「なぁんだー。せっかく小こ林ばやしさんは必ひっ死しでパスワードを守まもったのに、その必ひつ要ようがなかったってこと？」

　麻ま由ゆ香かが残ざん念ねんがると、岩いわ田たさんはとんでもないと手てをふった。

「いや、ヘレンにとっては自じ分ぶんの部ぶ下か。名な前まえがわかったらすぐに本ほん人にんを特とく定ていし、処しょ分ぶんしてしまうだろう。そうしたら、こちらも組そ織しきと接せっ触しょくできるかもしれない窓まど口ぐちを失うしなうことになる。だから、小こ林ばやしさんは絶ぜっ対たい言いわなかったんだ」

　陽詩ひなたは心こころの中なかで想そう像ぞうした。もしかして、警けい察さつが送おくり込こんだスパイだったりして……。いや、別べつの組そ織しきからのスパイだってこともあるよなー。ヘレンさんがあんなに躍やっ起きになっていたからには、なにか大おおきな裏うらの事じ情じょうがあるに違ちがいない。

　岩いわ田たさんはあごをなでて、念ねんを押おした。

「今こん回かい、内ない通つう者しゃをこちらで押おさえられなかったってことは、またゆくゆくは、クリスや小こ林ばやしさんがねらわれるかもしれないってことだ。まあ、しばらくは奴やつらもおとなしくしているだろうけど、用よう心じんするに越こしたことはない。気きをつけていようね」

　一いち同どうは慎しん重ちょうにうなずいた。

「うん、わかった」

　例れいによって、麻ま由ゆ香かが元げん気きよくうけあう。

「でも、知しらなかったー。マイクロチップって、ペットが生いきている間あいだしか、効こう果かがないんだね。マイクロチップも、命いのちのエネルギーで動うごいているのかな……」

　麻ま由ゆ香かが感かん心しんしたように言いうので、涼すず音ねと裕ゆう介すけがぽかんと口くちを開あけた。

「え？　どういう意い味み？」

「陽詩ひなたが犯はん人にんに言いってたもん。クリスを殺ころしちゃったら、マイクロチップから信しん号ごうが出でなくなって、パスワードはもう二に度どとわからなくなっちゃうって。取とり出だそうと思おもっても、獣じゅう医いさんでも無む理りだとか、なんちゃら番ばん号ごうを読よみ取とるのは、専せん門もんの獣じゅう医いさんしかできないとか……」

　陽詩ひなたは頭あたまをかかえて、下したを向むいた。

　涼すず音ねが笑わらい出だした。

「陽詩ひなたったら！　あんた、ずいぶんすごい、はったりをかましたもんね。マイクロチップの機き能のうは、ペットの命いのちとは関かん係けいないし、ＩアイＤディー番ばん号ごうの読よみ取とり機きなんて、今いまどき通つう販はんでも買かえるし……。その女おんながほんとのことを知しってたら、どうするつもりだったの？」

「だ、だって……。ぜんぜん犬いぬのこととか、知しらなそうだったんだもん。茜あかねさんも、家か族ぞくは動どう物ぶつ嫌ぎらいだって言いってたし……」

「え？　死しんだらマイクロチップから信しん号ごうが出でないって、うそだったの？」

　麻ま由ゆ香かがあきれた声こえを出だす。陽詩ひなたはやけくそでどなった。

「しょうがないじゃん。クリスが殺ころされちゃったら大たい変へんだろ?!」

　岩いわ田たさんが、陽詩ひなたの肩かたをバンバンとたたいた。

「陽詩ひなたくんって、すごいね。いつもは人ひと見み知しりで、引ひっ込こみ思じ案あんなのに、いざとなると人ひとが変かわったように大だい胆たんになれるんだから。たいしたもんだ！」

　もう、うるさいなー。陽詩ひなたは真まっ赤かになって、また下したを向むいた。




「あした、わたしたちも小こ林ばやしさんのお見み舞まいに行いくんだよねー」

　麻ま由ゆ香かがうれしそうに言いった。陽詩ひなたも下したを向むいたままうなずく。

「おじいちゃんが連つれて行いってくれるって」

「そうか、ぼくからもよろしく。でもクリスはまだ会あえないか。病びょう院いんだから……」

　岩いわ田たさんの言こと葉ばに、麻ま由ゆ香かが首くびをふった。

「ううん、いっしょに行いくんだ！」

「え？」

「病びょう院いんのお庭にわで会あうの。外そとだったらいいでしょうって、院いん長ちょう先せん生せいから許きょ可かをもらったんだって」

「そりゃ、よかった！　クリスもうれしいね」

　岩いわ田たさんは、クリスの顔かおを両りょう手てではさんで、モフモフした。

「ボウッ！」

　やめてくださいよぅ、とでも言いいたげに、クリスはちょっと怒おこったような、ちょっとうれしそうな声こえを上あげるのだった。
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　いいお天てん気きだった。

　暑あつくも寒さむくもない、さわやかな日にち曜よう日び。俊しゅん哉やの車くるまで、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かとクリスは小こ林ばやしが入にゅう院いんしている病びょう院いんにやってきた。クリスの新あたらしいリードは、ピンク色いろだ。

　大おおきな病びょう院いんで、二ふた棟むねある病びょう棟とうの間あいだが、庭にわになっている。

　木こ立だちや花か壇だんのまわりに散さん歩ぽできる歩ほ道どうがあって、ところどころに置おいてあるベンチには、お見み舞まいの人ひとたちや、散さん歩ぽ途と中ちゅうの患かん者じゃさんたちがのんびり腰こしを下おろしていた。

　俊しゅん哉やは、空あいているベンチを見みつけると、

「小こ林ばやしくんをここに連つれて来くるから、待まっているんだよ」

と病びょう棟とうに向むかって行いった。

　麻ま由ゆ香かはベンチにすわると、両りょう足あしを持もち上あげて、ゆらゆらさせながら言いった。

「あー、ここ、気き持もちいいね。わたしも一いっ回かい病びょう院いんに入にゅう院いんしてみたいなー」

「何なに言いってんだよ、麻ま由ゆ香か。病びょう院いんに入にゅう院いんするのは、楽たのしいことじゃないよ。病びょう気きやケガなんて、痛いたかったり、苦くるしかったりするんだから……。友ともだちとも会あえないし、遊あそびにも行いけない」

　陽詩ひなたはあきれて言いった。それでも麻ま由ゆ香かは主しゅ張ちょうする。

「うーん……。じゃ、体たい験けん入にゅう院いんみたいなのってないのかな？」

「まさか！　そんなの、あるわけないよ」

　クリスは、おとなしくベンチの前まえにすわっていた。虫むしが来きませんように……。陽詩ひなたは祈いのった。

　患かん者じゃさんたちが、かわいいね、とクリスに声こえをかけて通とおり過すぎていく。

　ゆっくりした時じ間かんが流ながれていく中なか、陽詩ひなたはだんだんどきどきしてきた。また小こ林ばやしさんに会あったら、クリスはどんな反はん応のうをするんだろう……。

　クリスの耳みみが、ピクッと動うごいた。

　はっと陽詩ひなたが目めを上あげると、病びょう棟とうの出で入いり口ぐちに、車くるまいすを押おす俊しゅん哉やの姿すがたがあった。

「あ、小こ林ばやしさんだ」

　麻ま由ゆ香かが声こえを上あげる。陽詩ひなたの胸むねがドキンと大おおきく打うった。

　俊しゅん哉やは、なだらかなスロープをゆっくり下おりて、こちらに車くるまいすを押おしてくる。

　クリスが小ちいさな声こえでウォウと鳴ないて、立たち上あがった。陽詩ひなたも立たち上あがる。

　車くるまいすは、陽詩ひなたたちの目めの前まえで止とまった。

「クリスティ……」

　小こ林ばやしが呼よびかける。この前まえより、クリアーでしっかりした声こえだ。

　髪かみは相あい変かわらずぼさぼさだったが、顔かお色いろがよくなり、ヒゲもそって、若わか者ものらしい生いき生いきとしたまなざしに変かわっていた。

　呼よばれたクリスは、騒さわがなかった。小こ林ばやしに静しずかに近ちか寄よってひざに鼻はなを寄よせ、クンクンと匂においを嗅かぐと、満まん足ぞくしたように向むき合あってすわった。

　小こ林ばやしはそんなクリスの頭あたまにそっと右みぎ手てをのせて、しばらく祈いのるように目めをつぶっていた。

　だれも、声こえをかけられなかった。

　陽詩ひなたは、自じ分ぶんの手ての中なかにあるピンクのリードを一いっ瞬しゅん見みつめると、車くるまいすの手てすりにかけられていた小こ林ばやしの左ひだり手てにすべりこませた。そして、ベンチまで下さがると、そっと目めをふせる。

　こうしようって、決きめていた。

「陽詩ひなたくん」

　名な前まえを呼よばれて、陽詩ひなたははっと顔かおを上あげた。

　まっすぐな小こ林ばやしの目めがそこにあった。

「陽詩ひなたくん、クリスティの世せ話わをしてくれて、ありがとう」

　陽詩ひなたは、わずかにうなずく。

「クリスティのいい相あい棒ぼうになってくれて、ありがとう」

　陽詩ひなたは、泣なかないように、グッとくちびるをかんだ。

　そして、小こ林ばやしは言いった。

「それから、ぼくを助たすけてくれて、ありがとう」

　ううん、違ちがう！　陽詩ひなたは心こころの中なかで叫さけんだ。

　クリスといたいから、ぼくは心こころのどこかで、小こ林ばやしさんが帰かえってこなければいいなと思おもってた。小こ林ばやしさんが見みつからなければ、ぼくとクリスはずっといっしょにいられるのにって。

　そして、そんなことを思おもう自じ分ぶんがきらいだった。……ごめんなさい。

「ぼく……」

　陽詩ひなたが口くちを開ひらこうとしたとき、小こ林ばやしはにこっと笑わらって、左ひだり手てのリードを差さし出だした。

「これからも、クリスティをよろしくお願ねがいします。ずっといい相あい棒ぼうでいてやってね」

　え？

　陽詩ひなたはとまどって、俊しゅん哉やの顔かお、麻ま由ゆ香かの顔かお、クリスの顔かおを見み回まわした。それからまた、小こ林ばやしの顔かおを見みて、ようやく口くちを開ひらいた。

「こ、小こ林ばやしさんが元げん気きになったら、また前まえみたいにクリスと……」

　小こ林ばやしは笑わらいながら首くびをふる。

「ぼくが元げん気きになるまでは、もうしばらくかかりそうだ。背せ骨ぼねを傷いためたので、もとのように歩あるくことはできなくなってしまうかも……。車くるまいすでクリスティと散さん歩ぽできるようになるまでには、だいぶ訓くん練れんをしないとね」

「でも、時じ間かんがかかっても……」

　それだけじゃないんだと、小こ林ばやしは真しん剣けんな目めをした。

「一週しゅう間かん前まえ、あの地ち下か室しつで、きみはクリスティと、すごい連れん係けいプレーを見みせてくれた。悪わる者ものをたおすために、クリスティと息いきを合あわせて、相あい手ての一いっ瞬しゅんのスキをついたんだ。クリスティは陽詩ひなたくんの目めを見みただけで、自じ分ぶんが何なにをやればいいのか、しっかりと理り解かいしていた。きみは、素す晴ばらしいタイミングでクリスティに指し示じを出だした。しかも、最さい小しょう限げんの動どう作さと言こと葉ばで……」

　小こ林ばやしは、クリスの頭あたまをポンポンと軽かるくたたいて、クリスと顔かおを見み合あわせた。

「ぼくはびっくりしたよ、クリスティ。ほんの数すうか月げつの間あいだに、あれだけ気き持もちが通つうじ合あえるなんて、奇き跡せきだ。本ほん当とうにうれしかったよ。よかったな、いい相あい棒ぼうに出で会あえて……」

　クリスは得とく意いげに、一ひと声こえワンと鳴ないた。そうなんだ、本ほん当とうにいい相あい棒ぼうなんだ、と言いいたげに。

「だから、陽詩ひなたくん、これからもクリスティといっしょにいてやってほしいんだ。いいかな？」

　小こ林ばやしは、陽詩ひなたの目めをしっかり見みて、うれしそうに笑わらった。

　もうだめだ、がまんできない……。陽詩ひなたは泣なき出だした。ぽろぽろと涙なみだが止とまらない。

「陽詩ひなた……」

　麻ま由ゆ香かが陽詩ひなたの背せ中なかをたたく。

　陽詩ひなたは泣なきながら、ぺこりと頭あたまを下さげた。

「小こ林ばやしさん、ありがとうございます。ぼく、クリスを大だい事じにします。いつまでも、一いち番ばんの相あい棒ぼうでいます。これからも、よろしくお願ねがいします！」

　陽詩ひなたは小こ林ばやしの差さし出だすリードを受うけ取とり、しっかりと握にぎった。

「陽詩ひなたくん、もう一つお願ねがいがあるんだ」

　え？　陽詩ひなたはこぶしで涙なみだをぐいっとぬぐって、再ふたたび小こ林ばやしの顔かおを見みる。

「ぼくには夢ゆめがあってね。一つは探たん偵てい事じ務む所しょを開ひらくこと。それは取とりあえずかなったから、元げん気きになったらまた始はじめようと思おもう。もう一つはね……」

　後うしろに立たっている俊しゅん哉やをふりむいて、小こ林ばやしはハハッと笑わらった。

「これ、絶ぜっ対たい、きみのおじいさんに笑わらわれると思おもうんだ。でも、言いうね」

　小こ林ばやしは、人ひと差さし指ゆびを立たてた。

「自じ分ぶんの探たん偵てい事じ務む所しょに協きょう力りょくしてくれる、少しょう年ねん探たん偵てい団だんを組そ織しきすること！」

　俊しゅん哉やがワハハ……と笑わらい出だす。

「小こ林ばやしくん、きみはいつまでたっても子こどもだね！」

「いいじゃないですか。心こころはいつも、少しょう年ねんですよ。だからね、陽詩ひなたくんと麻ま由ゆ香かちゃん、探たん偵てい団だんになって、ぼくをサポートしてくれないかな？　それが、ぼくからのもう一つのお願ねがい」

　麻ま由ゆ香かはにこにことうなずいた。

「いいよ、小こ林ばやしさん。それにその探たん偵てい団だんには、なんと……」

　両りょう方ほうの手てのひらを、クリスに差さしのべてみせる麻ま由ゆ香か。

「探たん偵てい犬けんもいるんだから！　最さい高こうでしょ？」

　クリスはぐるりとみんなを見み回まわすと、最さい後ごに陽詩ひなたの目めをしっかりと見みた。

　そして元げん気きよく吠ほえた。

　ワン!!
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─終おわり─　　
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『探たん偵てい犬けんクリス』の第だい二巻かんをお届とどけします。

　一巻かんで初はじめて出で会あい、最さい高こうのペアになった陽詩ひなたとクリスが、またまた事じ件けんに巻まきこまれてしまいました。しかも、今こん回かいの舞ぶ台たいは幽ゆう霊れい屋や敷しき?!

　陽詩ひなたの幼おさななじみの麻ま由ゆ香かは、「ぎゃーーーーーーっ!!」と悲ひ鳴めいを上あげながらも、幽ゆう霊れい屋や敷しきのような古ふるい洋よう館かんに、わくわくしている様よう子すです。一いっ方ぽう怖こわがりの陽詩ひなたは、そんなところはまっぴらです。幽ゆう霊れいが出でてきそうな場ば所しょには、絶ぜっ対たいかかわりたくありません。

　それなのに陽詩ひなたは、トラブルを呼よび寄よせる体たい質しつなのか、いつの間まにか幽ゆう霊れい屋や敷しきをめぐる謎なぞ解ときに、どっぷりとはまることになってしまいました。

　しかも、よき相あい棒ぼうになったクリスと、コンビ解かい消しょうのピンチが……。陽詩ひなたと心こころが通かよい合あっていたはずのクリスに、突とつ然ぜん異い変へんが起おこったのです。いったい何なにがあったのでしょう。ふたりのその後ごが気きになる方かたは、さっそく本ほん文ぶんを読よんで確たしかめてくださいね。

　さて、みなさんは怖こわい話はなしは好すきですか？　テーマパークや遊ゆう園えん地ちで、お化ばけ屋や敷しきに入はいったことがありますか？　本ほん屋やさんや図と書しょ館かんには、怪かい談だんのシリーズ本ぼんがずらりと並ならんでいますし、お化ばけ屋や敷しきの前まえには、いつも長ながい行ぎょう列れつができていますよね。ゾンビ映えい画がは大だい人にん気き。ホラー系けいのゲームを楽たのしむ人ひとも、たくさんいることでしょう。

　実じつはわたしも陽詩ひなたと同おなじ怖こわがりで、その手てのものが大だいの苦にが手て。頼たのまれて怪かい談だんを書かいたことは何なん度どかありますが、自じ分ぶんから読よむ気きは少すこしも起おきません。お化ばけ屋や敷しきには、生うまれてから一いち度ども足あしを踏ふみいれたことがありませんし、昔むかし、友ともだちに誘さそわれ、魔まがさしてホラー映えい画がを見みてしまったことは、今いまでもずーっと後こう悔かいしています。

　だから、不ふ思し議ぎでたまりません。何なんでみんな、そんなに怖こわがりたいのかな??（笑わらい）

　でも、目めを輝かがやかせて怪かい談だんを読よんだり、お化ばけ屋や敷しきに並ならんだりしている人ひとの気き持もちも、ちょっぴりわかる気きがします。退たい屈くつだなあと思おもう日にち常じょうの中なか、ぞくぞくしたり、どきどきしたりする瞬しゅん間かんって心こころ躍おどりますよね。しかも、実じっ際さいには起おこるわけないんですから！

　でもご用よう心じん！　今いま、あなたの部へ屋やのカーテンの後うしろで、何なにかがうごめいていませんか？

　もしかしたら、その陰かげに…………。
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